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表ト 2 交通施設の事業主体と範拠法 14)
] 文 通 連 投 計 画 .18枚 故 地 法 串 釆 立 件 等
i&慮系 国土即発幹線自助串 国土阿井幹線白山耳道責投法 琵禦 試 粟島㍗芸重要雷悪幣 等艶蓋蒜 iL与,Fq6mr"k.nPl)贈 る.三全姥 (rH
止 (1957年)





郡市荊連逆用 E]木正路公団法 (】956年)講 究霊 琵窒駐 日謡割雷拭 雷茄評 隻語 讐謂 壷詣 摺る柵 3Zl柏として連投ナる
地方迂路丑it泣 くl970TF)
称市計画-正持 郡市軒画法 都 市計画に定める者
(旧)1919年 (斬)1968年 i:町:二軍遇 禦 他 1`6m貯掘露 折 では22m以公牧舎-公告一挺X-郡 市 計画地方平議会一帯市計画決定
その他Q}正路 土地区画推理法.他 (】955年) 季語 鮎 歪真書鮎 最 紹 雷群 宇ら匠軒粥路等 桁行他州菜事業の法律
帆道系 新中擁柑 斧,%yfFq耕 運如 法 既定基本計画路線的7.000km が定められている
同 位 逓鮎罰鮎琶3時) 国艮拝辞升iiは1922年 か ら決まっておlP.:..ogik慧警蓮謂 麗 辞 粁 と的
















して,長期 ･五箇年 ･年度計画等の考え九 予井の枠組を参照しつつ現地での道路細計画 ･路線計画が
托 されることとな去50)また.現地llの舶 計画の蜘 万の辞鮎 凱 -｡に示すとおりであiGo)すな
わち･広域的な道路網を再編成する計画から始まり,道路網の中での計画路線の性格づけが行なわれるO
さらに･路線の捜髄 ･性格が明確化されれば,つぎは構造規格の決定. ルー ト選鼠 幅旦練成の決定 環
境影響評価といったようないくつかの段階を踏み必要に応じて7イードバックを重ねながら瓶次盛崩計
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蓑113 計画 問 題 の分 析 方法
土地利用先決型アプローチ 地域計量モデルによるアプローチ 土地利用-交通施設の同時決定型アプローチ
同時決定モデルによる方法 プロセスシ■ステムモデルによる方法
特敬 土地利用計画を先決的に 交通施設寅が土地利 土地利用計画集と交 土地利用計画寅と交
決定し.そこから発生す 用に及ぼす鼓及効果 通施設の計画案を同 通施設の計画束の望
る交通需要を処理するこ を計丘的に推計しよ 時決定する計画モデ ましい組合せを決定
とを目的とした交通施設計画を作成する方法 ~ うとする方法 ルき作成する方法 する計画化のプロセスシステムを地築する方法
良節 与えられた土地利用計画 交通施設と土地利用 交通施設と土地利用 大都市圏域における
に適合しうる交通施設計 の相互の関連関係の 計画の望ましい組合 より里ましい土地利
画を策定するという日的 メカニズムをモデル せを決定する方法と 用計画案や交通施設
に対しては合理的でかつ実用性の高い方法 あるo に反映できる8 しては理想的であるo計画案を探索していく方法論としては合理的であり実用的であるb
短所 望ましい土地利用計画案 土地利用計画や交通 大敵市圏の交通施設 データ処理丑が多く
や交通施設の計画案の皇 施設計画に囲わる多 計画のように接合的 なり,_効率的なデー
ましい組合せを論理的に 様な入力変数の望ま で複雑な計画問層に タ処直を行うことが
追求することはできないo しい組合せを探索することは困難であるOは適用できない○ 必要となるo






















































評価の視点 ステージⅢ ス テ ー ジ 皿 ステージⅣ
ステー ジⅢ-2ステー ジm一己 ステージⅢ-4
ネットワ- ･紐走行時間 ･紐走行時間 ･捻通勤時間 ･総走行時間 ･総走行時間
ク全仕の効率性 ･単位距髄あたりの走行時間1台あたりの走行時間 ･絶走行距離 ･捉走行距離
骨格的な地 ･断面交通艮 ･断面交通丑 ･断面交通且 ･断面交通珪 -
域構造とネットワークの整合性 〔断面混雑度) (断面混経度)(断面渥経度) 〔断面混姓度 〕
ネットワ- ･ゾーン別1台 ･ゾーン別1台あ ･ゾーン別単位
クの地域的 あたりの平均 たりの平均走行 距離あたりの
な整僻水準 走行時間･ゾーン別単位距離あたりの平均走行時間 時間･ゾ-ン別 1台あたりの平均走行距離 平均走行暗闇






















































蓑 1-6 計画 システ ムの構成
ステージ Ⅰ 地域構造分析と計画問厘の構造化 - - -
網計画■の作成のための計画情報の作成 計画塞 L/IL{Jtr
ステージⅢ 土地利用計画と主要幹線道崩 土地利用計画案 主要幹線道路網 中ゾーン
網計画の作成のための計画情報の作成 計画案 レノヾ ノレ
産業活動 物先軸革の効率化が図れるよ 産業活動配分計 主要幹線道路網 中ゾ-ン
配分モデル うな産菓活動配分計画峯の作成 画室 計画纂 レベ′レ
通勤人口 通勤時間の最小化が既れるよ 通勤人口配分計 主要幹線道路網 中ゾーン
転分モデル うな通勤人口配分計画寅の作成 画筆 計画案 L/J<JL/
菓務交通塩 業務交通の効率化に的する方 土地利用計画暴 主要幹線道路網 ′トゾーン
推計モデル 策の検討 計画吏 レ■′ヾノレ




















































































一般に,大都市圏域における交通流軸としては通軌 業務,私用 トリップ等のパーソン トリップや原


























計画案の作成 (第 3章 ) 一一一一一
(蓋慧芸芸慧 志酎画集)
ステージⅢ-1
部 分 問 屈 の分 析 方 針 の 設 定
工業地開発方針､住宅地開発方針
鉄道細計画轟､主要幹線道鏡鯛計









































土地利用計画藁 と主 要 幹 線 道 路 網 計 画 案






















敵市域 (大阪市)をとりあげ,業務交通の効率化という側面から図 1-11に示すような分析を試 み る
ステージⅡより












































































































































研究､とそれを受けての①物宋流動 (第4茸 ),通勤流動 〔第5牽 ),業務流動 (第6牽)という個々
の交通流動の側面でとらえた道路計画間鹿 (部分問層)の分析による主要幹線道路網計画の作成方法に
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表 21 1 分 析 に用 いた薪 計 領査 デ ー タ
出 典 指 榛 名 調査年度 (昭和)
社会 .経済指標 国 勢 ,調 査 大分原別就業者数 a5.40.45,50.55
大分朋 lj従菓音数 35,40,45.50.55
住 民 基 本 台 帳 夜間人口 35～53
世帯数 35～53
都 築 所 統 計 大分類別解菓所数 38以降3年毎
大分類別従業者数 88以降3年毎










住 宅 統 計 種榎別建て万BIJ住宅数 43.48,53
建 築 統 計 君工住宅戸数 38.-53
流 動 指 標 バ-ソントリ-/プ調査 目的別手段別各種流動指標 45.55
目的別手段別01)データ 45,55
交 通 情 勢 調 査 目的別各種自動串流動指棟 40以降 3年毎
目的別自動革ODデータ 40以降3年毎
物 資 流 動 調 査 各種流動指標 50
業種別品目別ODデータ 50
国 勢 調 査 通勤oDデータ 35.40.45.50.55




















図 2-6 通 勤 流 動 構 造 (昭 和 45年 )
ら.そこで,各単位地区の社会 .経済的特性を表現する指棟として,過去の軌市交通計画で地域7レ-







た(作薬仮説2-1)｡さらに, これらの主成分の主成分得点を変丑とするクラスタ 分ー析 12)にエb
蓑2-2 軽合的な地地特性 を示す尺度 (昭和45年 )
-主成分分析による-
第1主成分- 第2主成分 第3主成分 第4主成分
夜 間 人 口 0.96279 -0.06619 0.12505 0.10649
星 夜 率 0.01147 0.95220 0,06313 0.03137
人 口 密 度 0.29981 0.18221 0.69986 0.19802
卸 売 販 売 額 0.00757 0.91648 -0.00489 -0.07298
小 売 販 売 額 0.59213 0.60549 0.13449 0.27057
飲 .食 販 売 蘭 0.26680 0.75984 0.09712 0.23898
1店あたDの卸売販売額 0.-12463 0.88098 0112207 0.06631
1店あたbの飲食販売額 ･0.07168 0.75981 0.15066 0.26276
工 業 出 荷 額 0.91835 0.02513 0.13583 -0ー 05838
工場数(在寮且8人以上) 0,75213 0.-01179 0.35460 -0,10315
工場数(従業員300人以上〕 0_82695 -0..00303 0.15888 -0.08703
l工場あた少の在寮且数 D_08646 0.04023 0.15671 0.10698
金融 .保険 部 某 所 数 0.68716 0.40608 0一30358 0.29850
運 輸 通 信 琳 某 所 数 0.62647.. 0_41.344 0.26060 0.34991
サ-_ビス某 群 某 所 数 0.85556 0._30542 0.18718 0.25691
行 政 機 能 得 点 0.61089 0.46893 0.11277 0.21241
人口1人あたタの世帯数 0.35206 0.13085 0.68492 0.46226
第一次産業 就 葉 者 率 -0▲21977 -0_17408 -0.81916 -0_05596
範二次産業 就 業 者 率 0.13996 -0ー26996 0.57821 -0.62691
第三次座薬 就 業 者 串 0.18872 0.17043 0.20156 0.69148
人 口 増 加 率 -0.01128 -0,23396 0,00557 -0.18778
住 宅 瀞 エ 床 面 租 0.75311 -0.19471 -0.82945 -0.07011
人口1人あたりの研 嘘葬商 -0.04916 0.97675 -0.04383 0.19071




るつぎのようを仮説を得たOすなわち.大阪 ･京敵 ･神戸の各部JL都 を坊として,その局b昨各等質地
-38-
図 2 - 7 等 実 地 嘘 の 構 成 状 況 (昭和45年 )
S T A 良 T
主要流動 を p種選定す る
p種 の流動 について
O i流動 の第 1ステ ップ,葬 1主成分 で抽 出 された
流動 パ ターンの核地区の集合 をNiと し､背後地 区
の集合 をBiとする｡
O i流動 の第 1ステ ップ.第 2主成分以降 で抽出 さ
れた流動 パ ターンの核地区の集合 を niとL､背後
地区の集合 を biとす る｡
(i-1,2,I-･,p)
次 の基準 でレベル 1, 2, 3, の地域 を設定す る
(レベル 1の地域 )- 晶 i〉
i=1
p`
(レベル 2の地域 )-†晶 i)U(nBi))
i-1 i-1
(レベル 8の地域 )- †月bi〉
i-1
象閉域 が
































黄 2-3 地域構造の牌TI性 と地域特性 の関連関係
説 明 変 数 カ テ ゴ リー ク エ イ ト レ ン ン. 偏相関係数
(芸芸2,;i重器 動の) 3( 0.0.- 1.0)4 1 255 2_5 0.9327041 0
罪 2 主 成 分 I( .--0.5)2-0.5 . 0 -0_973.290 2.81 0.881
農 芸聖霊芸能の鯛 ) 3( 0.0- 1.0)4 1 255 25 0.20217 9877
第 3 主 成 分 l( --1.5)2-1.5 07 -0.832265 1.18 0.386
(霊窒化の観 脚 室 3(-0.7- 0.0)4 0 1,5 1 . 0.00097351
帝 4 主 成 分 1( ～一l.0)2 -1.0- 0 -0.692037 1.01 ~0.880










































図2- 10 通 勤 流 動 の 変 動 パ タ ー ン
皿 主 要 毛 潜 地





表 2-4 地 域 特 性 の 変 動 パ 3,- ン (昭和45年-50年)
第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分 第5主成分
夜 間 人 口 増 加 量 .-0.27422 0.65768 -0.07805 0.40625 0.11997
夜 間 人 口 増 加 率 -0.22409 0.80241 0.16584 -0.19680 -0.06694
昼 夜 率 変 化 量 0.90289 -0.10491 0.01245 0_18983 -0.05492
人 口 密 度 変 化 量 -0.36940 0.69419 0_05281 -0.07821 0.15221
卸 売 販 売 甑 変 化 量 0.89268 -0.03781 -0.06942 0.13142 -0.11423
小 売 販 売 額 変 化 丑 0.10182 -0.17579 0.08798 0.65164 -0.11428
飲 食 販 売 額 変 化 皐 0.41480 -0.16722 -0.05118 0.74442 -0_05725
1店あたりの卸売販売確封ヒ丑 0.76521 -0.03036 -0.15054 0.05488 0.03901
1店あたりの飲食販売紐変化量 0.42737 0.16071 0.26771 0.45494 -0.12703
工 場 出 荷 額 変 化 量 -0.12567 0.18007 -0.16162 0.63505 0.33245
工簸致(在県邑3人以上)変化量 0.01713 0.04503 0.14788 0.14586 0.85390
工場蜘:従業員加入以心変化量 0.19277 0.17199 0.71184 -0.28997 0.10686
工場数 (従第月 3人以上 )増 加 率 0.00704 -0.01412 0.27205 -0.01632 0.87491
工場数 (従薬包300人以上)増 加 率 0.13804 0.22996 0.58302 -0.09647 0.14611
1工場あたりの従業員数変化捷 0.00773 -0.02456 0.20092 0_05206 - 0.49772
金融 .保険部某所数変イl丑 0.24219 0.08564 -0.19660 0.67955 - 0.00379
運輸 .通信部薬所数変化塾 0.01577 0.09862 -0.55538 0.51134 0 .35088
サービス業事業所数変イヒ匝 0.33158 0.26199 -0.30997 0.72568 0.21549
金融 .保険事業所数増加率 0.01679 0.27260 0_08674 -0.01456 - 0.07062
運輸 .通信弥栄所敷増加率 0.05331 0.41469 -0.28417 0.10976 0.37901
サービス業串某所数増加率 0.26956 0.73596 -0.10150 0.11230 0.18325
第一次産業就貴著事変イ膿 0.24611 -0.09606 -0.60103 -0.03312 a_17611
第二次塵薬社葬者率変イヒ崖 -0.04381 -0.15055 0.76194 -0.01115 0.07295
第三次産楽就業者串変化量 0_03241 0.23179 0.03707 -0.25624 - 0.000 1 9
人口1人あた Dの世帯数 0.70102 -0.07152 0.21985 0.11613 0.11513












して仇 敵 L､托おける中枢舶 巨の瑛概と副核地域の成長と同時に,住宅地の外線化に伴 って通勤圏が拡
大 しているC,①また,童2-5に示すように,副核的地域における第三次産業.中小規模耶某所の変化
表2-5 自動車流動の変化状況と地域特性の変化状況の開連関休
要 因 (主成分 ) カテ ゴ リー カテゴリ⊥数丑 レ一 二ノ ン′ 偏相 関係数
l1,拓次の商業機能の変化 1( 1.0- ) -0.1094 0.517 0.239
2( 0.0- 1.0) -0.1998
3 05 0.5 2972
4(-0_0- 0.0) 0.0950
5( 5--0.5) 0.3171
2.夜 間 人 口 の 変 化 I( 1.5_- ) 0.0732 0ー 695i 0.241
2( 0.5- I.5) 0.1318
3( 0.0- 0.5〕 0.0534
4(-0.5- 0.0) 0.1939
5 -0.5 - 5017
3.大規模串茶所の変化 1( 1.5- ) 0.6241 1.097 0.480
2( 0.5- 1.5) 0.1034
3 00 0_5 - 4653
4(-1.0- 0.0) -0.4730
5( 一一1.0) -0.3108
4.第 三 次産業 の変化 1( 1.5- ) 0.3130 1.335 .0_491
2( 0.0- 1.5) 0,5132
8 -0 0.0 - 2047
4(-1.0--0.5) -0.6531
5( 一一1.0) -0.8225
5.中小規模串築所の変化 1( 1.5- ) 0.9452 1.794 0.510
2( 0.5- 1.5) 0.8779














表 2-6 判 別 朋 敷
外的基準第 1主成分 第 2主成分.紫3主成分 第 4主成分 第 5主成分.
説明変数 (昭和45(昭和45年畔)高次商業機能 夜 間 人 口 大規模製造菓 第三次産業 中小規模 のの 増 加 の 増 加 申某所の増加 の 増 加 串某所の増加
夜 間 人 口 - -0.495 0一883 0.707 -昼 夜 率 0.288 911 -
人 口 .密 度 0.loョ - 0.082- 246 -0.110 -0.126
卸 売 販 売 額 - -0.915 0.289 -
小 売 販 売 額 317 0.123 24 -
1 店 当 り の卸 売 販 売 額 - 0.081 -0,389.77 - -
工 業 出 荷 額 - -0.759 0.498 -
工 業 -Tjf菓 所 数(従業員数 3人以｣∋ 0.261 -0.218 -0.217
サ -ビス事業所数 0.636 0.580 -0.259 -
夜間人口1人当i)の世 帯 数 - 0.330 -
第一次産業就業者率 -0.353 0.270 -0.475 -
第二次産業就業者率 -0.494 0.209 -0.234 0.417 1.010
第三次産業就業者率 -0.077 0.330 0.175 - -
着工住 宅 床 面 概 - 1.020 -0.341 -0.287 -
高 速 道 路 - のア ク セ ス 距 鮭 0.053 - - -0.150 -0.714
都 心 - のア ク セ ス 距 離 - 0.093 0.167 -0.260 0.329
住宅開発可能面税 -0.045 0.028 -0.465 - -
エ某開発可能面租 -0.108 0.317 0.182 - -

























輸交通施設の整備に関する計画問題 も.これらの変動傾向を誘導 ･制御するという視点から分析 ･検
討されなければならないと考える.
4ー8-
図2-11 地域構造q)変動 に関す る仮説
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図 2 - 13 地 域 構 造 の 変 動 状 況
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責218 地 域 即 発 ･整 備 手 法
中枢管理蔑能 夜 間 人 口 大規模製造薬 中小規模製造 第三 次産 業
の 集 概 の 増 加 . の 媒 概 薬 の 集 概 の 雑 殻
中咳的也域 邦1種 .第 2種市 土地区画整理番米 既成都市区域把か 工寮再配匿法に よ 再開発による跡
街地再開発部某 (土地区画整理法)ける工場等の制限 る移転促進 地利用
(都市再開発法 ) 第 1唖 .第2種市 法に上る規制 大都市群某所税
高度利用地区 街地再開発ljf案 工場.立地法 課徴金
蛮税率の強化 (都市再開法 ) 工弊再配配法によ 卸売業商物分龍
gL茶所立地規制大都市事業所税課徴金卸売業の商物分離副 心 基盤整備移転融資制度 住宅地区改良車紫(住宅地区改良法 )市街 住宅建設事莱 (公営匡宅法等過密住宅市街地総合整備促進事業(特定 市街地船台整備促進ZJf第割度要綱 ) る移転促進
副核的地域 土地区画整理都築 既成範市区域に卦 工英田地道成句喋 工場団地等跡地
臼二地区画整理法 ) ける工場等の制限 (近馳圏の近郊整 利用
特定土地区画整理 法による規制 備区域および都 流通業務田地造
事某 (大都市法 ) 工場立地法 市開発区域の整 成fl喋 (流通業
住宅街区整備中英 工業再配監法によ 備および開発に 務市街地の整備
(大都市法 ) る移転促進 関する法律 ) に関する法律 )
団地の住宅施設中莱 (都市計画法 )鉄道施設の整備 公有水面埋立事業 工場等iJ三田化-TJI寮(中小企薬基本法 )共同化軒莱(同 上)jt- 利用部業〔中小企業団地流通兼務 造成事莱 (流通第滴市街地の整備に関する法律 )幹線退路の整備








































































3 冨誓書誓 崇 遠 市街地 謡 芸諾 支貯 +(20JEW比率)
4 住宅開発を極力抑制すべき地












































亡妻コ 4.そ の 他
巨∃ 1.宅地開発､住宅建設等の開発の規制を強化する
m 2･工嵐 南畝 業務等産薬の立地の規制を弘化する
ロコ 3.そ の 他
Eヨ 2･当市町村の過密地区の人口を排除し､過疎地区には人口を迎える
E喜ヨ 3.そ の 他




図 2 - 17 基 本 図 (需要諸 学謂 完芸誓漂 )
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図2-18 特 性 国 (住宅地の開先を構憩している市町村)
-61-
図2-19 特 性 固 く住宅地の開発抑制を構想している市町村)
6ー2-
図2 _ 2. 特 性 囲 硝 諾 鮎 報 等誤 )
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∈≡∃ 嘉警諾配 讐譜 盃畠=棚
田 工珊 発可能な地域
皿 請 顎 詳 論 己誓 書完
城
旺コ 享警告霊蒜工菜胴 を抑刺し
にコ配 習警皇逼 工掬 人を珊














































































































































































































































































































































0D 通路段 階 に対応する望 ま しい 供 給 水 準 通路段階に対応する通路横 能 近路 退 路構造 令路 奄 敵
トラフ 7■交 チ 種 義 面
過分類召∋ ∫ツタ -ヒス棟 段 四壇 四徳横舵 舵 階 種 級 級
ラン 高速避続走行ができる 高 水 準 徳 基本 ㊨ 0
クl ことが望ましいO 小 幹級
ラ 比較的高水準の連続珪行 準高水 準 小 王 ○ ㊨二/ が可能であり,基本幹線 要
ク との相互連絡ができてい 幹
2 ることo 線




















退路段階 遮通常要水準別串退部幅艮 平均連行速度M(ピ クー時) 平面交差点 療 度
A基本幹線 1万台水準 8.l5m以上2 11m玖上声 4 机4 6 35払〆似 上 少也
5万台水準 20m以上6 8.5m以上 しゝ
B主要幹線 1万台水準 8､.5m机上2 1土地 上3 4m臥 aO払〆h- 少な
4万台水準 18.5m以上 35KW′h
5万台水革 EOm以上6 準 23.5m以上 しヽ
C雛市幹線 1万台水準 革.5m以上2 11m以上 25≦V< 守
3万台水準 14m臥上 ～
4万台水準 16.5m臥上 多
5万台水準 20m臥上6 乱 5m以上 い



















































































































過甜能況通路段階 基 本 幹 線 主 要 幹 線 都 市幹 線 未 整 備
道 路 税 能Ⅰ ㊨ ○ 長 トリップ変通が多く最も高水準のサービスが要請される通路が未整備1:-あり,基本幹線を整備し他
(露 呈t詣 昌交通 ) の退路への代替性を噂姓することが必要であるo
道 路 哉 能Ⅲ(詣 ZE詣 品変通 ) 0 ㊨ ○ サービスの低下が生じており主要幹線の整備が必要である○






























???? ? ? ?
???? ?
蓑3-4 間露ジンクと整相方針
閉 居リンク 問 題タイプ 路 線 整 備 方 針 問題群決を鞘待できる整備路線
α 1 国 道 2号腺 国土幹線としての国道のあい脇リンクであ り国道の三次改築によってみ 凝解消が計画されている 東独バイパス
A 1 国道 9号腺 国道の二次改熟 こよってあし凝無恥 可 能である バイパス
C 1 国 道 24号線 ,国道の二次改熟 こよっJtあし収賄肖が可鰹である 京洛バイパス
d i 国 道 1号終 交通塵の絶対濃に対して容泉が不足しており代替路線も容濃約に限界が生じており,基本幹線の怒備が必要である 第二京阪国道束滋バイパス
e 1 国道 24号線 国適の二次改軌 こよってあし磯節乍紬i可能である 京粟国迫
∫ 1 国 道 1号 線 dと同様に基太幹線の整備が必要である 弟二京阪国道
9 1 国 道 17号 線 国通の二次改雛によってあい路解消が可能である 三木バイパス
h 1 醸造24号161摂取 国道の二次改築もしくは主要幹線の軽備によってあし儲 解約が可能である 東京国道
∫ 1 国道 163母 線 主要幹線 (都市高速 )を延良し基本幹線と接続させることが必要である 取高刃阪刑 坂線
j 2 国退 170母線 比駿的最距髄の トリップを処理するための基本幹線,主賓幹線 整備が必要である 大阪外環状線
k 2 中 央 環 状線 3'と同様に基本線線,主要鞠 の整備が必要であ′⊃ 近地自動車道大阪中央環状線
e 2 大阪市税京細線 人口過密地域であり,主要線線,酪市幹線道路の整備を図る必要がある 十三高親板
TZ 1 御 堂 筋 線 Bと同様に主要幹線,都市幹線の鮭席が必欝である 御星節線
TZ 1 国道 176骨縁 Eと同様に主要幹線,都市幹線の整備が必要である 御堂筋線
0 1 大 阪 弛 配線 Pと同様に主賓幹線.都市幹線の整備が必細 る 大阪池田線
♪ 1 国 道 43号線 長距轍 トリップを効理するための基働 く必車である 湾岸道路
q 1 国 道 25骨 組 主要幹線を延長し基本幹線との接続が必要である 取高大阪松原娘(建設済 )
r 1 国道 29母 線 国道二次改室料こよってあt,儲聯肖が可能である 松原大津線
i 1 国迫 309号線 国道二次改熟 こよってあし髄節肖が可能である 大阪千早線
i 2 中 央 環 状 線 交通量が多く主要幹線の整備が必要である 松原大津線
ZL 1 国道 810母線 国退二次改妻掛こよってあも湖 鞘が可能である 大阪千早線
y 2 国道 毘6号 線 長拒能 トlJツプが多く基本幹線の鮭備が必酢 ある 湾岸通路
W 2 中 央 環 状 線 交通丑が多く主要幹線,都市幹線の整備が必欝である 松原大津線











































軽術対 通 過路 賂棉 Q - Ⅴ 条 件 基 太 幹 線 道 路 網 計 画 案
現 鮭第状 薮外 盤内 軽申 軽湾央 軽琵 鞍鼻 整苧詣
象路 鹿 渡 Vl V2 QI Q2 姓 僻二万も 常備状 環愉状 備環吹 僻岸 7備外 7'備内
級 別 令 (恥/h) (K汀√h) (顔/日) (台/El) 持* 型取 単線 型線 型線 塾繰 封監 型曇
第二率阪i退路 ニ壕ニ級 60 35 44,000 58,000 ○ 0 0 0 Cl ○ 0 0
大坂外環状線 二 60 35 44.000 58,000 ○ C)
大阪内界伏線 二健二扱 60 35 44,000 58.000 ○ こ),
中央原状線 ニ穂ニ級 60 a5 72.000 96.000 Cl 0
近駄自動中道 ニ唖十観 80 45 72.000 96.000 0 0









































仁 2 ロ-2-2∵l Ⅲ-2-2-i
也域開発整 n一2-J 地域朗発計画案の作成方針の設定 ,貰 ≡ ≡ ≡≡≡ 壷 妻
) ロー 21-1 D-2-I工誓 .蓋考察 偽iIl(第3寧4.2)1
a｣0来
備 ロー 2-2-3 図 低4




報のとり普め第2番4, 地 合的 な ゾ-ン特性 の想定 臣 ′ J 地 -竣a-2-3-2 ( 即ゾ ー ン 別 夜 間 人 口 の 設定 一 瞥 地 n_2_Jぺ 穿
･-2-3A L ヨ = 霊 竣 画素計画策 の
ゾーン別弟=次従業人口の設定 の 網 の妥当性め OK と
毒 芸 …蒜 嘉 一 紺 披 声 量
! 打-2N8-5 ー (図8-15)
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開 発パタ｢ン 地 域 開 発 上 の峯 泰 理 念 地 域 網 発 計 画 案 の 作 成 方 針
塞本型 塞未塗 現状の トレンドに従って作成 現状の地域政策に大幅な変更はないものと考えるQ
刺壊畢 軸北 大坂市から周辺の落都市へ 北大阪地域の各務敏 申次サービス,中次 北銃地域を中心
大 その壊鰻の分散を図ってい 市の自立性を高める 卸.小売業等を北大 _としてた地で大
発航 く中で簾三次産業枚能を北 ことが最大の魚点で 賑地域へ監魚的に集 規模睦宅開発を
虫型 点 大阪地域へ重点的に架観させる方式 ある 現させる 行う
開架 阪 周辺区部に存在する 東 娃現在でも自 金属製品製竣艶 鉄 河内.南河内
大 中小規模製造築を束大阪地 立度が比敬的高い地 鶏寮,一般磯城津具 奈良地域を中心
点 発擬 域へ概塩的に再配監し当該 域である0本地域で 製造業等を中心に宋 として瞳宅地卵堅地域を工紫核として整備し 特有の住エ混合地域 大阪地域に碑概させ 発を行う
開発 型点 ていく方式 の定常が遊撃となる -Iノ⊃
卵内 現在地境整備がお<れてい 泉南地域での垣宅地 七毒己都市型工寮や, 泉北.泉南地域
型 未発取虫型点 Q泉南地域に都市型製造業 を開発し同時に当義 中J､サー ビス業,小売 を中心に住宅地
や第三次産業の強攻を図る 地域での荘用練合の 寮,その他のサービ 開発を行う
とともに住宅開発を行い,絶食的な執核都市とし.て整備する方式 創出を囲っていく ス紫を中心に南大阪地域に発現させる
副俵一遇 避北魯姦 北大板地域及び南大阪地境 北大坂.南大阪地域 北大阪地域に第三次 北摂.泉北 象ー
を申走に商業寮務活軸を集 の是用横倉を創出し 座薬を銀線,南大野 南地域を中心に
翌衰型板殻させ大阪範市鳳の南北軸 当鼓地域o?自立性を 地域を中心として軌 陰宅地開発を行を整備していく方式 高める 筒型鮎豊艶ニ三次産業の薬療を由る ラ
避北合志 北大取地域に腐繁華務活動 北大板の自立性. 北大阪地域に三次轟 北河内.南河内
を奨寮させ,づ ぎ七 鹿 境地 に枚方.商観.茨木 莱,束大坂地域に範 地域,奈良地域,
A 境をエ築填る魂城し,当該地 市を中心として当鼓 市型製造業の轍 を 摂地蚊を中心
lコ 鍋 . 域を中心に自立度の高い副 地域の雇用をいかに 図る に住宅地開発を
帥le 発雲型 核形成をめざす方式 拡大するかが課喝とな右 行う
董薫 東大阪地域と南大願地域を 南大阪重点開発型と 釆大阪地軌 耐大阪 北河内.南河内
結ぶ地域を中心に都市型製 同様泉南の自立性を 地域に範市型製造紫 泉南地域を中心
造寮を中心として粂衛を園 いかに保っていくか の紫殻を図り同時に に住宅鵬発を行
り両地域の副接としてめ自立度を高めていく方式 が課嬢である 顕 域に三始発を鶴牧させる う `
大 圏大芸藍 北大東.南大阪.東大凝塊 各飢核都市の自立度 南大坂.北大取地域 上述の各地域に
大 域を中心に副按を形成し, を当紘地域の産業牌 に三次産業の熊硬を おいて住宅開発
取 機能分数を図ることにより 成に儲恵しながら蔵 図ると同時に東大阪 を行う
節市晩型 多核型の雛市圏形成をめざ める 南大阪地域を中心と
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養3-7 地境押売計画案の作成のための頼錬
主 成 分 弗 l主 成 分 第 2主 成 分 簾 3主 成 分 第 4主 成 分人口典故の経度 中程管理機経の 都市化の粗度を 第二次第三次産業の集
を示す主成 分 鰍 示す三城分 示 す 主 成 分 租の差異を示す主成分
相関の高いアレ-ム指棟 夜 間■人 口 - 集一次産業従業 第二建 築紅葉人口-
昼 間 人 口従 業就 人口.配英人ロ 就業入口第三次姦策紅紫人口一蹴 人















図3-13 大 ゾ ー ン 分 割 図
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表3-8 大ゾーンと市区野との対応閑俸






































































黄3-9 活 動 分 奪
地域 J活動分薙 活 動 内J 容 配 分 方針 髭 分 方 法トレンドにて配分
中顔 ■ 中枢.管理墳 能 公務 (広域的行政棟縄) 先決的配分
建設策 (泉社.支社 )







刺壊地境 基 幹 撃工業機能 石油.石炭魁遺業 先決的配分 トレンドにて配分
臨海塾鉄鋼業 .金属業
非鉄金属製造業
都 市 型 `工薬磯能 故鮭 .衣服製造業 - 先決的配分 トレンドにて配分
食料品製造策
内陸型銑錦業 音十画 図3-15 示す事)酢 配分金属製品製造業
-づ改横械器具製造業










鹿 居 稗も家世帯 計画的配分 図8-15に示す手簡で配分
借家世帯 .
育後地域 一次起業 農林水産業 先決的配分 トレンドにて配分
鉱黄
建 設 業 建設案 付随的配分 重囲柵モデルにて配分
裂 逮 薬 製造業 一針画的配分 図3-15に示す事個で配分
三次産業 低次小売 -サービス業 付髄的配分 重回帰モヂJL,にで配分
その他三次産業













体での将来値を推計し,その値をコントロ ルートータルとして3大都市域 (大阪･京都 t神戸 )に分割
するとともに,その値をさらに細かいゾーンレベルに属するゾーンにブレークダウンしていくという方
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②人｡宙度 :人口軸 こ凱 ては.過去の研表A)若鮎 豊富i･あ｡,その掛 値の設定方凱 臥 て

















率 . _一一一一■-■~ 一一一.--■_ 中枢.準中枢大敵市型住宅地域工菓工混合地域城田園
｢ ~､ -ー__ - - -
二 二 ..=･..一 一 .■一｣
昭和35年 40年 賂年 50年 55年
図3-16 星夜 串 の変 化状況
蓑3-11 凍 準 密 度 原 単 位
住 居形式 に よる密度 原単位
戸 建 佐 宅 低層連続瞳宅 中高層住宅
原土単票佐用 1人当り土地利用面鞍(住宅地の場合 ) 佐宅敷地 66.07f 42_3mz 31.17#
公共公益施設用地 40.1打f
小 計 LOG.17TZ, 82.4〝f 71.27が



















(x10略) . f f 中格住宅大都陸工工業田園年
------_.I 一一ニ=ユニて=-I I.一一一一-一I==rp























等 質 地 域 昼 夜 率 第三次産業従業者率 人口密度 (人/hL7)荘2)
平 均 値 標準偏差q)平 均 値 標準偏蓋q) 平 均 値 標準偏蛍q)
中枢.準中枢地域 7.685 3.293 0_788 0.062 80.89 10.82
注1)大都市型住宅地域 1.187 0.451 0.569. 0.118 121.15 26_87
都市型睦宅地域住 宅 地 0.871 0.CGG 0_613 0.096 80.22 18.94
工 業 地 域 0.974 0.060 0.526 0.058 67.97 10.51








泰3-13 地 域 開 発 計 画 案 の 作 成 方 針
蛸脚 薗 並 木 ■型 北 大 限 飛 火 取 阿 大 阪 北大夜一軒九両 北大東-耐畑 媒大取-巾畑 大火た船群患 柵 考検肘率B 某 重点粥免駁 銀点槻発出 盤点鵬兜型 連 合 側 兜 型 連 台 朋 允 型 兼 台 鵬 兜 型 較 佃 .也
祷物性芸のrLゾ 申堤.鞍や艦地竣 8.27.:靖 a.27. 3.g7.28 3.27,2S 8.那.28 I).m,28 3.27.28 a.m.鵡 暦 法奄ゾ(図8-TBSA ) A
大如市型住宅地軌 朗.25 33ー:ら 2孔25 23,25 28.25 23.25 23.25 取払
恥即製住宅地牧 1号J75818ll i2458ltt2 1248811は l245610H I.24581112 2ー.I581112
12.28.Bl 2ー.2B.8l lG.17.28.8I 21,28.8l 12.16.17.乳 81 16.lT.21.2B.B1 ■十■◆l6.17.21.28.Bt 2乱与1 ほ各等常連J&セ印成する'/-ンを事針i～
住 宅 地 奴 61015.16.LT 61凱lB.LS.lT 6札 15 6,iO.15.t6,l.19.22 6lB lS 618.tも.16.17,1争.22 61015.L6,IT. 610】8.15.I17.19.別.22
那琵ン エ 繋 ~地 軌 18.20 18.20 相.20 l8,20 18,20 18.20 18H20 18.怯 工混 合 地 枕 4 Ll.26 レ1 4.26 14糾.乏6 14.j1.26 4.4.26 4払. 4.糾◆溢 i421.26
田 紺 地 枕 .9.1卓.9.2一.盟 BO 7.9.ー9.21.22.初 7.9.は.l9事21.匹,30ー 1,9.相,各8 ,9,19,21.22.秒 7.9.80 7.9:tB.め 7.9.80
TB.ll
て網羅侭並1べきjfh-FrH すべ 泥宛促凝すべきjfti町村 地として帆すべき｣市町村 し として す 臓 とL.I磁 すべき脚 きTfnq轍こしては尉ヱ2声冊
ン芳埠敬叫人⊂1 昨町fi すべきJ717町村 べき｣印FTf1E)樵水 人口一缶成gL 拳 也 人口密変額帯地に朋してi笹薮地竣別qL恥也(焚 3 -12)を用いろ○苛准他牧分弧よ上妃のとおり○
巾桁地面仇 上記抜毛池沢兜拠点内では可睦地面沸くBL穎地地面仇女韓().刑弗池魚以外のゾーンでかつ~｢性宅地として朗兜すべきJfri町村(倒2 土地面仇に
の放てE qL也 -班蛸 )竹上脚 かiiE他面統(息茂地紙面練を障り EEl ｢往宅弼雛 挿帝汀べきj市町村 (囲芝-22事象)では現即 鵜 itE牧惑fttmいろ○ 伸してTiせ8-LJl幹風
許 容 水 qL紙 人ロ増加ゾーン亡夫ゾ-ン1.2.4.巨.6.7.'臥9.1m11.12.13.t1.15.16.17,18.19.20.礼 2臥28.29.乱 81)-C.は現況仙人E]誠少')-ン(大ゾー ン8.23.:札乳 26.節 )ではすう狩撃織察敏を周いるや
ゾI 工 工栽地珊免を促並すべ 過 去 か らの㌻LJンt.に'{ 大tJ-ン IBLll.12.未.i-ン 6ー,l7,三春 大'f-ンまき,郡.2l 大ゾー ン的 11.l2. 大y-ンlQ暮ll.l2,*J-ン 6ー.1†.lB.大ゾー ンlO一ll.l空. 工蕉内兜可
溝 in.14.15吋｢エ 内の｢エ幕EM允可 22nLT)｢工糊 柁 18.14.汎IB.17.18 18,14.lS,19.202t 19.20.礼 22円の 18.日.1乱18.l7.l8.柁fL飽き舟こ
ニ′ 隻占さ地姐 茶粥宛可能 3,5市 稚 jな将野村 可馳｣rL叩町村 内の｢エ棚 宛可 22内のr工業鵬 r工業粥兜可能｣ 19RDll.缶内のr工 珊しては図
#嚢竪 _Ⅸ町村. 柵 JIL叩町村 可能JFL市町H {LTlqri .職 可船な市町柑 2-2時帝
硝配此-砂丘だ汲他姓 大J-ン2B.24, .26.27
日 tK 水 qi牡 上紀r工業地内兜セ促進すべき地牡｣ではエ集系伺換地雌 tkから先晩型配札対丸井牡土地利用面kを艶し引いた執りのエ井網地面gtを










































棄3-14 土 地 利 用 面 積
守 守I 少t 代姦市区郡 (JIq) (hD) (ha) (hd) (hu) (Ao) (Ac) (hD)
ゾーン 可住地 市街化区域面積 瞳居系 商莱系 工業系 脚 市街化J粥努監竣ン ン ン 面 鞍 面 額 両 津 面 報 面 硬 地 ､域
1 1 1 近 江 八 膝 市 iO,213 ･さ,如5 1.TT9 967 94 El7 7,04i 6,2522 守 山 市 18.508 8,240 1.804 i,001 349 455 4.57壬 8,7甲
2 3賓 津 市 1王,385 7.007 a,466 1.9TO 200 1.295 2.289 9.581
4 大 津 市 30.274 9.700 4.591 a.496 571 525 1,778 21,141
235 束勧市左京区 24.739 10.595 2.822 2,115 170 37 - -
4 6 京範 市 北 区 9.462 1,891 1.291 1.161 63 67 - -
3 5 7 束都市上京区 701 695 643 353 81 209 - -6 8 哀歓 中 24 †22 TOT 166 筑7 1849 京 東山 85 57 18 08 28 12
10 京都市下京区 674 661 657 51 436 170 - -
7 ll 京 都 市 両 区 1.567 1.442 i,389 667 67 655 - -
4 8‡12 京都市右京区 4.199 2,51 l一485 1,842 66 377 - -3 西 8618 5633 973 94 29 0
a 9 14 京甑市山科区 4.586 1.8B8 937 1,735 lea 83 - -15箱 掃択頗改称 1,722 1.126 981 655 95 2al - -
16京駈市沢見蹄 2.†94 2.486 I.914 961 62 891 - -
10 17 長 岡 京 市 3.344 2.229 I.807 1.317 28 462 960 1,537
6ll 18 亀 岡 市 22.531 18.各89 948 805 37 106 2,908 12,062
19 園 部 町 15.171 6,1どr 407 853 17 37 I.920 9.008
712 20 宇 治 市 6.729 4.920 2.198 I.794 52 352 321 2,4563 L綴 喜 都 1528 5694 1880 679 詩5 ua 2.19 8.lo苧
14 22 相 楽 郡 ll.711 5,128 1.430 1.a56 24 50 2.606 7.794
815 23 寮 艮 市 21,191 10.499 4.BOG 3.841 255 183 2.068 i6,88524 天 理 市 8.578 3,5放 1.151 786 122 242 2.353 7,422
25 大 和郡 山市 4,274 3.657 1,030 699 馳 244 I.,368 3.444
16 26 生 駒 市 5,258 2.510 1.65I 1.442 73 137 未 定 3.607
917 27 生 駒 郡 5,211 3†109 1,255 1,183 56 73 975 a.956
28 香 芝 町 6,208 4.30L 2,623 2.928 la† 159 I.179 3,585
18 29 親 城 郡 a,106 1,006 504 481 87 監7 i.617 2.602
30 桜 井 市 9893 4.658 004 709 98 197 i.537 8889
31 碓 原 市 9.抑7 545や I.63 1,Ilo 209 244 I7JlO 7444
82 大 和 高 田 市 10,452 9.537 1一008 829 98 86 1.卵4 9.444
33 御 所 市 6.083 2,783 369 約6 67 la2 I.261 5.714
lO19 84 高 親 市 12,525 4,489 a,248 2,800 80 368 539 9,277
20 35 茨 木 市 7.665 4.000 2.308 1.655 77 576 580 5,357
ll21 36 豊 能 郡 1凱303 1,748 122 120 2 0 I,567 18.1812 7 箕 面 市 4,835 2◆007 1,361 1.282 79 - a,474
甲 忠 池 班 市 2,l7写 1.355 1,000 830 ED 120 - I,173
1224 39 吹 田 市 3,660 3.345 3,271 2!_甲1 101 aO9 - 389
千 yPtン 早I 代襲市区郡 (flo) (AD) (Jld) (hh) (hLlj (Ao) (ha) (J'C)
ゾ-ン 可陸地 市街化 住居系 商業系 工業垂 農 業 市街 化
ン ン 面 凍 面 概 区域面税 面 税 面 概 面 概 振興地象 調整区域
132541 川 西 市 14,394 6.868 2.397 I,560 61 153 295 7,9852 宝 塚 . 0.189 774 ,2I 1.947 107 6 462 .72
43三 田 市 21,190 17.403 I.629 1.382 52 195 2.323 6,708
142644 伊 丹 -市 2.a)9 2.346 2.397 1._589 87 721 - 112
2745 尼 崎 市 4.892 4.639 4,517 2.736 177 1.634 - 360
152846 西 宮 市 9,648 4.975 4.815 a.929 267 649 - 4.803
47 芦 匡 市 1,607 868 846 all 35 0~- 761
162948 八 幡 市 3,74l 3.232 1.310 932 24 358 1,445 2.368
3049 枚 方 市 8.981 6.538 4.987 4.079 110 798 - 3.994
1731 50摂 津 市 1.546 I.265 I,259 499 36 7ー24 - 2872 1 寝 屋 川 2401 2139 932 I.17 61 45 469
52 守 口 市 2.534 2.395 2.327 1.440 100 789 - 207
3353 大 束 市 3.733 3,236 1,626 1,185 32 409 - 2,107
183454 尭 大 阪 市 6.178 5.096 4.985 3.lot 421 i,463 - 1.193
3555 八 尾 市 4.126 3,452 2.677 1.688 81 913 - 1,449
56 柏 原 市 2.477 I,398 858 602 19 237 362 1,589
193657 松 原 市 6,047 2,335 3.166 2.764 63 筈70 786 2.881
58 南 河 内 郡 2.547 1.762 1.106 908 13 185 - 1.241
37 59 富 田 林 市 ll.653 7,982 1.809 1,696 29 84 1.966 ､9,844
60 河 内長野 市 10,957 1.703 1.481 1.353 27 101 439 9,476
203861 堺市 (福海 ) 1,652 1.598 l一422 42 01.380 - 230
214063 高 石 市 2.305 2.229 2.015 i.058 52 905 - 290
64 和 泉 市 8.515 6.664 2.001 I.420 34 547 1.440 6.544
41 防 岸 和 E]市 6.994 3.964 3,084 2.307 106 812 1,307 3.91066 貝 塚 4,060 2,08 i野9 865 39 1.128 52 2,761
67 泉 佐 野 市 7,007 3.602 2.511 I,350 33 1.068 484 4,496
224268 泉 南 市 4,449 i.295 1,058 759 25 274 408 3.391
69 泉 南 部 8.534 1.834 1.397 I.189 20 190 - 2,492
･284370 大坂市組 l区 I,261 1,176 1.099 835 65 200 - 1621 〝 淀川 1325 .043 155 481 220 455 71
72 ∫. 西施l匝 1.315 1,315 1.137 340 36 761 - 178
244478〝 旭 区 611 524 506 3Ⅸ1 42 74 - 10574 〝 城架鞄見区 ll.657 1,613 1.558 952 48 558 - 99
75 〝 東成区 451 451 451 141 73 238 - 0
76 〝 生野区 824 824- 824 427 56 342 - 0
2545 77 〝平野剰主吉区 2,引)2 2.440~ 2.430 1,820 53 558 - 7278 〝 阿倍野区 606 606 606 522 84 0 0
79 〟 西成区 742 742 742 268 130 345 - 0
-114-
守 翠I 少I 代表市区部 (J'o) tAa) (ゐC) (f'q) (如) (如) (如) (如)I/-ン 可住地 市街化 珪居系 商深系 工業系 鼻 薬 市~街化
ン ン ン 面 硬 面 硬 区域珊 面 税 面 硬 面 硬 裾無地娩 粥重臣観
2646 81大坂市陸之江区 i.725 1,653 i,653 4約 50 1.114 - 7282 〝 大正区 914 914 914 232 61 622 - 0
83 〝 港 区 826 826 826 189 la† 500 - O
84 〝 此花区 1.096 1,096 i,096 237 29 830- 0
2747 85 〝 大淀区 451 835 327 63 63 EOl - 124
86 〟 都島区 586 526 523 8伯 81 98 - 63
87 〝 北 区 554 554 554 18 481 56 - 0
88 〟 福島区 468 42a 419 123 126 170 - 49
48 89 〟 東 医 592 592 ~592 176 411 5 - 0
90 〟 西 区 527 527 527 0 427 loo - 0
49 91 〝 両 区 296 296 296 28 268 0- 0
92 II天 王簿.柾 851 851 851 415 368 73 - 0
2850 9a神戸市北 区 24.185 9,513 4,648 4.479 79 90 - 19,537
95 I/ 誰 区 2.900 2.038 1.226 865 67 315 - 1.674
96 〝 葺合区 991 961 498 185 149 164 - 493
52 97 ∫. 生周区 1,245 1.215 949 196 269 484 - 2968 I, 兵序 434 ,139 872 36 190 316 562
99 ･I 長田区 1,072 1.070 991 607 78 306 - 81
53loo 〟 須磨区 2.719 2一旗9 1,771 I.6急7 69 59 - 948
30叫!101三 木 市 12.004 7,93l 831 478 al 322 2.168 6.615
lo空小 野 市 9.384 6,219 壬は0 279 21 40 2.556 T,168
103加古川(内塾) 1,905 1.759 i,158 829 lO a19 4.568 747
104高 砂 市 丑,35由 2,431 2.l44 I,157 73 914 - 1.209
105加古川(敬 ) 7,481 5,188 3,655 2,243 113 1,299 - 3,826
55106炉 讐 蟻 ) 2.358 1,588 1,154 I,082 30 42 1,2047 ′ +〟(憾 7580 326 i713 i606 ㌔_44 63 5.867
108 〝 〝(内蜘 ) 6,828 4,084 2,972 2,291 27 654 3.856
56109 明石市東 部 1,786 1,775 1,573 1,055 162 356 213
110明石市 西部 9.739 9,672 2,209 1,681 55 473 527 7.530
3157ill和 歌 山 市 20.429 ll,963 6.260 4ー376 432 i,452 凱422 14.169
注1) 注2) 注3) 荘4) 注5) 注6)
江1) 可住地面税とはゾーン面観から山林,淘沼,原野等居住不明 巨な地域の面襟を差し弓恒た残
りの面税である｡









































楽 壇 分 類 大 分 短 中鞍地域 私撰地峡 背後地域
高次三次姦策 金融 .保険業 I.492 0.mO 0.728不 動 産■ 120% 945 0
卸 売 業 1.115 0.968 0.857
中次三次産業 運輸 .通信業 0.819 I.198 0.863
租気 .ガス .水道業 0.769 1.166 1.oらl
低次三次産業 公 務 0.818 0.879 I.691
立 地 商 特 化 係 数
楽 観 分 類 中 分 類 中核地域 副故地竣 背磯:地域
高次 小売業 各 種 小 売 業 2.869 0.546 0.725飲 食 店 1,478 0.877 0_696
中次 小売業 地物.ヨ知捜.身のまわり晶 0.890 I.052 1.016
低次 小売業 飲食料品小売業 0.416 I_164 I_840家具.建物.じゆう器小売 0,642 I.0一打 I.263
自動車.自転車小売業 0,610 I.096 1.だi8
立 地 商 特 化 係 数
薬種分 類 中 分 類 中核地域 副 或地域 背後地 塊
高 次 情報サービス業 2.887 0.206 0.075
放 送 莱 2,050 0.775 0.093
政治 .経済文化団体 2.030 0.551 0.488
映 画 寮 1.805 0.787 0.454
速記.複写.建物サ-ビス I.731 0.848 0.860
サー ビス業 専 門 サー ビス 1,699 0.756 0.552
集 会 観 i.444 0.995 0.468
旅路,その他の宿泊策 I.187 0.942 0.868
娯 楽 莱 1.178 0_805 1.106
中 次 横紙,電乳 時計嫁理 0.711 i.324 0.817
学術 研究横縄 0.089 lt306 1.103
洗たく,理容,浴場寮 527 128 I20
サ ー ビス紫 自動車整線 駐車場 0.747 1.a)6 0.968
社会保険,社会暴祉 0.833 Ll74 0.916
写衣紫,衣服裁縫修理寮 0.908 1.106 0.937
低 次 協 同 組 合 0.718 0.598 2.008 I
宗 教 0.ヰlo 0.981 1.750
保健および廃棄物処理 466 1080 1599
サ ービス業 物 品 賃 貸 菓 0.556 1.023 i.504
教 官 0.360 1.256 i.a57




薬 種 推 言十 モ チ JL, 重相関係数
建 設 業 Y1-12岨 +1.06Ⅹ5+0.13Ⅹ6⊥1.45Ⅹ7 (0.770)
･市 政 .三 次 産 ■業.(卸.金敵 保険.不動産) Y2-6671.-1.20Xl+8.53Ⅹ5+0.74X6-5.75Ⅹ7 (0.606)
中 吹 三 次 産 業〔運輸通信.電気.ガス) Y3-8129--0.23Ⅹ2-0.90Ⅹ4+0.17Ⅹ6-2.32Ⅹ7 (0_737)
公 務 Y4 -2359.-0,14Ⅹ2-0-23Ⅹ4+0.39Ⅹ6十0-05Ⅹ6 (0.584)
中 次 小 売 業 Y6 - 724,+0.10X3-0-13Ⅹ4+0.35Ⅹ5+0-03XG (0.660)
低 .次 小 売 .莱 Y7 -2391.十0.21Ⅹ1-0.45Ⅹ4+1.20Ⅹ5+0.11Ⅹ6 (0.938)
高 次 サ ー ビ ス 業 . Y8 -1783.-0-32Xl+3,3aX5+0.2lX6-1.87XT (0_608)
中 欧 サ ー ビ ス黄 Ya -ll47,+0,09x1-0.21Ⅹ4+Ot35Ⅹ5十0.05Ⅹ6 (0.91甲)












撃砕 iiE 軍 違 芸 当 望 冨 遺 志 意 義 冨 誉 誉 喜 慧 旨 雪 害 琵 琵 慧 冨 霞 翌 等 議冨 志望 慧 覧
墓馨 器 縞 鏑 書 写 芸 等 冨買賢 岩賢 荒 監 巨 岩 .琵 琶 嘉 警 E g 裏 烹弐 至 芸 竃 覧
Xi<瀦 ●.-l -
速甜菜芸芸 一 寸 IL' L'小O' LL' S eO cO m 寸 L' 余 や t5 - Cq c' < O 寸 L, O 寸 の ト
巴 芯 蒜 巴 宗 雷 給 _ 等 芸 だ 巴 爵 _ 諾 弐 聖 等 駕 臣 鷲 等 冨 雷 等 Ss 蒜 蒜 慧 宗 等
窟 蜜 蛋 畜 東 京 蜜 鏑 感 官 ぎ 宗 旨 膚 緑 雲 露 窟 錆 藍 蜜 藷 密 室 蜜 岩は
■..一 ▼･.一
速甜*:塁芸 琵 琶 琵 琶 芸 ≡ 岩 岳 ∈ ≡ 書 写 富 冨 読 義 警 ≡ 喜 雪 害 等 岩等岩 冨 義 認 害 等 盲宙 蜜 摘 蜜 豆 蜜 藍 畜 蜜 嘉 真 宗 蜜 富 護は ELぎ 蜜 藍 蜜 gsfd-蜜 窟 密 室 畜 畜
▼･.■
主套轟責艦 害 慧 芸 警 告書 竃 冨 器 等 歪 等 芦 書 芸 慧 苗 冨 岩 喜 等 等 喜 書 芸 讐 E 言 責 害 毒
1監繋iE岩 男 雲 霞 § 芸 器寓 慧 監 望 器 議 ≡ 喜 ≡ 宗 S買 ≡ ≡ 買 玉 望 買 S;-芸.慧 § § 表 芸 覧
TJ.L
軍諭告呈 慧 転 諾 禦 警 冨 窯 LnB 謹 謀 臣 書 芸 転 &,b 義 軍 冠 雪 喜 軍 等 軍 営 喜 莞霊 謡 善 書 誉
## a,gi 莞 堅 昌 慧 完 望 藍 等 義 罵 声 LDE 賢 覧 遠 望 芸 三 g 遠 望 志 tD- 蓋 慧岩 室 貰 買 覧
i<牒冨 T-
頑蔚*醤釈 琶 還 慧 琶 実 害 窯 昌 憲 ≡ 藁 慧 芸 等 還 望 表 書 葺 芸 霞 等 g>S 書 写 害 毒 芸 議 詔 誉Sg 琵 琶 芸 表 宗 望 芸 讐 岩 男 至 巨 慧 Sco 買 望 ≡ ⊆ 慧 警 琵 表 芸 慧 琵 琶 望 慧 覧
i<嵩冨 -.一 -■
噸宙 l tD 廿 LL) Lr> ト 亡q LL) くつu⊃ W O の 0〇 tP q> ト.くさ tO 寸 ト に> ロー C0- - 持 せ ヤ tL>サ ト_m 詔 蒜 W,～ _LE' 墨 C3 Si等 空 tpey) 芸忘 OIX'朗 等 ewEO 崇 盤 翌 盟 等 宗講 雷 E 等 蒜 mD 品 等
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蓑3118 鉄 道 網 計 画 案
路線香早 ､ 整 備 対 象 路 線 基未型 開北大発振定型点開館大発阪壁型点 開闘犬発阪垂型点 ヒ台覧 r-, 北孟李;f迎A【コ開発型 親犬軒志願範型市路 線 名 区 .間 備 考 讐荒〔農芸
2 国鉄大阪外環状線 新大阪-加栗 昭和56年4月16日工群施工認可済(昭和65年蜘 予定) 85.300 (40K吋′h) ○ (⊃ 0 ○ 0 Cl(⊃
3 大阪市営地下鉄谷町線 守口 - 大日 昭和53年3月着工 (昭和57年変熟読予定) 3a.600 (L10K吋′J') () ○ ○ 0 ○ ○ ○ (⊃
4 束大坂生駒電鉄束大阪線 長EE]～ 生駒 昭和54年1月31日工軒施工認可済(昭和58年変完成予定)日酔口 4 着工 33.600 (40K吋′h) ⊂) ○ Cl○ 0 ○ ○ (⊃
5 大阪市営地下鉄 動物園前- 昭和54年8月2日特許 (昭和57年4月潜工手fE) 31,LIDO (40K叫/Jz) ○ ○ (⊃ ○ 0 ○ CI堺筋線 天下茶屋 昭和56年7月二田噺 認可申請 (昭和61年lO月刑
6 大阪市営地下鉄御堂筋線 我孫子-中百舌鳥 昭和55年5月16日二田王施工認可済(昭和60年4月完成予定) 37.βOD (40K叩′Jz) ○ ○ ○ ○ 0 0 (⊃
7 大坂高速鉄道大阪モノレ-′レ線 刈取囲架空掩-南茨木 昭抑 年3BB1日噺 濡 喜芸諾 琵宗 主 33,600 (LBK吋′h) Cl○ ○ 0 0 ○ CI
8 国 鉄 福 知.山 線 塚口～篠山口 昭和52年9月26日工部施工認可済 昭和53年4月着工6 4 lEl塚口一遍探聞開渠( 7 蟹殻就予定) 35.BOO (40Kny/A) ○ ○ (⊃ ○ ○ (⊃ ○ 0
9 大阪市営地下鉄四ツ橋線 西梅El～北伊丹 都市交通番叢会第13号答申によるO 33.00 (40Kq/J') ○ O.○ 0
lO 大阪市営地下鉄中央線 深江摘-新EE辺 同 上 :軌600 (40K叩′Jz) (⊃ ○ 0 CI
ll 大阪市営地下鉄千 日前線 南襲～河内山本 同 上 15.700 (LlOKn/A) ○ ○ (⊃ C)
12 大願市営地下鉄谷町線 八尾南-藤井寺 同 上 26,900 (40K吋′h) ○ ○ ○













の詐称 ま参考文㌔ k譲るが,その既要は図3-19に示したとお｡でやるO表3-19滴 3-20には1 太
研究{･作成した発生 丁射中量推計モデル.分布塵推計モチJv26)%示しているOなお7分布最推計モデル
表3-19 発生 ･集中量推計モデル
発 生 集 中





+0.1538×(昼間人口 )p-0.99016G1.- 4852.0+0.16B7×(昼間人口) p-0.98447Aj- 8589.9十0.1519x(昼間人口)
p-0.86559 p-0.8367
Gf- 2015_15+0.43095>く(従業人口〕 AJ- 364.7+0.4140 ×(従紫人口 )
p-0.93936 p-0.95028
G,.- 9710,9+0.13085x(昼間人口) Aj-13128.2+0ー2967 ×(従業人口)
p-0_87288 p-0.85671
1 8414〉く117259x 昼 j .B3160 11867 夜間







































マ ス トテ利用小ゾー ン間最短
経 路所要時間TtJl･の昇定
注 l)



















平均乗車人数七除し配分甲自動車oD表を作成したo衣通産配分法として軌 図3-王妃 示す分割 一転
換率㌔8)%用LTることとした｡配分対象とする道路ネットワヤク姻 苧-20に示したとおりで5,るO道
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図3-23-1 ゾーン聞流動産軸徒歩･二輪車分担率曲線 (通勤 )
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図3-23-3 時間萱鉄道分担率曲韓(通勤)
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断 挺率裾 ま槻 瑠 納 れるo P･j-hxRiJP再 - A)鴫 }P
ここに月曹 pt,jN 娃図3-23より郎 る保有層 .非保有層別横閑制服 {'ある0
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衷3-21 目的別手段別平均乗車人員数 (人/令)
通 学~ - 2.942 1.190
自 由 1- - -2.037 - ･1.7畠0
白 .由 2 - 2,292 -1.886
業 務_1~ - 1_.733 ~1.398
業 務 ~.2 →- l∴445 1∴200
出典)京阪神パーソントリップ調査委見合,2桁
ゾーン間交通塵の解析と予AlL昭和47年 .
配 分 対 象 道 路 網
リンク走行 時間の計井
一 般 道 路 利 用
最短経路の探索
Q - Ⅴ 条 件
(図3125)
(図3-20)
高 速 退 路 利 用
転 換 率 の 設 定 注)
ODペア間の一般 ･高速
利用経路に分担最配分
配 分 交 通 量
図3-24 交 通 量 配 分 方 法
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偶 .13lD9i:潤 )










,far VIKmメ V=叫 Q1 台/日 砧 台/日 櫛 考
1 80 45 Ll8.000 6LI.000 転 市 間 高 率 4車線
2 80 45 72.GOO 96.COO 〝 6 〝
4 60 40 108.000 144,000 〝 6 〝
5 60 85 44.000 58,OOO 基 本 幹 線 4 .u
6 60 35 66.000 87.000 〃 6 りI
7 50 苫0 9,000 ll.000 主 賓 幹 線 2 〝
8 50 30 44.000 52.080 〝 4 〝
9 50 30 66.000 Ta.000 〝 6 〝
10 50 30 88.000 loヰ,000 // 8 〝
ll 35 20 %,400 9,588 範 市 幹 線(稽弓多)2 1/
12 35 20 33.600 38.000 〃 4 〟
13 35 20 50,400 57.000 tf 6_ 〟
14 35 20 67.200 76.'000 〟 8 Il
15 35 20 84.000 95.000 〝 lO 〟
16 4~5 25 12.000 1乳500 駈 市 幹 線 (信砂 )^2 〟
17 45 i 25 48.000 54.000 〃 4 〃
18 45 25 72.000 81,000 〃 6 〟












































責3-23 評 価 尺 度








































蓑3-24 平 均 走 行 時 間
基太幹線道路網地域 計画棄 単位拒絶あた.り平均走行時間(分ル ) 1台 あた り平均走行時間(時閏ノ′台)
湾岸線整備型 湾岸 -中央 湾岸線整備型 帝岸 --中央開発計画案 環状線整備型 環状線整備型
基 大 型北 大 阪 重 点 開発衆帝 板 壁大板一雨 阪連合開発型阪 束東畑 迎大 阪都市圏整備 3.4069 3.2930 1.3316 1.8035
(8) (8) (8) (8)
8.3940 3.2882 1.2320 1.2008
(5) (5) 〔5) こ6)
8.3978 3.2888 I.2318 1.1997
(7) (6) (4) (3)
さ_3928 3.2856 l.2314 1.1994
(1) (1) (2) (2)
3.3968 3.2889 I.2320 1.1998
(6) (7) (6) (4)
8.3939 3.2882 1.2316 1.2009
(3〕 (3) (3) (7)
3.3934 3.2869 1_2312 I.1993
(2) (2) (1) (l)
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表3-26 評価 ･検肘結果のと りま とめ
地 域 開 発計 画 案 ネットワーク全体の劾串性 甘格的な地枕rR達とネット ネ-Jトワークの地境的な 捜 .缶 的 な 評 価 .検 討 の 姑 果 一次的J'x鹿走行時 朋 故症行兼 用 中位二匹膿連行時間 1台あたり正行晴間 ワ-タの旺創劫､らふた評価枯罪 軽牌水埠からふた評価枯架 しぼウ込んの枯果
並 太 型 8 8 8 8 大阪市出虹六二取,北大厚地竣即での断面温推庇が大き<なるo 大阪市城での中位拒鮭あたりif行時叩は8ケ-ス中泉鑑であり当紘地蚊での交i5湿地が予想されるd 現状の 日,ンrl:.放促した齢 . 私心周辺地蝿の充油政経が睡性化すろことが判明O各評価虹も8･ケース中農憩の低をとっており政策的な地域fA並の再編成 必要で3) o I:
北 大 取 7 7 5 6 特に北大厩地塊.大取市Ⅷでの断面政経虻が大きくなる○ 大阪市,北大防地塊での岬位座板あたりの平均壮行時 払心地蛾での泥縄は器木型に比べ減少するものの大阪制 ヒ大阪間{-の断面政絶硬が8ケース中最盛 X
重 点 開 発 型 岬が大きくなる可能性があるo であり,各評価姐もいいとはいえで盟Sしい計画策とはいえ/Jいo
束 大 阪 5 JL 6 a 大取if鞄海部と東大取地境との流動且が増え当払地観間での断面混 大阪市域{-の坤仕度艇あTCりの平均走行時flt)が大きく 架大阪地蚊を重点開発した 肘画案で.3)り1台あたりの平均並行時r抑え8番EHこgI_才しい岨となって X
虫 点 開 典 型 経度が大きくなる○ なる. いる.,しかし軸海部と束大 阪間の柵 且が増加し大阪市を横断する変idiが増加するo
南 大 概 ~l L I 2 基太P.に比べ.各析両混推艦比減少する○附大阪地牧と大阪市制で 現在平均iE-行時Ⅶが大きい大阪桁.北大阪,兜 阪地 也走行時 ruI,捻走行燕札 叫也拒唯あたりの珪 行時nJjも8ケース中農小となり.き1=.qT面温 姓 凪 0
重 点 開 発 塵 の混推腔は増加するが間也になる 域での平均並行時間が改告 舟./トワ-タOj地域的七位棚水恥の側面lこおいて
樫{-はflいE, される○ も魅力的な計画案と/Eつモいるo
北大阪-東大阪 6 6 7 4 北大殿,耽大阪地域と大阪市間の 北大阪地域.叔大阪地竣{. 大晦北封印のつ/1がりiJ強化する計画案であるが. ×･断折毘鮭度が大き<fJ:る凸 の平均走行時間が大きく/i 三次産業を中心とする北大版と製悲策i,中心とす
迎 合 的 宛 型 ろo ろ舛大阪の岨雄性は必ずしも巻くfJ:く,当初のnちいは必-rLも~反映されていILい○
北大取一隅大顕迎 合 開 発 型 了 l こゝ ∃ 7 北大厩と大願柵ujでの斬面棚 大阪市竣-I.の平均走行時nlJ 大阪市の嗣北柏i.髄化しようとする副.画架である ×
束大砺:-耐大坂 2 2 2 1 基本妙こ比べ各断面混推射止減少 娃太型に比べ北大阪 .大阪 媒大阪 .酎大願地域のFuJの船ぴつきi.強化しよっ 0する○耐大阪地域と大阪.東大阪 ホ塊での平均走行鳴nJ)の賊 とする計画案i.あり, L台あたりの平均走行時fu1
迎 合 開 発 型 地助Luの混椎度は増加しているが開腹になるほどではない○ 少が細君である○ は8ケース甲最小で3)る○他の評価尺度bL,､い低となっており.魅力的な附画粟とILつていろo
大大取払市晒 a 8 4 5 大晦市と北大取 .柄大阪 .央大阪 娃木型に比べ,大阪盲17での 北大阪 一月亡大阪 .雨大阪地域が生壁な坊となって _ ×





















































16)たとえは,入沢 恒 ;団地計軌 建築学体系27,彰屋毒し 昭和40年.
17)上指15)




























































































妻4-1 活動分有と配分方法 (中ゾーンレベル )
地域 活軸分澱 活 動 内_餐 配 分 方 針 配 分 方 法
中核也域 中車 I機 能 公務 (広域的行政境的 ) 先決的配分 トレン ドにて配分〔ステージⅢ-I)
建設某 〔本社 .支社 )
製造業 (本社 .支社 )
高次商業機 能 卸売業




刺核也域 基幹型工業横能 石油 .草炭製造莱 = 先決的配分 トレンドにて配分〔ステージ皿.-1)
臨海型銑鋼薬
非鉄金属製造業




姓 設 某 建設業 付随的配分 塵秦活軸配分後塵回帰モデ′レにて配分 (ステージ皿-3)
三次産業 高次三次産業
中次三次産業







住 居 待ち家世帯 計画的配分 通勤人口配分モデルにて配分〔ステージ皿-3)借家世帯
育政也域 一次壷井 戯林水産業 l 先決的配分 トレンドにて配分(ステージⅢ-1)
鉱業
建 設 業 建設業 付随的配分 重回帰モ荊Lにて配分〔ステ ジー町-3)
製 造 薬 製造業 計画的配Jj} 鰍 14こ働 由テ-}皿-3)
三 産業 低次小売 .サービス業 付随 東国轍モデJtJにて配分〔 - 皿 3その他三次産業























































































































ステー ジm-2 虚業給紙 分y-Jレによる物蛮輸送の効率化に服する換羽
よチArJ}ml2-L産業港血の立地 ,捗伝行脚 折好 一ジd)-2-2轟来店軸足カモ戸ルの作成
↓. 孤.七一2-I




















































蓑4-2 産業活動配分 モデル の 様舞
活版 分- レ 魔 準 ) 輸 送 - チ - 温ne;rnrtationJ 触 数 分モデ-憩 mTion-)
特 教理計画 モヂ ′レにより､工業活動の圏 輸送計画型をデJi,により､地域間､藍 工業活軸利の物資流動ををデ}レ化し､数域内配分を試みるもので､工業活動間 常闇の物幣紙助バターンを視聴的に求 埋計画IeデJL,により工業活軸の圏域内配
の閲迎紺係は明示的にはモデ,i,化されていない8 めることを自的とするo 分を訊みるものであるo
適用職甜 基幹型産業立地主導型の大規模地域粥 露紫逮粥モダ}レを輸送モデJi,に組み込 大都*-艶内の都市型製造薬の配慮 ,再藍発に適用 された鮮例が多いQ むことにより､地域瑚虚其喝の物資流動をモデル化している場合が多いoLたがって､如巾謝レベルより国土計画L/ベルでの適周が多い o 鑑計画を主たる検討の対親としているD
































輔 =t/-ンi(i=1.･.川 )菓凱 Lr-I.･･･,M)からゾーンj(i-1, 日,N)菜種 S(ら-I,
.■,")へ軸 する物如 フレ-ト垂Bt(トン/日)､叫冒≧o)o
このような変数が満足すべき条件式としては前蛭条件 3で述べた癌奇の連続条件式がある｡いま､./
-ンi梁塵rの活軸 ､ら尭生する物資拭軸丑と､当該活動へ集中する朔 is的 の物野 己地 との閑適関
係を以下のような連続条件式として竜式化する｡
写砕 A言-r･ふ 】芋Xri7. (刺 ;I-'T) (4-.)
-156-
ここに､ iir終業惑 Tで発生した物資が集中する相手薬種の牧舎､A(r経菜種 r'.こ集中する物資を発生
暮せた教頭の塊合であるo 孤 iよ酪域- ゾーンの縫合であるCまた･ASirは､*ゾ ンーにおいて菜種
rの物玲 l蝉比重嶺発生するのに必要な物班のうち菜種Sから雑中する物変のフレート並足(定数)で
あるoつぎに､物資の巌賂爾要敦に関する制約条件式を次式のように定式化する｡
S君を引 写 等 Ⅹ;冒 ≧ F f (r-l･･･m) (4-2)

















約条件式があるOいま､スト ジ丑-甥 めた大/-ンqの策二次垂藻 (建設楽を除く〕従集人口を首tq
製造業*分窺B格 業種のうち計繭的配分が不可能な共感の従漠人口をpqとすると､大ゾーンqにおけ
る立地愚の制約条件式は､以下のように定式化されるO







xJ ≦ ぎ警 雪㍉ ( iE{Ar),I-.7-･.,-) (4-6)
-157-
-方､薩二著の地域に陶しては､
_xir≦ "E誓XTヲ ≦x-.T , ( iE(Br I,r-1,-･,｡ ) (4-7)jS lJ
としlう胤約条件式を設定することとする｡
ここに､XLjr･軍 はそれぞれゾーンi菜種 rの触 発地 の下限値および上限値 (け /別 ､ IAr)･
iBrlはそれぞれ､業種 rの郵某所の配鑑を枇穐的に促進させる1/-ンの熊合､および､それ以外のゾ
ーンの集合を示している.虚俊に工業喝地面故に関わる制約条件式を次のように定式化するo
E"竪管W描 ･ wi≦可 .(ic(Tl) (4-8)】 r ら















望 望 琶 誓 6(i･j･k)去 ⅩfP qk≦Fk (良-1･.-･K, 〔4-9)I Jrs
ここに､6(i･jTk)はOI)ペア (ij)が断面kを通過するとき1･そうでない時 0となる定数､arは菜







N N m M
T-苧号 亨 誉 TijX;ト var+亨 亨TiiVii- -in (4-10)
ここに･ViiはモヂJ" ･取｡あげていないその他の某頑闇の物資を轟送しているODペア 〔ij〕間の食
物中交通丑であるpTl札 TijもFkと同掛 こ上述の入力変蜘 頬 なれば､それと対応して変化する計画
パテJ-クであるq
1ー58-


















































注 ) 旺共著取の多い上位 10梁軌のみな示1
























第 1主成分 簾2主成分 第 3主成分 第4主成分
夜 胡 人 口 州 0.81163 -0.l7807 -0.048見1 0.02760
昼 職 人 n N 0.81482 O_38588 -0.08518 L-0.0375息
良林政劉 i某所執 ▲ 0.26829 0.06850 -0.13896 0.12890
拡共解凍所致 -0.10071 0_03843 -0.02815 0.67息16
建設業軒某所数 0.77819 0_30399 -0.14469 -0.07239
工場数 (在英番数20人以上〕 0.87965 -0ー 04971 0.01774 0.00148
工場数 〔従濃音数 19人以下 ) 0.73795 0,Ol398 -0.09142 -0.l3706
卸売共感店数 0.l8799 0_91838 -0.05891 -0.09997
小売､週報､サービス紫郎某所数 0.77794 -0.40012 -0.13054 -0.l4058
怨林漁港従繋番数 yJ -0†00409 0_55760 -0_02867 0.13081
鉱薬従業者数 仏) -0,08332 -0.05157 -0.ol3見2 0_74832
建設業従業者数 的 0_35199 0.81916 -0.04415 -a_02100
製蓋菓従業者数 的 0.8722l 0.26837 0,14835 0.02018
卸売業従業者数 的 -0.01078 0_92821 -0.02133 -0.02005
小売､避鼠 サービス英従業者救い 0.40750 8,79554 -0.08106 -0.08210
工業出欄 円 0一84106 -0.0之665 0▲23888 0ー09052
商品販売額 く円 一刀▲01540 0.95357 -0.00673 -0.00026
藤林漁姓物資発生愚 (ト>) 一札 05528 -0.04644 0.00722 -0.02848
旺業物昏発生哩 (レ) 0.04981 -0.04041 0ttー3052 8.78998
建設業物敢莞生母 い&) -0t04432 0,04409 0.18196 0.1呈932
製造業物資発生壌 こトン) 0.31820 -0.08362 0.85195 -0.00653
商港､運輸､サt-粥乾物雪発生量 (tL,) 0.33414 0.19526 0.40909 0.04810
藤林漁薬物資発生原単位 (か/礼 ) -0.05005 -0ー 04968 0,0090さ 0.04714
従業物資発生原単位 かニク久) 0ー 03489 -0.05297 -0ー0228与 8.62719
建設業物野発生原単位 (帆 -0.14号97 -0.02684 0ー79164 -0.08352
製造業物や発生原単位 (ト滅 -0.11895 -0.14574 0.83993 0.01431
商務.運輸､サ ピー確菓物資発生原撒 き -0.10515 -0.03513 0.762S4 0.01175
貨物車保有台数 (台) 0.79419 0.39591 -0.07916 -な.02665
乗同車保有台数 (台) 0_76765 -0.00582 -0.08615 0.11191
塩 有 髄 8.6988さ 3.9129之 2.92774 2.74533
































5.3 事業所の立地 ･移転行動に関する分析 (ステー ジ皿-2-1-2)
産業活動の計画的配分 ･再見分にあたっては､関係企業の概極的な協力を得ることが前連である.製
造抑 某所の移転の動軌甲意向に的しては､昭和 40年以降案に多くの調査p報夏8も鳩 るものの､地
域計画で必要な串薬所の立地 ･移転行跡 こ関する分析データは整備されておらず､個々の部分的調査に
たよらざるを得なし･0本ステー･}で利明する什折データは､大坂湾沿岸地域の串楽所の立地行動を把糎







I 工#iW l･(語 禦 譜 豊 が特に)
宅も 工業地- 暦 禁芸議 機鮒 靴 )
∈ヨ ェ楽地域3tに 警豊 がやや靴 し雪
雌 職･幣巧馳奴工.(中小税横工卿古物が姫駁)
n準工触- 漂諸 盟 主嘉晶禁墨 07大きいj
巨詔 篭工混凱 暦 数 警姦遺品禁票 の大きい)
/' 臣 ヨ酢 混怠2.(完 慧設 鮎 ま競 薬)
E ヨ 鮮 地域 11(蓋 機能が靴 している)
境 南馳 域2･暦 雷雲 靴 の柵 Lj
m僻 地鮒 謄 謂 崖の簸断 遊ん雪


































蓑4-5 主 成 分 分 析 の 結 集
主 成 分 組 子負 荷塵 の基 い変故 - 差成分の解釈 主成分得点の拓い 地域 主成分得点が低い地域･(甑有徳 .寄与率 ) 亡等lil地域 ) (等質地域 )
沸 l主 成 分(4.9甲.l6.1) 金属製品製逝楽部某所 (-lgJJ O.71177 中小現鵬金属搬晶製 工米地域3 畔工米地域 l
･同 上 〔20-299人) 0.78106金属軌品製造業従莱番数 7250-放線紙器典新薬所敢(～19Jj O69988輸送用機械器具群衆新教 的 9A) 弘49 造築､機械器具製造薬の娘街の変化 畔工発地域2 往工混合地域1
妹 ヱ 主 成 分..(4.6帥,14.6) 鉄鍋策歩楽所数 (BOO人-) 0.83214 大規模製造井の熊班 臨海部における工業 弊工紫地域 l
鉄鍋菜従雑著数 0.77810 の変化 地域2
珊 8主 成 分(2.3恥. 7ー5) 食料品製造第新薬所致 ト49人) 8.各1445 食料品腰蓬莱の架戟 特に特化している地 弊工業地域l
食料品製造薬従弊番数 9,6軸59 の変化 域はない
鯖 4 主 成 分(2.185. 6.8) 地絶工薬餌茶所敬 (-19JJ O.680c 緒雑工発の強慨の変 - 南大阪地域における
鼓維工業従業者数 0,約699 化★ 注工混合地域 l
紫 5圭 紋 分(1.池2, 6.I) 怒気機械給具事業所敷く20-299人沖 80551敬 磯城埠典従発着数 0.61 6 電気機械器具製造業の変化 弊工業地域2 -
江 ) 等貿地域に関しては図4-77参照
蓑4-6 製造 業の立地 国子
食 料 品 製 造 業 ⊂) (⊃ ○ ㊨
a .# I # ○ (⊃ ㊨ ○ ㊨
化 . 学 工 業 ㊨ ⊂) ㊨ ⊂) ㊨ ○
鉄 鋼 業 ㊨ ㊨ ㊨ 0 ○ (⊃ (⊃
金 属 製 品 製 造 薬 ⊂) ㊨ ㊨ l (⊃
一 般 機 械 器 具 製 造 業 0 ㊨ ㊨





付ヒ､岡地の狭陰晩 節 F塩の開拓､騒音問題を挙げているo設備の合理化 ･近代化を挙げる事業所も
従前の敷地内で空間が確保できなかったことが原因となっていることを考慮すれば､大坂湾周辺の郵某
所の用地狭陰性に対すろ改垂意欲は軌 .ゝ一方､移転 ･増設の意向をもつ事業所は､調査対象の軒菓所
の43月鳩 度であるが･その80兜億 度が費4-8に示すように設輔の近代化 ･合酎 ヒを含めた用地狭
陰性の解消をその軸鎖とし-{いる0回4-8は､現在の都築所の面朝tTそれに対する串某所の満足度と
の関係を示していちが､批他面敢5.000m]以下で不満度が高く.これ以上の故地をもつ部某所では逆に
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l芸路 E≡ ≡ ヨ欝震鵬 に君地相
図4-9 新用地の選定条件 (最重要理由)
(アンケー ト2:沿岸域に立地 している群発所
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図4-11 用地購入条件 (希望地価 )(Tンケ小 2:n#抑亡立地すろ中Ji所で辞任･相投のJl向をもつ■1所)
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図4- 12 旧用地と新用地の位濃開陳 図4-13 希窪移転用地の培所



















































































































分 析 プ ロ■セ ス 決 定 事 項 髭分モデルとの関 .逮 ,関 係 前壊となる仮説
却分間魔の′､芸 至皿雲上 ステージ皿における与件ホ項の設定〔ステ-}Ⅲ-I-l) ･電 工王君 仁 変数の決定ステ Jー 皿一々 ,3へ 旗好 一lO ~4-3
2苧監禁91_〕 変故の決定ステ ジーⅠⅡ｣h 仮説2-19,2一名0,4-2,4-1,4'J
3志望謁 芸慧 l_L福一 ステ ジーⅢ-2.lト3,Ⅲ-4.＼ 戯 41,4T4
部分問魔の入力変数の設定(ステ ジー IE-I.-2) 4諾 巴禦 戸針 ステ-}Ⅲ-2へ 仮説2-19.44,4-i4-10,4-ll自署 豊 野 鮒 画案 ステ-jm-2,山一3,lil-zlへ 仮説411
症莱宿動配言分チモ J_-.--/Tmル 1需成T 迎続条件式に的する入力データの作成(ステ ジー皿-.r'-I-1) 6.薬物 パターシ 変数の決定 . 仮説2-も
7.物資発生 .集中原単位 ステ-}Ⅲ一名1-1剛へ､式〔4.8) 仮説4-3
8禦 讐 雪に関する Rt2=紺 孟封 仮説4-3
立地便利的条件式に関する入力データの作成(ステ ジー皿-2-1-2) 9霜 L岩脚 造英 読(.4-5) -
･Q.Tq]lRiI 立地 のJ#R. 式〔4-6),(4-7) -
Ill,工薬相地面牧 式(4-8) -
瑚 電卓条件式に関する入力データの作成〔ステ ジーⅢ十2-I-3).12.紐け交通丑 式(4-9)〔4-10)I -8断面 容丑 〔 .





































































5.2 部分開層の分析方針の設定 (ステー ジⅢ-1)
本ステ ジーのEl的姓､ステ-ジⅢに3tiける各部分問題の分析で耗通して弔いる与件事項を合理的に設
竜するとともに､各部分問題の分析のための入力変故を作成することにあるo




























回4-17 中 ゾ ーン分 割 図
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表4-11 中ゾーン分割と等質地域との対応関係
l l 旬止F,退か幡耽 読盟岬丁,安土町,中丑町,卿 町 白地 白地 白地
2 大紋市,革新h-..果東町 ,石部町 圧工混合 1 郊外型住宅地域
2 3 京都市左京区 睦工混合 l 郊外型直毛地域 都市型住宅地域
4 京都市北区 白地 敵心型住宅地域
3 5 京Bti市上京区 注工混合lI- - 宅地域 大 洗 市 型l住 宅 地 域
6 京都市中京区,下京区,東山区 腐英之
7 都 南区 2 大師 還短毛
4 8 京都市右京区,西京区 . 匝工混合2 都市型住宅地域 都市型住宅地域
5 9 宗祇市山科区,伏馳茎 圧工混合2 釦市塑性宅地域 唇 住宅地域10 向日 ,長岡京市,大山崎町 白地 郊外型注
6･ll 他同市,八木町 .l園部町 白地 郊外型住宅地域 白地
l7Jl皇 宇治市 十 二二 i 郊外型住宅地域 I白地
L3 城指節F,EEE辺町 ,井手町 白地
14 山城町i加茂町 ,木津町,精華町 白地
al15 案良市 ,`大和郡山市,天理市 住工混合 1 郊外型住宅地域 払市型圧宅地域
16 生的市 白地
9 17 生駒郡,北葛城郡 白地 唇8 脚 i,舶 印;肺 .相 打,励 郡 白地 _郊外型睦宅地域
10 19 商機市,塊本町 匝工混合 l 郊外型巨竜地域 住 宅 地 域
20 黄不朽 f主エ混合2
‡叫I21 舵:勢町,盟能町 白地 白地 白地
22 箕面市 住エ混合2 郊外型珪宅地域 都市型往宅地域i
3 池田市
12 4 吹田 ,豊中市 匝工 範市 住
18 25 三田市,猪名川町,一宝塚市 白地 白地 白地
･4F26 伊丹市 住工混合1 都市型住宅地域 陸工混合地域7 尼崎 準 業 1
15 28 西宮市.,芦屋市 臣工混合1 郊外型住宅地域 都市型睦宅地域
16 29 久御山町,八幡市 白地 郊外型住宅地域 住 宅 地 域
30 故方市 ,糞野市 陸工混合2
17 al 擁津市 I#3 都市丑匝宅地域 都市型瞳宅地域32 寝屋川市,守口市,門其市 畔エ菜2
33 四条畷弔,大東市 白地
18 34 東大阪市 準エ薬2 都市型住宅地域 工 業 地 域
35 八尾市,柏原市 工業3
19 36 松原市,建坪寺市,.羽曳野市,夷原町 瞳工混合2 都市型住宅地域 白地
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28l38 堺市 工業 1- 都市発注宅地域 工 業 地 域9 藻3
2140動索h-,.高石市,貌大津市,忠岡町 単工業 1 I白地 白地1岸軸組市,貝塚市,鵬取町 見抜野市 良 混合 l
22 42 放尻机 泉南頂,阪南町,-岬町 白地 白地 白地
23p43大阪薄紫淀川区,.淀川星亨西淀川区 良工混合<l 臓 宅地填 榔 雛 馳賊
軸 44鵬 ,劉駁 ,軸 区,顛弟区,生mg 敬工薬 1 大師改 宅地域 住工混合地域
25 45脚 区,阿藷野区,西成区,触 ,悼 捜工混合 lー 大地 宅地域 大観市型陰毛他愛
26 46大坂市注之江区,_此花区;港区,大正区 工業2 妓エ混合地域
27 47大阪市北区,福島区き大淀区,福島区 感英之 由心型圧電地域 中枢 .串中程地坪48 大阪市束区,西区 虚業149頒 布鵡区,天王寺区,浪速区 頗薬包
28 50 神戸市北区 白地 郊外型住宅地域 都毎型抜毛地域
51神戸市来喪区,主観茎,聾合区 *I#1. 臓 宅地域 !大脈 雛 宅地域 -
29 52神戸市生田区,長氾区,兵球区 商菓之 壬弘t>型良宅地域
53 神戸市須磨区 白地 大王折髄 陵宅地域
aO 54 小野締,三本市,加古川私 高砂市 隆二混合2 白地 白地5 稲棄町 神戸諏垂水区 白地 郊外型住宅地域
31 57和歌山-rb- 注工混合 l唇 轡 域 軒 打塾往宅地域
一ヽ -ヽ
!司 E)
3 4 注)等墳地域､ ゾーン区分はそれぞれ













親 裁4-1)の配分計画案を作成する擬に桐いる ｡また､那 奉414梢で述べf=-ように､ス嘉一¶ジ
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壷4-14 工 業 地 旅 先 方 針
ケース1 グースIl ケ-.ス Ⅲ
基 本 型 繭 大 殿 重 点 開 発 型 東大阪-南大阪迎合開発部
工業地開先を概鹿的に促進させる地域 対 象 ゾ ー ン■特に設定しない 中ゾー ン38.40.41 中ゾー ン30.32.85.38,40,41
上限値の設 定方法 上 限 値 は 設 定 し な い
下限値の設 定方法 - 現 況 値 を 用 い る 現 況 値 を 用 い る
再配鼠 .移転を促進させる地域 対 象 ゾ ー ン 中｣ン27.39,44,や5.47.48.49 qTJ-ン27,39.44.45,47,48.49 中ゾ-ン27,39,44.45.47.48.49
上痕値の設 定力 法 現 況 値 を 用 い る 注3)
下限値の設 定方 法 移転を市史し/a:い耶楽所より発生する吻埼発生鍵を用いる 在日
そ _の 他 の 地 域 対 象 ゾ ー ン */-)2,3,5,6.7,8.9,12.13.15.19,20,中ゾー ン2.3,5,6.7.8,9,12,13.15.l9,20.中井.ン2.3,5.6.7.8.g.12.13,15.19,20.
22,24,26.28,30.31.32,34,35.36,aS, 22.24,26凪 30.31.32.34,85,36.43. 22.24.26.28月1.34.36.43.46.51,52.
40.41.48,51.52.54,56,57.58 46.51.52,54,56,57,58 54.56.57.58
上限値の設 定方法 過去からの トL/ンドにより推計した物母宛生垣将来値を用いる 荘2)
注目 移転 ･増勘こ対する意向〔表4-17)を用いて次式により 荘2)将来従繋人口〔表4-13)x物資発生原中位〔衰4-16〕
便宜的に井定した｡ により求めた｡
下限値-触 x移転LtJ:い!J喋所の占める削合(表4-17) 江3)現況従菜人口X物資先生原単位 〔表4-I6)により求めたo
衷4-15 主 祭 幹 婦 道 路 網 計 画 轟
軽 追 Q - Ⅴ 条 件 美 感 幹 線 通 路 綱 吉-. 画 衆ケ1-ス ケ スー グ スー ケ スー ケ スー ケ｢ス ケ スー ケ一一ス ケ スー ケ スー グ -ース グ スー ケ スー
備 路構 0 A-0 A-i A-2 A-3 A-0 A-1 A-2 a-3 C-0 C-IC-2 C-3
読 ) VZ Ql触れ) (台′日) Q2檎 /初) 規 A 中央環状線塁臓型 B 湾 岸 線 整 備 型 C 朽揮-中央環状線
料象 追令 (姓本幹線 ) 亡基本幹線 ) 塵鵬型 (並木幹線)
現圭 放艇 故早 内 現生 放軌 .放平 内 現壬 放孤 放平 柄
追 設 可 a 可 状 壊 . 窓市 射面 頂,ー 状.;射 射僻 環秩 扶壁 誹 ぎ 射面 潔状
路 A 針 鶴 計 紘 錐 普細 軸ヨ三 汰線 #維 軸弔 軸a; 線 維 軸主 級
種 逮 逮 餐 餐 持 持 幹 塵席上 堅蜜七十 鷲 持幹 整耗 整資 撃 捲斡 整店 正餐 兜と
埠 別 皮 皮 渡 塗 型 型線0 瀦塾速i 稲梓垂線2 欄型3 型線0 傭型速i 備幹型線2 瀧輿3 型線0. 僻型速i 僻幹単線2 廉輿8
寡本幹線 第 二 京 阪 国 道 ニ磯ニ級 60 含S 441000 58,OOO ○ ○ ○ C) ○ 0 C) (⊃ C) Ci ○ ()
大 阪 中 央環状 線 ニ健二級 60 85 72,000 96000 ○ ○ ()0 ○ o lo (⊃
近 故 自 適 車 道 二鞄一級 80 45 72.000 96.000 ○ ○L ○○ ⊂) (⊃ (⊃ 0
湾 岸 道 路 二健二扱 35 1(近, 144.goo ○ 0 ○ くつ ⊂) Cl 0
重要幹線 取高 .大阪衆大阪線 ニ健二級 60 40 72.000 96.000 ○ ⊂) ○
取高 .大阪泉北線 ニ磯二級 60 40 72.000 96.0押 ○ 0 ○
取高 .大阪高坂線 二唖二扱 60 40 72.BOO 96.000 0 ○ ○
御 宝 肪 線 四種一級 群i 30 66.000 78.000 0 ○ ○
十 三 .商 機 繰 四穂一級 50 30 66,0的 73.000 0 (二結 こき C喋 ○ C喋






























② 物菅発生 (雑中 〕原単位
表4-16には･図4-20に示す手順で求めた等Jig地区別の従某者 1人あたりの物質発生原単位を





迎偵知 拭 に関するパラメータとしては､a)業唖 rにおいて物資1単位塞豊発生するのに必要な物
資のうち相 Sから顔中する鯛 フレート重患A;r･b)竣外戚存率βヲT､ C)最終常雄 Fr､d)
域外へ流出する物質フL/-ト重畳 Srがあるoこのうち･Aヲr βヲrは､②で算定した物資発生集中原1､ 1
単位を剛 rT図4-21に示した宇個で粁正したoその轟栗を衷4-16に示すO前述したように､次



























藁4-16 入 力 デ ー タ (一部)
莱葡名 入 力 デ ー タ 名 等 質 地 域 域 外流 動 竜言rtも匂)平 均硬軟重態牛亡レ缶)モ警管域 讐 撃 峻 盛 幣 登離 婚‖
鉄鍋薬 発生原単位 (トン/′人) 0.500 0.246 0.lab 0.(ほ9 こ*jj洩溌)12.574 2.054
AS巨S政敵 r鉄漸 う) 0.889 0.&l 0.Ilo -
和 ir大悦段 0.637 0.533 0.501 -r中小規模 233 015 020 -
wr(haイン1倍現原単位11 2.44 乱lo I.41 巨 44
iT:属製.コー口t)十義#' 発生原単位 (トン/A) 0.689 0.0)0 0.432 0.206 (大規模)34.は2 0.577
A?どl S鉄磯村,r金属 0◆812 0.899 0.743 -S鉄聯 軌 r金属 0,610 0.576 0.555 -
5金属的 ,r金属 0.661 0.661 0▲610 -
J:{ r〔大観鮫)金属 0.331 0.254 i 桓 親轍鮒.561
r紬か搬 )金属 0.221 0.127 = 70 i
W,.r〔ha爪,)振 観窮単位)1 0.93 0.81 0.9日 -8.93
般級機空き具製造莱 発生原単位 トンノ人) 0.599 0.SOD 0.158 0,197 0,182
成毛鋼,r-般横根Å号rt銑 て瑠 磯嘩 0,099 0.099 0.069 0.069 84.I阜li
0.099 0.078 0.066 0ー059
ギr(域外依存率) 0.734 0.689 0ー689 0_444
wr-.〔l射与ン鳩 軟投串桝I 1.9 2 46 19_&i 14_皐皇
韓JZ£潤#器義菓 発生夙単位 (トン/礼) 0.129 0.126 0.的6 臥046 皇3.066 0.387
ASri 盛毎鋼r島送煉械 0.221 0.175 0.182 -
S金属 r輸送機械 0.693 0.708 0.666 -
蛮r(域外旋存率)1 0.873 0.812 0.812 -
wrol礼′心 )面 倒緊単位)l 18.02 19.06 12.71_ 7.46
魁筏気遣漂慕革具 発生脱中位 いン/人) 0.235 0.068 0▲058 0_058も軌 105i 8,241
AS;(S金臥 哨気) 0.14畠 0.14品 0.099i O.099




















英 鹿 移転もしくは増設を計画し~札､る 移 転 し な い 不 明
食 料 品 製 造 業 35.5% 39.3% 25.2%
& # I # a.0% 35.0% 35.0%
バ ル ブ . 紙加 工 品 製 造 業 45.8% 33.3% 20.9%
出版.印刷場避産業 40.9% 45.5% 13.6%
化 学 工 業 52.4% . 30.7% LG_9%
讃菜,土荷担晶製造業 49.9% 38.9% ll.2%
鉄 鋼 業 54.3% 30.8% 7.7%
非 鉄 金 属 製 造業 50 % 20.0% 30.0%
金属 魁 晶 製 造業 76,3% 15.4% 7.7究;
｢奴磯城器具製造某 57,4% 25.9% 16.7%
簡 根城器具製造菓 58.7% 31.0% 10.8%
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衷 4- 19に示した 39とおりの検討ケースのそれぞれに対して､モデル分析を実施した｡各ケース
の計算着果は図4-23- 図4-26､表4-20に示すとおりである｡図4-23は､各ケースにお





















蓑4- 19 計算ケース-克 くケ-ス等号麦示す )
笹本幹線道 路 網計 画 案 主要幹線道鴇網計画案 工 業 地 開 発 方 針
エ基 本 型 増 点j'w E霊 皿認諾夢
現 状堆特型 現 状 維 持 型 o 1-0 ロー 0 皿一〇
中 +央潔状級#欄aA 現 状 維 持 型 O 1-A-0 皿-A-0 Ⅲ-A-0
都閑 適放射軸整齢型 1 I-A-1 ロー A-1 nl-A-1
平 面壬 摩砕線放射軸竪 摘 塾 2 ⅠJ-A-2 a-A-2 ZIl-A-2
内 環 状 線 整 備 型 3 I 3 D 3 班 3
湾岸線吏棉AB- 現 状 維 持 塾 O 1-早-0 正一B-0 Hl-a-0
都市高速放射軸整備型 l i-ら-1 ロー 8-I m-a-I
平 面 主賓幹線放射軸整 備 型 2 i -ら-2 a-a-2 皿-ら-2
内 環 状 線 整 偏 重 3 IB一.3 ロー -8 帆 ら-8
湾堤I中央原状線整C慧 現 状 維 持 塾 o 1-C-0 皿-C-0 班-C-0
都市高速放射軸整備型 1 1-C-1 n-C-I 班-t-i
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ゾーン番号 基 本 型 繭大阪重点開発型 束大阪一席大敵迎合開発型
誠 司 中ゾ÷ 鉄 鍋 金 属 ｢般金属 鉄 鋼 金 属 一般金属 鉄 鍋 金 属 一触免民
1 2 721 785 5,737 72l 735 5.7a7 72l 7a5 5.787
2 3 0 143 82 0145 85 0 145 85
3 5 0 l28 834 0126 381 0 甲6 331
4 6 lD2 268 598 108 260 561 110 且68 598
5 7 229 1,768 3,961 J228 1.771 3,998 227 1,768 3,961
6 8 488 511 1,326 483 らll I,326 488 511 I,326
7 9 57 861 1,llT 57 861 1.117 57 ･&61 I,Ll7
8 12 936 421 874 9aG 421 874 936 421 874
910 .18 0 292 283 0292 288 0 292 2835 _ 183 348 18a 34 188 848
ll 19 108 1,590 2一743 108 1.590 2.743 loo 1.440 I.52l
12 20 709 2,638 2.710 709 2,638 2.てlo 717 2,788 3.932
13 22 0 157 205 0 157 205 0 157 205
14 24 ㍊4 3暮944 4.267 3朗 3.914 4,267 aal 3.944 4.267
15 26 3.412 2.454 2,484 3,412 2.454 2.484 3,412 2.454 2,484
16 27 ll,099 8.799 8.!汀9 ll.121 8.810 8,991 11★099 8.799 8,879
17 28 1,527 83 I.479 I.505 72 I.367 1ー527 8% 1-479
18 30 3,230 2,Gal 7,751 3.230 2,63l 7.751 3.230 2.Gal 7.751
19 31 Sl 871 525 6l 871 525p 61 871 525
20 32 1.420 9事556 13,200 1.420 9.533 1乳lOO 3,035 l1,085 15▲125
21 34 31934 17.214 12.758 3.阜71 17,127 12.756 4.012 18,122 12,938
22 35 1.148 8,620 6.609 I.211 8.7aO 6.711 2,455 9.9SB 7,551
23 86 381 _2,5鉱 1.572 381 2.586 I,512 381 2,586 1,572
24 38 5,69i 6,214 8,003 5.703 6.220 8,lil 5.703 6,222 8.111
25 39 3.027 3.305 4,257 2.234 4.800 5.888 3,133 3.4)8 4,318
27 41 5,4却 4.413 2.984 6.838 6.409 4.L27 5.740 5,528 4.17与
28 43 5.018 9,592 13,848 4.122 8.620 12.031"3.761 8,254 ll,466
2.9 44 1.GB6 12,TBで 10.462 1.385 ll,463 9,430 I.265 rO,974 8.987
80 45 2i459 9.394 5.985 2.020 7.157 4,953 I,845 8,084 5,141
31_ 46 4.847 7,714 5.688 3.982 6.205 5,119 3,637 6.639 4.879
32 47 132 I.乏7怠 L288 132 i.き73 1.9.08 132 i,273 1,208
88 48 293 1.405 i.785 之93 1.405 I,785 298 I.405 1.7
き4 49 Ilo 1.u65 -523 140 I.065 5砦基 140 1.065 523
35 51 8,525 1.849 2,546 巷,鎚3 i,880 2,畠81 8,53O 1,8TO 2,545
36 52 438 2.O54 3.959 315 2.023 3,624 収8 2.0台3 3,960
37 54 10.037 3,213 li,244 10.037 3.213 ll,244 10.037 3,21畠 ll.244
88 56 546 3.162 ll,註ll 546 3.162 ll,311 546 3.16台 ll.all
39 57 18,743 2一394 3.393 10.743 2.393 3.3;追 10.743 2.393 ･3,393
注)ネタトワーク1-ズC-1の計画案を示す｡ 庄)数字は従業人口を示す｡単位は人
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いま､式4-5.4-7t4-8および式4-9に対する双対変掛 ま線形計画法の双対定㌔ )M 表
4-28に示すように解釈できる｡
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嚢4-21 原 単 位 の 変 動 状 況
等 質 地 域 銑 鋼 薬 金成製品製造業 一般横線貰具製造業
平 華 厳 穣準偏整 平 9 億 棲興偏産 平 肇倣 標準偏愛
Ⅹ ♂ Ⅹ g Ⅹ ♂
エ 濃 地 域1.2.8 0.500 0,318 0.689 0.318 0.599 0.086
準 工 業 地 域1.2 0.246 0-184 0.tX)0 0{41l 0.800● 0★114
良工 混合 地域1.2 0.138 0,111 0.4 0.077 0.158 0.088
蓑4122 感 度 分 析 の 結 果
感度分析ケ 一.ス 擬 革 故 感度分析の縫緊
鉄 鋼 薬 金属製品 -般 梗概 目的関数 産紫活軸の 配 分バ ク-ン製 造 業 器具幾造薬 達成水拳
1 ㊨ ㊨`汰+♂ Ⅹ 十 ♂ 冗 + ♂
2 Ⅹ十g ㊨ 0X十g X ーd
3 ㊨ ㊨X十d Xー d Ⅹ 十 〃
4 ㊨ ㊨7{+q X ー d Ⅹ一打
5 ㊨ ㊨Ⅹーd Ⅹ 十 Q Ⅹ+♂
6 ㊨ . ClXh'-9 Ⅹ 十 ♂ Ⅹー♂
7 ㊨ 0汰-0 X■一g Ⅹ+q
















双対変数 対応する制約条件式 双対変数のもつ意味 7イ- ドバブクに蘭する検討方針
･亡q 大′-ン7L/一山こ関する 大ゾーンフレーム値を Eqが正とIJ:るゾーンが､当初設定した工
制約式 (式4-5) 1単位咽加させること 束也開発拠点 〔表3-13)と異なる場
に対する巨的胡散の限 AJl ステ-}Ⅱ-2-l､皿-2-3-1へ7イ
界的な改善丑 -ドバックし地域開発計画案の部分修正を行うo
ILTt∫ 中ゾーン立地鮭上限値t=関する制約条件式 中ゾーン立地東上限値が l単位増加した盤台 墓誌㌍ 三芸子三品 諾 霊是認 孟遠
(式4.7) の目的関数の限界的な改善畢 (表4-14)｣に加えて再計算を行う○
〟｢ 申ゾ_Tン立地丑下限値 中ゾーン立地境下限値_iLrが負となるゾーンでは､工場を移転
に粥する制約条件式 が 1単位増加した迎合 さもることにより目的的敬を改善できる
〔式4-6)〔式4-7) の目的関数の限界的な しかし､工場の再庶政 .移転に関しては
改善丑 関係企業の温力を得ることが前途であり､
∫ 悦重な検討が必要であるoこれは､今後の倹討課題とし､未研究ではフィー ドバブクを行わないこととしたo
li 工光剛 也面轍こ関する 工薬用地面枕を1単位 工兼用地面軌 ま物理的な制約条件である
制的条件式(式4-8) 追加した場合のEl的鯛 ため､面恐喝を図ることは容易ではないO
敏の限界的な改善蓮 当該の市区町村でさらに工其用地を開発できる可能性があるかどうかに関して再換討を行うE}
Gk 交通容矧 こ関す.る制約 断面交通容崖の l単位 6.kが正の場合､当該断面交通容量を増
条件式(式4-9) 増加に対するEl的閑散 加させることにより､目的関故が改善する
また･フィードバ ,クが必要と中断 された歯合のフィードバブクの方法も丑4-2且に示している｡
ケース Ⅱ-C~1の輪台における双対変数の敵 図4-28に示しているが､塞 4-23に示すγ
が正となるゾーンは存在せず､表 4-14で設定した工薬地開先拠点 〔南大阪地域)以外に目的関数の
速成水準を改静できるt/-ンは未ケースの鎗告は存在しない｡また､}沖 正となるゾーンは､いずれも
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6)Schla欝rJt.J･:Alard-useplandesign n如el.Jo灯.Ofthe American ll唱tituteof
Plamers-1965.
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調 査 名 国 勢 調 査 就某構造基本調査(昭和52年 ) 住宅統計調査(昭和L53年 ) 住宅衝撃実態調査
実 施 年 度 大正9年以後原則 昭和31年以後3年 昭和23年以後5年 昭和35,41,44,として5年ごと ごと ごと 48.53年
調査方法と対象者 全 数 調 査 調査区抽出､調査区内抽出.抽出率l/loo 調査区抽出､調査区内､抽出率約 1/7 調査区抽出率1/70､内抽出抽出率的l/巧
⊇三要な調塞事項 移動 時 期 大規模調査年のみ あ り あ り あ り
建築 時 胴 な し な し あ り な し
居住地区分 市区町村 市区町村 人口5万以上の市区 全国 .兇京圏 .中京国勢統計区 (昭和53年 ) 磨 .大阪圏
駈築地ゾー ン 市区町村 (大規模調査年のみ )利用交通機関あり な し な し通勤時間のみ申朋 あ り通勤時間
就築上の移胸状況 な し 就業上の変化 (移動の理由.従業上の地位､織共､従業先の名称､産業企 規模変化 な し な し
住宅 属性 持ち家､公営借家､ な し 主分矯(持ち家､公営 王分校 (持ち家一戸.
民営借家,給与fi 倍家､公団 .公社の 長屋建 .持家共同建
宅､間借り 借家 :民営他家木造 その他､公営住宅､
室数 一食数 設備専用､同木造設備共用､同非､同非木造設備弗望諸 詣 嘉島uP雷て万､階段､ 状況 老朽粗度など敗地 一室数 .丑数 公田 .公社ff苛性宅､民営借家-戸 -長屋建､民営借家共同建設備専用､民営倍家共同建設備共用 )Iその他､設備､老朽経度など敵地 -室数 .畳数 -需要室数
世帯 属 性 年輪 -配佃関係 , 世帯人見 .世帯員 ( 世帯人見 .夫婦の組 世帯人見 .夫婦の組
従業上地位.産業-性別,出生年月日, 数 -収入 .世帯主 ( 致 .世帯型 .年収 .
職業 .世帯人員 . 続柄,教育程度,収 年齢 .従業上地位 . 主 (従業上地位､
家族型 -経済構成 入,仕-9-f内容,企尭属性,経営組織,従業状況,勤続年数 ) 企業規模 ) 仕耶内容 )
そ の 他 通勤池,大規模調 従前の居住地､就業 従前の居住地と居注 前住宅の居住形態､
査年のみ前柱地あ に対する意向､求職 形態､世帯人見 (調 性宅困窮の程度と理
り 活動 有無､就業希 査日より5年以前の 由､住宅改善計画 (
盟理由等 移動者 )_､都市計画-の地域区分,建て替A .増改築 有熊..時朋-.内容 .場所 通勤時間 一敗地也 .室数 .価格 )
備 _ 考 ストックデ-クが主で 従築地､住宅の記軟 従築地の記故がなく､サンプル数が少なく市あり立地行動の分 がなく立地行動の分 立地行動の分析には 町村レベルでの分析は
-222-
4.2 大阪都市卸こおける人口移動に関するマクEl分析(ステージⅢ-3-i-I)
















































































A B C nD.,J6.El,ag26.6完 25.6完 27.2完
A a C D E･14.7 20 .8 完 48.8完 14.2諾7.2′


































































表5-2 主成分分析の結果 (謁霊蒜 毘 讐 統計 )
主成分変貴名 帝 l主 成 分 第 2主 成 分 .第 3ー主 成 分
1975年以降建築住宅率 -0.075 -0.367 -0.016
住 宅 数 0.Oa乞 -0.334 0.312
持 ち家 率 -0.700 -0.160 0.158
l戸 建 て 率 -0.821 0.175 0.047
長屋建敗地面勧 -`0.683 0.lob 0.061
年収200万以下の世帯率 0.866 0.174 -0.083
年収500万以上の世帯率 -0.609 0.372 0,335
世帯主年齢 1-29歳の世稗率 0.231 -0.416 0.712
世帯主年齢 30-39歳の世帯率 -0.569 -0.739 -0.132
世帯主年齢 40-49歳の世帯率 -0.439 -0.∃lo -0.697
_持ち家 のベ床面横 -0_445 0.664 -0.275
借 家 -のペ床面勧 -0.675 0.502 -0.358
持ち家 1人当たりの丑数 -0.862 0.299 -0,017
借 家 l人当たりの丑教 -0.483 0.730 0.263
■持ち家 粒低水准末梢圧宅率 0_918 0.155 0.052
借 家 最低水準未新住宅串 0ー665 -0.399 -0,388
持ち家 平均水準以上住宅率 -0.893 0.271 -0.093
借 家 平均水準以上蛙宅率 -0.340 0.751 0.099
持ち家 容掛率- 0_770 0.300 .0.198
階 家 容税率 0.597 0.211 -0ー482
世帯主年齢 50歳以上の世帯率 0.447 0.844- -0.037
年収200-300万円世帯率 0.165 -0.609 -0.397
年収300-500万円世帯率 -0,871 -0.230 ■0.039
1945年以前建築住宅率 0.276 0.715 -0.273
1945年-1960年以前建築住宅率 0.635 0.345 0.229









A B C D
44.5完 27.57g 20.6完
1 B C D30.6;巳42.6完 22.4完
A ら C D E
25.5完 .27,9諾 35.8冨 6.4
吊 移動内容と移動後の居瞳地 (居住地特性
からみた地域区分による)の幽係
A B C D23_3%
A B ~C 1 2苦.6篭7.8 39.6篭 24.9%






















































































5 0 55 60 55
514 539 6'4 i9
才 才 才 才
鮭寄 主 の
年 A.肘 .I
図5--2 世陀 年齢と住宅の楯 雛 硝 係 (琵琶品 誌 による)
世帯数
･1 ., ll 辻
,, 1l. L
豪 家 り 宅 瑚
図5-13 位勧 郵 船 と酢 方の関係 (琵豊蒜 弘 による 一
一233-
蓑 5~3 世帯属性と住宅馳 の開脚 係 (謁霊i5fg='蒜 ン トリップ )
属 性;属 性 悼帯人数 敬唖 也位 莱種 部屋数 住宅の節育関係 住宅の逮て方 過勤時画
年 .齢 ㊨ ⊂) ○ ●○ ○ (⊃ 0.19
下 帯 人 数 ●-●●面 ~●●0.15
蛾 唖 ㊨ ㊨ ○ ●●●











25 25 30 35 40 45 50 55 60
～ ～ ～ ～ 5 且 i
妄 29 34 39 44 49 54 59 芝





老い 4 転居による住宅ク17.の変化 唱 悪霊等鑓 毒器 ;3.品 装 よる)
移動 転居 後の住宅タイプ転 居前 の 持 ち 家 借 家 瑚 也
節築 蛸公 鴫民 恥中 氏 公 公 給 千 親
の 団坐 間 古 鷲 営 団 早 の 族
廟 豆分. 分 住 脂 圧 睦 住 め
痩 -JE 肌住宅タイプ 入誼 入議 入宅 秦 宅 宅 宅 也 蘇
伝刺住み 持ち家 持 ち 家 ●71.4 2.3 ●66.2●BP_1●40.9 3.8 0.4●12.1●5.6 4.5公 団 分 譲マ ン シ ョ ン 3.4 0.8 2.5 1.5 0.4 0 1.5 0.4 0.4 0民 間 分 譲マ ン シ■ ヨ ン 2.0 0 5二0 4.5 4.0 0 0 2.5 0 0.7
借蘇 民 営 借 家 ●●●◎●●4.5●かAに伴ラ玩居 43.5 5.672.9 60.2207.047.5 27.5 39.8 16.5
公 営 借 家 ●5.2 1.5●7.1●6.5●5,1 4.7 0.4 I.4 1.1 0.7
公団f7賃住宅 7.i 1.8●15.7 6.9 4.0 0.4 8.9 2.6 1.1 0.4
給 与 住 宅 15_0 19174 19●17 11 30 1 26 20
そ の 他 3.4 0.4 1.9 0.4 5.7 1.4 1_6 0.4 1,1 OB






碧空蔓禦蒜 持ち家しか探さなかった 桔家しか探さなかった 借家も探しでいたが持家を選んだ ､ 持ち家を探していたが借家を選んだ . どちらでも息かつた 不 明
持ち家へ転局 - 戸 迦長 屋 建 433.8 0.0. 17,0 0.0 85.3 llt9
共 同 建 63.5 0.0 6,8 0,0 ll.2 1.1
計 97 23.8 465 13.0
鰭家へ転居 公営 娃宅 0,0 56.5 0ー0 1.4 8.0 8.6
公EE].公社貸賃 往 宅 0.0 44.1 0.a 1｣9 5.7 2.2
民営 借 家 0.0 469.9 0.0 23.1 55.6 20.5
給与 注宅 0.0 89.3 ◆0,0 6.3 33.4 8.5





















































































































移動後 4.04.0 6.0 8.010.012.0丑 ? ～ ～ ～ 丑移軸前未満 5_9丑 7.9丑 9.9丑 ll.9眉:以上
4.0畳未満 02.0 3.1 92○6_203.1
4.0-5.9丑 02.6 PT豆4296 08.4PT
6_0-7.9丑 0.7 P.2q_ 6.81.210.
a_0-9ー9埋 0.0 0.4 02. E9 !.8官
10.0-ll.9盟 0.0 0.0 1.I 1.I 1.2ヱ_
移動後移動前4.0 4.0 6.0 8.010.012.0忠 ? ～ ～ ～ 盟:未満 5.9丑 7.9壁 9.9盟 ll.9盟 ■以上
4.0丑未満 010.6.43.3Zq?, 96管
4.0-5.9丑 管.o.95.62q5 9.21.
6.0-7.9丑 0.4 ⊂)3.4 斤o8.091
a.0-9_9度 0.4 1.1 P.9 5.6-1.6P.4
lO.Or-ll.9盟 0,4 0.0 0.8 1_1 1.2g
移動後移動前4.0 4.0 6.0 8_010.012.0丑 ～ ～ ～ ～ 畳未満 5.9丑 7.9盟 9.9思 ll.9二監 以上
4.0丑未満 ㊨ ≡◎ ○ ○ ⊂) 0111.7 0.3 18.5 6,8 4_T 2,3
4.0-も9丑 S228g1Sd4U18.19807.
6.OJ7.9丑 92EPO ′ 一､｣27.9 .5管.7lg
8.0-9,9盤 ?.101.6且2 冒.2 04,6 5.










































































30分以上 20分程度 10分色度 ほとんど 10分程度 20分程度 30分以上







(讐 禁 鳥 恋路那 よる)
移 転 .転 居 12 34 567 8 9lOil121314151617梱a婚 1819級計
勤務 息等 勤顔 質物 惑 住 景敬 日 棉b 公* 土也 珪 就 転 蘇 玩 資 そ
動 債新 居選 択 理 由 先まで め釈ヾ 先まで に不便 二㌢に不便 宅那塞i が慈i.}照が憩 也鶴1コ那汁 柄が悪 隻那辛 敬のた 動紘 たに世 産とし 餐級に の他
通しヽ ′A停まで遠心､の衣過那不便 ち化した しヽ 園に乏しい どかつた かつた 故になった め 敬のため 帯杏らつたか て圧宅杏節育したLl与tlどで陸宅杏A辛 自近がついた
1勤務先まで比較的近い a;10 0 1 ユ0500 l210追18700lO12
2倍等の駅 .パス掛 こ近い 0 00 0 00000 00 2003 i i 12lO
3勤務先まで渠りかえる必要がない l0 00 00 0 10000 10000003
4買物が便利 0 0 0 100000 00 100 100 I14
5子供の通学に便利 2 0 i02 i04 1004 0202 0 04A
6海があえて祭観が良い 0 0 0 200 I20029 0 102004盟
7レジャーに好離合 0 00 0 00 00000 000000 000
8山があえて景観がよい 8 0 O0 00 0000 0000 0 iO00 i
9日照がよしゝ 10 000 I01800 15 000 10 113)
18線地公海が重富である 0 00 2 0302 5032104 06045S
11公番がなくて健康的である 10 0i000 204 08 0 2000 10a
12土地柄がよい I0 000000 ユ02,8 0 202 a2331
13間取りが広い 0 0 00 130 i0 106305 03 0 i2鶴
14資産価値がある 0 0 00 00 0000 0I0004 0 10 6
15値段が手ごろである 4 1 1 1030 103 1屯 0 302≧3 919l劫
16融資条件がす<fれていた 0 0 00 020 I80 8130i010037ST
17他に候補地がなかった 0 0 0･10I0 10 2 16 040 10 14:9











候 補 住 宅


















川 通 勤 時 間
候 補 住 宅
















(3】 住 宅 価 格
候 補 圧 宅












(21部 屋 数 .
候 補 住 宅






























































































































分 析 プ ロ セ ス 入 力 情 報 配分をデルとの関連関係 前提となる坂祝
欝′､間拷-菅f ステージ虹における与件fir項の設定(ステJ}Ⅲ-1-1〕 1中1/-ン分割(uJ-1-1-1)変数の決定ステ ジー皿-3-1へ 仮説2-10
2先決型菜種配分計画策(Dl-1-i-3) √＼ステ--jP-3-2-1促説4-1､4-4
部分開席の入力変数の詮 3往宅地開発方針{p-1-i-2 山一3-2-1也- 5収税 18､5
4主要幹線退路締計画案(a-1-2-3) ステー ジ皿-a-2-1,班 任説4-ll
＼ノ針節 塞 くステ--}m-I-2) 1卜サイ､uH-H へ
5鉄迫網計画案(帆-I-2-4)ステー ジ町-3-2-1皿｢Bせ 4EH1卜5へ 夜説2-18
配分対象世帯数の昇定(ステ-ジm-3-2-2) 7世帯タイプ 変数の決定 仮説5-5,5-9
8配分対象世帯数 ステー ジ皿｢3｢2｢3へ､仮説5-A､5-I,5-乙 軋5-4計-
反毛タイプ別世帯数の算定 (ステJ}Ⅲ-3-2-8) 9住宅タイプ 変数の決定 仮説5⊥玖 5-E.5-∵F,5-l1､12､5-3
10垣宅タイプ別世帯数 ステー ジ旺-312-4へ 仮説5-13､5-145-1
儲 警 崇 慧 )守11住宅規模9イブ 変数の決定 仮説5-B､5-G
12住宅規模別世帯数 式 (5-1) 仮説5-17
i3配分対象地域 式(5-1) 仮説5-D.5-E､~5-G､5-6,5-7臥5-19､ 21
世帯配分をヂ ′レの入力データの算定(ステー ジLn-3-2 5) 魚住件宅式立也皐-の刺約 14大ゾーン劉敢寮番数 式(5-3)
16残存注宅地面殻 式 (5-2)
17その他の定数 式 (5-2) i











































図5-23 対象漁攻 と ゾ->_分割
-253-
蓑5-8 ./-ン分割と市区町村との対応
居住地ゾーン 従菓地′-ン 中ゾーン番 号 大ゾーン番 号 対 応 す る 市 区 町 村
1/ 12 7 宇治市2 la 城陽 ､田辺町､井手町
3 / 14 山城町､加茂町､木津町､精華町
4/ 15 8 崇良市､大和郡山市､天理市
5 16 生駒市
6 17 9 生駒郡､北葛城郎
7/ 18 桜井市､相原fF､御所市､大和高田市､敵城郡
8/ 19 10 高槻市､島本町
9 20 茨木市
10 _一一一一/ 21 ll 能勢町､豊能町ll/ 22 箕面市
12 23 池田市
13 a 24 12 吹田市､埋中市
14/ 25 13 三田市､猪名川町､宝塚市
15 b 26 14 伊丹市
16 C 27 尼崎市
17 28 15 西宮市､芦屋市､
18 29 16 久御山町､八幡市
19 30 枚方市､交野市
20/ 31 17 摂津市1 d 2 寝屋川市､守口市､門真市
22/ 33 四条畷市､大束市
23 e 34 18 束大阪市
24 f 35 八尾市
25 /一/ 36 19 松原市､藤井寺市､羽曳野市､美原町
26 37 富田林市､河内長野市､太子町､河南町､千早赤坂村
27 g 38 20 堺市
28 h 39 堺市
29 l 40 21 和泉市､高石市､泉大坪市､忠岡市
30 / 41 岸和田市,貝塚市､熊取町､泉佐野市
31/ 42 22 田尻町､泉南市､阪南町､岬町
32 】 43 23 大阪市来淀川区､淀川区､西淀川区
33 k 44 24 大阪市旭区､私見区,城見区､束成区､生野区
84 l 45 25 大阪市平野区､阿倍野区､西成区､鹿住吉区､短舌区
35 m 46 26 大阪市住之江区､此花区-､港区､大正区








1) 2) 3) 4)
料栄型 市町 地層竣捷鰭 +可也 住宅開発に対する市町村の意向 宅地開 戟往朗 大規模住宅挑発に対する既往構想 卸業)噌一触杏図≡るし!主)霜杏宗旨野招をを剃公氏既成碍Iか住め宅隻埠 公的開発 民間開発堰胤 普 (準 普より -名 みた 過也 て人口 て住水 払C>に制亡に 設抑 開発 ち 方向つ S極的 針 向
Ⅰ 1再 一閃 l発輿 大 阪 市 1.2 C ● ● b 公 40.000
門 斑 市 3 C ● ● -
曳 大 阪 市 3 a ● b
守 口 市 3 C ●● b
盤 中 市 3 C ●● a.也公 60,982 3,557
寝 屋 川 市 3 亡 ●●● ら 汰 22,792
堺 市 3 a ●●●● b 公 180.000 3.800
大 東 市 3 b ■4,●～ b
西 宮 市 4 b ●●● -公民 33.000 8,432
松 輝 市 3 a. ●●● b
八 尾 市 3 C ● b 公 9,800
a釈規逮設鍾刺塞盤整備壁 摂 津 市 3 b ●f● ら
高 槻 市 4 也 ●● -公 7.000
哉 春 市 4 也 ●● 也 氏 12,858 16.900救 方 ら a 公民 3.500 10
吹 田 市 3 b ●● 也公民 9.307 3,910
寄 EB林 市 4 d ● -
藤井 寺 市 3 也 ● b
泉佐 野 市 3 也 ● -
高 石 市 3 b ●●● <a
忠 岡 町 3 b ● ち
液 面 市 4 b ●● a.ら漁民 8.150 5.858
薬 野 市 4 ら ●● ら 氏 5.loo
柏 原 市 3 ら ●● a
亀 田 4 d -
四条 畷 市 3 d ● ら
班蘇規建設許容葦 山a開栄促過型 岸和 田 市 3 a ● ● ら 公民 1,462 i,200
和 泉 市 3 a ● ● b.C公 40.200 7.700
貝 塚 市 3 a ■ ● -
泉 大 津 市 3 a ● -
三 Ftl 市 5 a ● - 公 128,000 9.600
猪名 川 町 5 a ● C 氏 20,000
-255-
木 津 町 ら a ● ● b
河内長野市 4 a ● ● ● b.C氏_ 69.30.1
狭 山 町 4 a ● ● b 氏 5.250 16,784
阪 南 町 5 a ●●● ● C 氏 4,200 14,280
豊 能 町 5 a ●● C 氏 17,600
太 子 町 4 a ● ● a■C氏 1.BOO
乗 良 市 4 a ● b 公 4.300 2.500
生 駒 市 4 a ● a 氏 22,960-
大和郡山市 4 b ■ ● a.b氏 18,160
天 理 市 4 d ● a●C
桜 井 市 4 d■ ● a.b氏 51000
大和南E]市 4 d ●● C
御 所 市 4 d ● b
HTlC公的開発主導型 熊 取 町 4 b b 氏 4.003 8,560
美 原 町 4. b ● ら
岬 町 5 a ■ -
王 寺 町 5 a ●● a.b氏 9,880
河 合 町 ~5 a ● b 氏 15.000
上 牧 町 5 d ■ ● a 氏 ll.005
広 陵 町 5 a ● ら 公 25,000
新 庄 町 5 a ● a
〟農村型 島 東 町 4 d ●●●-
河 南 町 4 d ●●-
能 勢 町 5 d ■- 氏 i.200















養 5- 日) 住 宅 地 日日 党 方 針
住 宅 地 開 発 方 針 基 禾 塾 前 夫 板 壁{点 開 発 型 叔大阪一雨大阪迎合開発型
勤務也 市街地再開発を束施するゾーン(Ⅰ蒋開発型 ) 対象となるゾーン 特 に設 けな い 晩乱歩遡,27,乳敬礼乱器,取乱 13,21.aP遜遜,乳益Sm,敬
宅地面税の想定方法 現 行 住 宅 地 系 両 税 (表 8-1Li) を 欄 い る
住宅開発を抑制するゾーン(Ⅲ新鋭珊発抑制型)対象となるゾーン 特 に設 け ない 15,16, 15,16.宅地商戦の想定方法 現 行 睦 宅 地 系 面 街 〔衣3-14) を 用 い る
住宅開発が可能な/-ニ′〔Ⅲ新規建設許容型)対象となるゾーン 特 に 設 けない 28,29, 24.28.29.宅地街街の想定方汝 現 行 経宅 地 系面磯 現行旋宅地系面勧 (表3-l4)に袈5-9に示す宅地師党方針に対する 元の意向に基づいて､tc揮街化調史区域内の開発を予
(袈3-14)を用いる 定している市町村に的して､袈3-14に示す市街化調整区域面戟 (鹿桐地面街を除く)を用いる.
育級也 住宅地開発地点となるゾーン(Ⅲ新鋭建設許容型)対象となるy-ン 特 に設 けな い 26ナ30,割十 lt岩,3.6,7.27,30.31.
宅地両税の想定方法 現行 住宅地 系 市松 裁5て9に示す開発適性の判定結果が｢開発促進すべき地境｣となっ いる樽町村で同じく盤5-9に示す宅地開発方針が姑賑さの
(袈3-14)を用いる 市町村では,可陸地両税 (曲板地域両税を解 く),その他の市町村では市街化調澄区域面硬 く農畜地域面街を除く)を用いる.o
住宅開発を抑制する=ゾーン(Ⅳ新規藩設抑制型)･対象となるゾーン 特 に設 けない 8,9,u,12,17,l8,19,20,22,25 8,9.ll,12ー17,1軌王9.20,22,25,宅地面概の想定方法 現 行 住 宅 地 素 面 解 く表3-14) を 用 い る
箆宅開発が可能なゾ一二ノ(JIl新規建設許容型 対象となるゾーン 特 に設 けない 1,2書8,4r5,8,7,10,14, 4ー5,10.14.
芸;竃 済 蒜還 芸遥遠蒜 還 蒜 冒O
喪 5 - 11 鉄 道 鮪 計 画 案
路線-番号 整 鵬 対 取 払 腺 し秩なibいせ切浪合叫ケー ス 酎 ナih細粒 ー柵丸型外チ-.ス 蔓藁ケ スーb蛋-.ス⊂路 線 名 区 間 麻 考 - 鵬 力(Jv,日,篭 霊
1 国鉄片抽選抽韻 耕 瑞-尼 崎 昭和 56年 4月ldEl工叫施行認可済(昭和65年度完成予定 ) BS,BOO (4DK,./h) 0 0 0
2 国鉄大阪外界伏線 新大阪～加】 焚 昭和56年4月 16日工申施行猛可妨(昭和65年度完成予定 ) 85.80- (401くm/J1) ○ (⊃ 0
3 大阪市営地下鉄 谷町線 守 Ej～大 日 昭和53年 8月骨工 日馴t]57年度完成予定 ) BB.600 (4DKD/h) 0 0 0. CI
4 史大阪生駒喝鉄 束大阪線 荘 El-生 駒 昭ft)54年 1月31日エ Jーf脚 0榊 68㈱和糾 4 着工 88.600 (40Kd,h) 0 0 0 ⊂)
5 大取市営地下鉄 堺筋線 軸物朗耶-天下茶屋 昭ft)5jL年 8月2日特許 (昭和57年 4月瀞工予定 )和 6 7 工1J脚 】申胡相 61 10 完成 al.400 (40KJh) 0 0 0
6 大阪市営地下鉄 卸監肪浪 我孫子-中百舌鳥 昭和55年 8月 16日工lJt施行認可済(喝71]60年4月完成予定 ) gT.800 (40Km/Jl) 0 (⊃ 0
7 大阪布過醐大阪 モ ノ レ ルー埠 大坂国蘇空地-附茨木 昭耶 7年 8Ba1哨 許 …監 …芸等悪霊志葺酎 aa,60 (4DKm/h) 0 0 0
8 国鉄相知山韻 潔 ロ～篠山口 W 1]翌年9月誌EII]相好耶 昭和 53年L月野工昭和砧 Ll lE]傑Ej-宝朝um築 (昭和FT年庇完成予定) 85.8DO (4DKn′h) 0 0 0 0
9 大阪市営地下鉄 四/J捕穀 西的EI)～北伊丹 都市突通等武舎耶 ta-Fl答申にtる a3.680 (L10Kb/h) ⊂)
てlo 大阪7け営地下鉄 中央娘 探江偶-新田Zl 同 上 8B.GDO (40KT/h) 0 0
ll 大阪市営地下鉄 千 ElnfJ斡 耐 難-河内LIJ未 同 上 15.100 (LlOKn/h) (⊃ 0
lZ 大阪市営地下鉄 谷田韻 八尾岡-J群井守 同 上 26.900 (40Kが′h) 0 Cl 0
la 大阪市営地下鉄 (新斡 ) 東 町-交 町 同 上 88.808 (40Kw/h) 0
BE)路槻番号に阻しては図8-21参照､既存鉄並矧 =0印のつ
いていろ路線別 寸加 したような計画案を想定していろ｡
嚢 5- 12 検 討 ケ ー ス と ケ - ス藩 や
工莱也住宅 鉄 迫 約-jJ 心 素 主 嬰 幹 線 ]Ia 銘 柄 斬 画 架
現状触 中 央 環 状 線 整 搬 塾 湾 持 線 鮭 槻 型 湾 綬 - 中 央 噸 状 線 東 端 塾
(グ-スA) (グ スーB) (ケースC)
鮭 主 軸 如 放 平 型 内 柾 主 軸 柿 放 平 野 内 船 主 梅 軒 致 平 型 内
他州発 舘 野 整 市 別 田 確 持 緊 蝦 印 射 面 碍 持 嬰 塵珊 射 街 環拷 製 幹 湘 宙 主 状 塾 悪 質 霊視 放 髄 嘉 吹 型 幹 併 載 .戦 主観 型 塞 親 Tug 磨# 義 放 搬 斡 鮭 僻 倖 転 現 面 幹 戟13J 戟 料 型 娘 瀕 状 射 型 撫 射 * 射 型 板 仲
針 ケース8 ケー ス^ 一〇ダー スA-Iケー スA一号ケー ス人-8ケー スD-0ケ スーB-1ケ-スB-2ケー ス8-宕ケー スC-0ケー スC-Iグー スC-2ダー スC-3
塞本#グー.スr 鉄池を養備 しない吻合 ケース8 1-0-0 トhO｣ト8I-0｢A-i1-01ト-2∫-0｢九一旬I-8-a-0Ⅰ一0≠ l!-0-m Ⅰ1卜B-8r1卜C-0I-0-C-II-01こ-2I-や1:-3鉄iBを庭㈱す る場合(片栢-郊外鉄治定僻型)ケースa I-a-0 I-qうトや I-1｢九-11-ユ｢む-2I-11日 1-11}-0I-a-i)-Ill-a-i I一旬｣ト名1-勺-C.〟 ト領一C-1トうー く:-2I-℃一C
点f常州大雷ケー スu 鉄姐 を鮭鵬 しない損金ケース0 n-0-au1〕｢トー勺 0-0｢七-1訂棚 L7-0｢A-8打1)1㌢や ロー()-8-1約 1シ-2D-0-B一合訂-8.-℃-や a-01=-1∩--o{-2万一O-C-8鉄過 を整搬する場 合(片栂-耐火吸効外鉄地盤僻型)ケ-スbU-b-0Lロ1rA-0pjrJ卜la-～ -2u1)-1ヽ-8打-b｣≡卜0a-tr.D一一打一b-葡一七 ロー♭｣ト8D-トー… 打｣rC-1□-1rt-2ロ★ト.C｣8











































図 5- 24 配分対象世帯数の算定 ブt'-I:ス
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喪5-13 主要都 市土地区画整理事業実株
Ei 蛾 ■名 拡 市 名 決 定地Ei放 面 捷 施 行~ 防 施 行 中l地 区放 面 払 地区政 面 Zh
大 阪 府 那 lⅠl ha8.m .8 226 ha9.952.2 52 1u4.JIO6ー0
大 破 大 阪 iFf 57 4.318.4 112 5.643.4 22 2.755.8
池 m 池 田 fh' 1 5且7 1 52_7
TE 面 ヰ 面 ri 3 79.6 a 105.0684 2I 50.241
8 稚吹 E] 丑 能 町吹 田 印 5 338.9 7 802_9 i 45.8
苛: * ･ 茨 木 市 1 53.0 4 28.a 1 2.2
誠 親 高 槻 市 ･-- lO lgT.a -
軒 梓 所 作 市B 2 370.0 2 80.165 Ll 21臥1
& #枚 方守 口 島 本 r牧 力 市守 口 a 314.4 7I 4別.且798 1 2乱8
大 敗 大 束 印 I 25,4 2 109,) 78.5
円 満 門 江 市 8 107.5 2I 26.2LIB 2
安 打四 集 中 交 野 市田 集 中 I 326.8 - ･-. - -
東 大 阪 東 大 阪 神 5 TJl3.4 13 587ー0 1 392,7
八 尾 八 花 市 2 93.8 a 64.a I 36.5
拍 原 柏 原 市 I l9.4 2 10.2 - -
官 EF件 甘 飢 林 市 8 509.8 1 216,5 2 292.8
松 畔 軽 罪 叩 I 6.4 2 17.8 2 86.6
# 井 守 JF井 や 1f - ｣- 2 12.5 ■- -
河 肘 河 Ff1 町 ･-.∩ ･.-I. 2 74.2 - ｣-
堺 堺 市 3 1.OJl9.3 29 1.511.3 6 2BB.5
和 叔 和 良 市 I 88.2 ･- - - 1-
叔 大 沖 叔 大 枠 市 1 2.3 I :翌★FE I 82.a
高 石 布 石 叩 I 34_7 1 34.7 - -
岸 和 田 ~搾 和 m Tli忠 辛I 188.JL - - 8 l88.4
冊 JEZ 伸 職 町 l 6.1 ｣- - - -
叔 冊 見 附 7f1- l 18.2 - - l 12.7
斬 糾■甲 取 Ff 叫一一 it 39.2 I aE.8 - -
大 子 町大 手 I 10.786a - - - -
神 戸 神 戸 市 30 4.059.9 28 1.988.1 L9 2.B60.6,X
硬 神 m] 小 計 a9 3,049.6 128 JI.a2JI.7 15 423.)
尼 Jg 相 17 1,109ー2 39 2.188.6 5 224.7
中 宮 iti 12 952ー9 34 1.367.I 4 L9.4
芦 邑 叩 6 249.6 7 払8.a 3 IL4.2
･伊 丹 叩 a 155.4 2~0 259.0 I ll.5














































衣 5-14 第三次産業従業人 口推計 モア ′レ
Jt)中 枕 地 境 (酎i′-ン36､31.3alこjgF7日井領 他_ 計 Jt T JL, 虚輔弼偉牧
施 設 某 YEニ -5018.十0.52X6 (0.852)
渇 (臥孟肘で逮 )耳 yE= 岨l92.-6.82X1-15.61鞄-98.19Xl+llpCIX5-陀-OdXT (o;906)
(買抱苧這 .警A苧水芸) Y8 ユー11112.+8.52Xs十 D.5BXG (0.957)
公 弗 Y,lF 2TT60- 1.92x2÷ gt44XT (0.869)
高 次 小 売 貫 Y5 =-11839.+8.78X5+ 0155XG (tI.GJO)
中 秋 小 売 某 Y6= -49.-0.38Xl+ 1.50X5+ 8.05X6+ 4.69XT (0.571)
低 次 小 発 貫 Y7- -7388.+0.64x2十 L69梅 + 0.26XG (0.754 )
高 次 サ ー ビ ス 男 Ya = -7429.-i.BTX-1+ 4.37XB+ 0.94XG (Q.986}
中 次 サ - ビ ス 乗 Y9- 2016.+0.89X5+ 0.05XG (D,TDa)
正 次 サ ー ビ ス 某 YIO- -1ー61.+1.8JXS+ 0.13XG+ 5.03XT (0.770)
脚 P】挟 地 JA (at面t/-ン18.15.16.21.23,礼 2T.23.29.32.33.34.35.に善用)
某 牡 他 か モ T ^, 亜細帆偉功
稚 段 幕 Yl巴 1朋9.+0.09Xl+0.0gX6 (0.858)
高 次 三 次 鼓 幕_ゐat.促伸一 Y2- 32BC.+0,2JIX6 (0,709)
中 次 三 次 庄 粟 Y3- 18686.-0.40X2-2-19Xd+0.15X6-7.aSX7 (0.722)
公 群 Y,l= 3863.-0.柑X2-0.60X,I+0.05X6-I.69X7 (0.628)
高 次 小 売 窯 Y占= Ⅰ0鼠 +I.E)2X5+0.ー4X6 (0.72Ⅰ)
中 次 小 売 粟 YG = 259.+Dー29X5+0.03XG to.718)
低 次 小 売 兼 YT= lTET.+0.4OXl (0.987)
捕;欠 サ ー ビ ス 兼 YB= 加11-+0.08X6 (D.597)
中 次 サ ー ビ ス 果 Y9二三 1720r+0.lJIXl十2J70X3-0.48XJl十0.03X6 (0.952)
lユ)肝 故 地 竣 (計面ゾーン1.2.3.4.5.6.7.8.9.10.ll.12.14.17.22.25.26.30.81.に真用)
# & 推 計 モ デ ル 血相開床故
連 投 某 Y1- -238.+8.12XI+ 0.68XS十 0.05XG (0.9LO)
高 次 三 次 座 乗-.缶触 .保隙ー Y2- 898.+0.22Xl+0,051:6- 0-69X7 (0.814)
( 耽 三 伏 B: 某(連や .両気 .ガスr水iEL) Y8- 555.+0.13Xlナ0.06X6- 0ト90XT 〔0.870)
公 務 Y4= 666.+0.09XL (0.542〕
高 次 小 売 乗 Y5= -4肌+0.lLXl十 日7X5-0▲9JLX7 (0.955)
中 次 小 売 兼 Y6- -14.十0.05Xl (0.896)
･色 次 小 光 乗 Y7.- 114.+0.BTXl (0_961)
高 次 サ - ビ ス 兼 Y8= 18.+OJl8Xl十 日7Ⅹ5-0.94XB (0.751)
中 次 サ ー ビ ス 兼 Y9- -834.+0.18Xl+OplBx2+ ロ.2SX与 (0.946)
xl:耶 人口(102人 ) x2:^ El軸 ("2^血 ) xa;棚 tEI人E](l仙 J X4:巾亡瓜 Tth の時鵬 AL(10-yl)






































図 5-25 Cohort移動 .生残革汝
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表5-15 Cohort移動 ･生残率法による大阪鮎市績年齢階層別従黄人口の推計結果
ColDrL 人 口 辛 朋綿人口 架功人口 移 動 串 COl10rt生娩串 Ln待人口 口移 動 我 執 昭1155年推計人口 昭和55年推断人口 喝Tt]Jl5-65咋移 動 ♯ 放
25才以下 1.26L.76JI 0.997阜0 916.532 916.582 9王6.532 - 0.99760 9lEl.89B 915.898 915.893 816,582 816.582
25才-29才 997.558 1.00410 I.258.851 1.096.196 -L62.lf汀 -0.12881 0.99697 914.3B2 -lLT,832 796.501 796.55l 796.551
80才-34才 85B.212 0.99630 1.001.848 957.891 -LIB.752 -0.OLla68 a,995朗 1.092.868 -L7.787 I.DL5.1陀 759.LOl 759.401
B5才-89才 821.457 0.99530 858.D55 920.5JI5 70,490 0.08292 0.99BgT 958.906 79.102 1.088.008 818.958 262.785
40才-14={ 698.7JI8 1.00060 817.596 772.8EI9 -rI5.247 -0.05584 0.99D25 9lJI.99LI -50.687 864.857 I.D5乱293 187,7JLT
45才-49才 BLll.Tog 0.98200 6別.L64 688.8a2 -5.882 -0.00840 D.98487 76ノ1.819 -6.426 758.39a 952.42且 70.956
50*～54才 897,177 0.97L50 531.958 50°.018 -27.945 -0.05263 0.97781 677.9柑 -85.618 612,305 791.985 llO.095
55才-59才 868.500 0.97830 887.849 369.121 -17.928 -0.04682 0.96516 492.577 -22.816 L69.161 659.588 175.89Ll
和才-64才 275.896 0.94750 852.677 281.589 -TL.088 -0.20157 0,94252 356.JI82 -71.855 284,627 461.619 193.865








































丑 5- 16 年齢別従英 人 口約成
従業/-ン 年 齢 階 層
-.24才 25才-34才 35才-49才 50才以上
13 - 0.332 0.277 0.090 ~(0.352) (0.562) (0.686)
15 - 0.335 0.364 0.188(0.353) (0.563) (0.522)
16 - 0.334 0.467 0.198(0.台52) (0_565) (0.697)
21 - 0.320 0_435 0.244(0.352) (0.564) (0.688)
23 - 0.355 0.380 0.265〔0.358) (0.561) (0.688)
24 - 0.350 0.380 0.200(0.349) (0.565) (0.600)
27 - 0.411 0_387 0.203(0.396) (0.560) (0.688)
28 - 0.411 0.387 0.203(0,546) (0.560) (0.688)
29 - 0.322 0.316 0.322(o_521) (0.578) (o一713)
32 0.012 0.314 0.416 0.258(0.0) (0.442) (0.565) (0.697)
33 0.029 0.320 0.459 0.193
(0.0) (0.366) (o_515) (0.694)
84 - 0.351 0.402 0.247
(0.366) (0.563) (0.693)
35 - 0.327 0.386 0_287
(oー352) (0.566) (0.697-)
36 0.024 0.349 0.364 0.263
(0.0) (0.352) (0.621) (0.691)
37 0.024 0.349 0.364 0_263
(0.0) (0.352) (0,621) (0.691)
38 0.028 0.356 0.371 0.249





襲 5- 17 住みかえに対 す る意 向 唱 違憲 盟 碧 槻 )
住 宅 タ イ プ 世帯数 臨 み か え に 対 す ~る 意 向1 2 3 4 5 6 ･7 8 .
永住する いずれ親元へ いずれ子の所へ いずれ別の所に佐宅を借りる いずれ別の所に短毛をたてる まだ考えていない そ の 他 不 明
持 t) 蘇 1,848 1,065 17 28 lO 232 448 41 7
57.6% 0.9% 1.5% 0.6% 12.6究; 24.2% 2.2% 0.3%
借 家 1,228 175 109 42 150 33l 334 82 5











































塞 5-18 従業 ゾーン別年齢階層別住宅 タイプ別世帯数 (一部 )
従 来/-> t主 宅タイプ 並 車 型 桝大 阪 gil 点 Pfl 兜 型 求 大 阪 - 柵 大 阪 連 合 研l弗 型
～24才 25才～BL1才 85才-49才 50才以上 一一24才 25才,-:aJL才■35才-49才 50才以上 ～24才 25才～84才 85才-49才 50才以上
18 1 - 4.155 2.9LL I.160 4.214 2.954 I.182 - IL154 2,906 1.168
2 - 7.650 2.271 悶0 - 7.7も丁 2.802 587 - 7,648 2.265 580
lB l - 807 8.189 - - 807 a,t89 - - 807 8,182 -
2 - 5別 2,LISA - - 561 2.483 - - 565 2.429 -
16 I 3.667 8.229 1.SIS - 8.668 8,226 4.814 - 3.688 8.211 4.82L
2 - 6.751 6.843 I.872 - 6.752 6,841 I.872 - 6.7tI2 6.829 1.875
21 l - 4.069 8.875 6.071 - 4.069 8.874 6,071 - El,2)2 9.165 6.295
2 - 7.49l 6.85t 2.755 - I.Ll91 6.850 2.T55 - 7.753 7.075 2.857
23 1 - LI.160 7.096 6.07も - A.leo 7.095 6.078 - 4,823 7.859 6.826
2 - 1,657 8.5L13 2.754 - 7.657 6.5一柑 2.755 - 7.959 6.748 2.朗8
24 l - I.721 5.188 - - I.721 5.186 - - 1.7田 5.327 730
2 - 3.168 3.95L - - 9.169 3.958 - - 3.29王l JI.091 -
27 I - L.463 6,690 Jt.810 - JI.968 7.600 4.all - 8.2レ1 6.78L 4,小lO
2 - 8.216 5.2Jl8 1.952 - 9,3B2 6.848 2.lll - 3.000 ら.2別】 1.991
28 l - 2.975 J1.460 2.813 - 8.681 JL.73tl 2.999 - 2.976 4.560 2.8丑2
2 - 5.478 a.LI99 I.800 - 6.411 8.580 1,680 - 5.50 3.62Ⅰ I.350
29 1 - - 1.708 JI.5IL1 - 1.100 1.800 El.644 - - 1.778 L599
2 - - 1.之45 1.828 - 2.100 La55 I.870 - - 1.831 I,恥J
82 I - lO.恥4 2乱147 ]7.666 - 10.786 22.972 LT.aLll - 10.762 22.877 17.5B2
2 1.225 L9.999 17.810 1.67Jl ).216 19.856 17.676 7.621I 1.216 19.811 tT,608 7.616
88 l - I2,74LI 29.8L9 15,19′l - 12.654 29.627 15.088 - 12.681 29.517 15,086
2 3.249 28.460 22.107 6.697 8.227 2a.295. 21.948 6.650 8.229 23.25B 21.861 6.650
84 1 - 8.321 lS.267 日.516 - 8.262 15.158 ll.484 - 8,a45 lB.092 LI.JI80
2 - 15.319 ll.841 5.095 - 15.210 ll.7も2 5.059 - L5.129 ll.706 I:J.057
86 I - 8.622 16.87も 15.018 - 8.559 16.249 14.909 - 8,540 16.18E 14.901
2 - 15.872 12,565 6.5且2 - lB.756 12.468 6.J85 - 15.721 l2.J17 6.482
36 1 - 49.122 90.429 72.714 - 48.750 70.688 71.763 - Jは,665 TO.Ll27 71.761
2 9.721 90.LaO 55.182 a2.467 9.656 89.745 54.748 82.22JL 9.662 89,588 54.548 82,222
87 1 - 89.829 78,321 58.957 - 89.527 57,all 58.l86 - 89.488 57.101 58,184
2 7.887 73,322 44.742 26.825 7,828 72.766 41.885 26.128 7.885 72.689 44,捌 26,127
8且 1 - 48.189 鮎.842 67.014 - LIJI.929 65.145 66.188 - 4一I.且らl 64.905 66.186
琵‡讐 完 諾 難 詰 eLB/D_2BbL禦 .'mJI:l哲 譜 益A i禦 E訂 芸_ 叫蜘 (tW 〕
旗5-19 説 明 変 数
Ⅹl 夜 間 人 口 (xlOづ )人
Ⅹ2 昼 夜 串 (米lo-2)
XB 可 珪 地 人 口 密 度 (米lo-2)人′ha
Ⅹ4 舞 一 次 産 業 従 発 着 率 (米lo-2)
Ⅹ5 第 二 次 座 薬 従 来 審 率 (xl√≧)
Ⅹ6 第 三 次 在 寮 従 薬 事 率 (米lo-2)
Ⅹ7 都 心 へ の 時 間 取 舵 (XlGrT2)分
Ⅹ8 ･鉄 道 駅 数 (米lo-2)ク滴
Ⅹ9 高速i芭路へのアクセス距難 (klO-i)Km
X10 可 住 地 漸 怒 (米lo-4)ha
Ⅹ11 噛 築 地 比 率 (×1灯2)
X12 工 業 .地 比 率 (Xl√2)
Ⅹ18 宅 地 化 率 (鶴 ) (Xl√2)
X14 持 ち 家 数 (Xlが )戸.
Ⅹ15 -.借 家 数 (xl(戸 )戸
Ⅹ16 持 ち 家 ノ率 (×-l√∑)
-2731
袈 5-20 判 別 モ チ' 'L,
住宅タイプ 雌 王輔 l.i宅規模 判 別 モ デ ル 判 別 率 平均敗地面概(L空洲 轍比)
階蘇 25才未満 Z- 2.751-10.03X8+4,94lXlO+4,423Xll+1.773Xl2-8.149Ⅹ16 78.38% 55.597Tf
25才-34才 Z- 1.136+0.726X2-0.325鞄 +2.230Ⅹ8 92.50% 62.75nt
35才-49才 Zニー3.292+1.340X3十3.537X5 69.05% 70.937TE
50才以上 Z- 0.266-1.112Xa+8一816X8 80.49% 56.927げ
持ち秦 25才-34 倣地 面 枇1007げ未満 Z--2.288+0.048Ⅹ3寸4-146Ⅹ6-6.l27X7-1.120Xi2+5.00DX16 96.43% 93.897Tl(364%)
敗地 面殻 Z- i.422+2.272X2-日 14X3-10.515X4-7.028X5-4.681XG 100.00% laョ.007J
1007ば,以上 -5-994X11-2.441Xlが-4.630Ⅹ16 (64.6%)
35才-49 敗地 面 殻 Z--4.664-1.168x2十1.674X3-6.346Ⅹ4-1.422X5-6.453X7 loo.00% 97._13mz
LOOT涜未満 -I-261Xa+L443X9十12.90Ⅹ10 (54.3%)
放地 面 舶 Z- 4.475-9.183Ⅹ1-0:499x2+0.107Ⅹ3-8.389X7+17.160杓o 100.00% 172.467〟
汀㌔以上 - 51Xl訂ト1.935X14 457
江)各変数に倒しては表5-19参照のことO 世坊主年齢が｢25才-34才屈｣｢如 才-40才
層 ｣の持ち家選択世帯に対しては住宅規模 (取地面研 )別に判別モデルを作成し{いるo
な_rG()rJqの数字は住宅観脚 If成比を示す｡
蜜5-21 世帯配 分 モ デ ル の 入 力 デ - 声
番犬′l号ン 巧卑ン 宏 i:} 対 象 外 政 無 人 Ei 経l) 残 存 注 宅 増 東 面 at 窪2)碁 表こ 型 料太東重点粥発型 紫大殿-細大常連合邦尭型 基 本 型 柵大衆魚魚開発型 東大阪-耐火鮫兼合印免型
7 I 198.00ー 189.901 lBS,538 77(1.794) 77(I.794) T7(I,794)2 2 i16 l45
(19Q.310) (l90.870) (lgC.肝0) (一.m ) (3.875) (8.計福 )
令 Satl.856) 王08(2.522) lO8(2.邑22)
8 4 265.日ー(36957) 258.519(assWS) 7,6.心 lく86 紘 )i ≡.(6㌶ ) I.(古 18326) 2.701(9,478〕5 4日I 42 411142J 1LJI42)
9 6 831,258(aBt.872) 332,62l( 8り g) 鞄 67日`臥 'G5)i 900でも.461) 1.114(も8さ9) ( 逮 )7 4(8 75 90JIち475 939で甘.6tO
18 8 98暮帖(32tI.029) 8l,55畠(818.690〕 81,445(alBr加9) 952(乞Boe) 952(2.如 ) 952t2.紬 )
9 568(I.鶴 ) B68().655) 568(1.655)
ll 0ー 60.968 60.DOT 60.180 4l〔ユ20) 41(tⅨl) 4lEl20)ll 486 486 一86
(124.ag5) ( 3ー.9JL9) (l23.9鮎 ) (i.飴2) (L282) (i,飴2)
l之 282(蜘 ) 252(BSO) 282(脚 )
12 ほ l23,857 2ー.1.618 2ー5.05○ 2,582(ら.498) 2.682 2.(30.25) (aI6427) (316689) (5498J (5,493)
13 14 朗ISlB 79.839 79.80 i,(4545 ( aa9545) 1(4845･214,868) (2ー4550) (飢4486) 889) 89)
14l与 213,751(%2S.朗忍) 212,469(825.S6) 管ll.656(詑4 7きき 〔 憲 ) ( 諾 ) I.489(15 )
16 i.706(28? I(2 OOBG) i(21007B6)
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図5-27 平 均 通 勤 時 間
-278-
a) ダースト - 儲 ㌔磯 魔窟- 榛)
図5-28-1
通 勤 挽 動 バ タ ー ン
-279-
図5-28-2 通 勤 流 動 バ タ ー ン
ー280-





儲 違 憲 謂 鮎 窓譜 苦 )















丑 5- 22 土 地 利 用 計 画 案
題 東 野 耐 大 板 取 .*.弼 宛 型 常 大 取 一 群 大 阪 差 金 細 魚 載
ゾーン 孤ul人口 圧FTI)人口 析=改定黙従米人E3帝淵弘隼人n 夜Rf)人口 捉間人口 棚在来人口 札三次糾'&兼人口 政一Ⅶ人口 捉岡人口 抵淵紳 人ロ 棚年書人口
I 201.893 176,89g 25.ー75 86.541 201.59B lTStO99 25.王75 BS,541 B81,8きき 17番,099 25,175 86.54l
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a 182.725 Ilo,844 5.594 9,815 18巳725 40.644 5.594 9.31EI l丘2.723 JIO,644 古.59Jl 9.816
4 628.653 5JI3.924 65.らll )30.028 6i汀.638 5.1a.917 65.Sll l細.o怨 628.674 548.834 65.らll 130.0
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王き 784.904 643.325 57.811 157.才7 789.571 638.5柑 57.島il I51,ZOO 740,ー54 640.481 BT.904 Ⅰ68.627
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lS ほ6.594 163.792 3D.021 存7.紙7 ほ8.318 163.828 aO.ぬ 7 87,887 t拓.22l 76乱766 80.82l 87.887
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鞘 変数 対応する制約条件式 双対変数のもつ意味 フ ィー ドパ -/クに関する検討方針
芳J通勤流動の遜碗 ゾ-ンjで従弟する世帯タイプm短毛タイプAの通勤世帯を r倉FmZf呼-哩 /銅 畔 H o)が大きLij-ンが当所設定した工業開発拠点と異なる場合
条件式(式5-1) 1申f蛸勤ロさせた場合 ステージⅢ-1へ7イードパpJタしエ井地開発方針1
の目的関数の改督濃 主要幹線道路網､鉄道網の傭正を行うC,
JLi 注宅土地泉の剰 ゾーンiの柱宅地面 ILL-が正のゾーンで､かつ表5-10に示した住宅開
額をl単位増加させ 一発可能地域の中で当初住宅開発拠点として設定して
約条件式( 5-2) た場合の目的粥数の いなかったゾーンが存在する橡合､当該のゾーンを
改善度 開発拠点に加えて再計算を行うd
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第 2節 業務交通 の効率 化 に関す る7 ブ ローチ q)概要





















物 を 選 ぶ た め さこ も､ る 98,OZ15
立 回 b 先 が 多 い か ら 55J8別
儀 礼 上 必 箪 な 時 が あ る ナ7,伯8
従 築 薯 が 穿 梁 し て い る 3,957
現金 ･食器晶を運ぶためにいる 5,265
公 発 案 通 横 網 が 不便 だか ら 10′622
特 殊 を椎 葉 の !=め に い る 7.088
早朝または深夜に動 (ことが多い IZJ,529





















( 柏 故 回 答 計 ) 257,553 16g._7












2 3 4 5 8 7 8 日 -J7故
国占-4 トリッ7'′てターンの構成状況
JJj.築栴 トリップの中に旺自動串に噸らをくても目的を達成しうるものも存在する｡T=とえは､自




















寮占-1 都市 交通 常 澄 計 画 の手法
く 計 画 の 視 点 > <手法轟の名称 >〔申 区 分 ) く 具 体 的 宇 法 例 〉
過路衣義の効 a)退路容量を レーンを効率的 レーンの効率的適用 -方通行､ リパ-:/ブ プレ.レーン
j智やす 適用する. 頒
交通流野鼠審嬰 交通流阻脊要転の辞 蚤停率の排除､一右左折串の排除､大
周を排除する 嬢弊 些事 (低速車 )め分敗､パス .ベイの設艦
b)吏通流を門 交通管制を強化する 交通管制の強化耕 砿竣交通管制システム
率化 滑に誘導する 信号制御自動車-の情報 自動車の誘導強化節 交通帰朝サービスゝ自動車経絡管制
鮭鶴を換化する irステム､敬司主機案内システム
El a)員勅取の利 巨励串の保有台 日動申保有台数の増 免許取得規制.串凍確保規制､自動周を抑制する 数が増えか ､エうーこする 加抑制締 申開係蹄 .料金の値上げ
日勤串が悪行 し 都心流入規制策 特定申両流入規制 .プライシング､
効率菜 に <くする 計画的混推
地区内通行規制解 トラフィックセ ル､ ゾーン .システム
自動車が駁g-1し 駐申規制餅 ' 路上駐車禁止ゝパ -ーキング事メー タの投
にくくする 殿.格外駐韓墳容盤の抑制.駐車料金の値上げ.敬弔時間の規制
b〕 公共棄通事 鉄道に誘導する 鉄道輸送力の増強策 列車の増発､列串の増給,鉄道申両
宙のサービスを向上させ常襲を増 の改良クー三ナ一レ-＼のアク ;ヾ一夕アンドライド､駅への徒歩 .
ユ山塗の削減 如する セスの利便化節 自転帝空間の整備
鋲ib-.J1-ス相互の乗 ライ ドアン ドライド､鵜通運貸制.乗車券の共通化.ダイヤの鞠軽
ハスに訪韓する b観 ぎの利便化帝
バス輸送力の増強野 パス路線の整備の増免Jバス車両の改良
Jl.又の定時 -遼遠性 バス増発取 バス .ロダーシ訂ンシ
の改善欝 ステム
新 しいIヾス運行乃式 ゾ-加平 .ミ-収 急ゝ行バス.予約
の蒔入鰐 ハス.深夜ノⅤ㌔ 州 アル.ア.7イド､チ-ン ト,バス､フリーパス
a) 自動車の判 乗用帝の利用効 タクシーの利便化簡 -}ツトキ-.F'タシー .コ- 1レポ ツ















































綴 る-5 業務交通の効率化に搾する嘩軒フレー ム
藁6-2 評 価 尺 度




ネットワークの地域的な整 漸 水 準 1台あたb平均兼行距離
単位距離あTこDの平均走行時間
リンク別整備水準 tf]ンタ混経度











第5筋 業務 交通量推計 モ 5='ルの竜章
5.1 従来の研究q)破章
従来､都市交通計画における変通帝要推計方法としてたし 五段階推計法が牡立している｡過去の


































他の通勤 トリップ等と比較して トリップパターンの時間的 ･空間的な安定性という側面にお小 て大きな
藍異が存在することが指摘されているOすなわち､通勤通学 トリッ71亡日常的な繰返 しのあるトリップ
でゐD､ トリップパターンの時間的な変動吐少か 10-万､薬葡 トリップの場合･その トリップパター
ンは日常的に繰返されるわけではなく､またある地区間に新 し(交通施設が整施されれば従来とは全く
別の トリップパターンが形成される可能性があるなど､ トリップパターンそのものの安定性はそれ程高
くか ､と考えるoLかしなから､菜掬交通流勧告生 じさせている英数活軸間の社会的 ･経済的な｢結び
っき｣のパターンは､ トリップバターン七比較すれば比較的時間的にも安定 してお り､交通施設が整備
されてもその変動は トリップバク-ンの変動と比較して変化は少ない (仮説 6-1)と考えたo
そこで､玉研究でr:1上述の仮説6-1に基づいて､英掛交通流軸を以下のような考え方で把握するこ
ととした｡すなわち､大敵市域は個々の襲来としての単位地区によって桝成されていると考える｡個々






さて.｢縫合関係 ｣を用いて築激交通のモデ′L/化を行っT=場合､促経的に｢結合関係 ｣を実掛 こ現象
として具現化 している トリップに変換することが重要75:課題となるOいま､あるトリップメーカがその
E)のうらに訪問先を担数個有している勘合 .`トリップメーカがすべての訪問先をピス トン塾で訪問すれ





































cGk - Aa . Cpk (6-日






括 舌 数 ト リ ッ プ 数
定 薬舟 トリップにおける勅裁先亡べ-ス) 襲際に生じている.トリップの分布状態から地
義 ゾーンと訪問先ゾ-ンとの関係を訪問先数を用いて袈わしたもの 域間の転合状態を表わしT=もの
蛋節 o薬物活動間の転びつきの軽度を示す尺 oすべての日的 トリップに対して比較的精度
圧としては倭九ているOo交通施設の軽備状況が何らかの帝国で変化 た地合_トリツ7'チェインの件成は変化するがベースと訪問先と 結合関係はトリップに比べて比蚊的安定している○ のよい推計モデ′レの作成が可能である○




CD孟- αeGk IEi ･eXP(-βedkj) (6-2)
ここに､eDi':発案硬Cバ イス.I-ンk､訪問先ゾーンj間の珊 結合数､Ei:鋼 5t/-ンjの社




cmD-ヱ - 2mF三 ･ CD 孟 〔6ー 3)
ここに1cm軒 某- モ-ド-､ベイスゾーンk∴鯛 先./-ンj間の分布括弧 emF三 ･








現ゝ トリップ数字丁去､ベイスプーンkから出発 しl他のゾーンj恕如 してゾー ンjに流入する線的
ト･jッ7数をqlkコと定轟すると､ これらの変数間紙 次式に示す関係相 立するo
T孟- 現 -2妄Ikユ 亡614)1
･鞍- 堤 -2意tl (… )J Jt i
I
上述に示す変数のうちtゾーン闇結合数現 はステップ3にか ､て求まっているので,鵜的 ト'jップ教
を絶計できれば､上式をこエbゾーン間 トIJ ッア数が推計できることと怒るoさて､末節3.2で述べた仮
説6-2が成立する場合には､緬的 トリップ数は次式を用いて推計できるDすなわち､ベイスゾーンk
発のゾーンjtゾーンjの集ヰ悔 倉敷をそれぞれ現L現と｣ ペイスゾー ンk発のトリ･,アメ-かがゾ
ーン iとゾーンj恥 娘的することに上b節約できる時削 セービング時剛 を現 】とすれば､鯨的
トリップ数音三j蛾 式のように定式化できるO
音三j- D三･現 ･ft･現 J) = -6)
ここ･こLi(現 J)化七一ピンク博 聞の関数を示 しているが･剛 節で比以下の二つのクィアの閑散を
用いているo
f鵜 j) - aexpトβ･甘去3) (6-7)
-805-
f(? ikj) - α (甘ij)β (6-8)
ここに.α .βpiパラメータであるo さらに･ゾーンij間の縮約寧pSこJとして､次式を定義してお














の作成 (ステージⅡ-4-1-3)､(4校 通機関別分布結合数推計 モデJLJの作成 (ステージⅡ-4-









































国d-11 業務交通流動 (自動車利用 )の








衷6-4 計画 ゾー ン と市 区町村 の対応関係
ゾーン 托 区 町 村 ゾーン 市 区 町 村
i 拓 槻 市 24 大阪市旭区
2 茨 木 市 25 大阪市鶴見区
3 吹 田 市 26 大阪市城東区
4 豊 中 市 27 大阪市東成区
5 尼 崎 市 28 大阪市生野区
6 西 宮 市 29 大阪市平野区
7 故 力 市 30 大阪市東住吉区
8 交 野 市 31 大阪市阿倍野区
9 摂 津 市 32 大坂市西成区
10 EZ犀 川 市 33 大阪市住吉区
ll 守 口 市 34 大阪市住之江区
12 門 井 市 35 大阪市大正区 .
13 四 条 畷 市 36 大阪市港区
14 大 束 市 37 大阪市此花区 -
15 栄 大 阪 市 38 大阪市大淀区
16 八 尾 市 39 大阪市都島区
17 松 原 市 40 大阪市北区
18 藤 井 寺 市 41 大阪市福島区
19 羽 曳 野 市 42 大 阪 市 来 区
20 堺 市 43 大 阪 市 西 区
21 大阪市来淀川区 44 大 阪 市 両 区
22 大阪市淀川区 45 大阪市天王寺区











































注) 数字は トリッア敷 (単位万 トリIyプ)
構成比紙筆勝 卜Fjップ概数に占める割合









































図6-14 原 単 位 モ デ ル の 作 成 手 順











畢秤 地 域 現 供 鋭 模 計1-4人 5-29人 30 - 99人 100人以上
%濃紫 大 阪 市 計 ll.206 73.757 38.127 - 64,435 187.525
5.97% 39.33% 20.30/ad 34.36% loo拓
都 心 地 域 3.138 25.814 19,826 52,837 lot,615
周 辺 地 域 8.608 47.943 18.301 ll.598 85.910
製造黄 大 阪 市 計 59.315 205.652 115.041 198.618 578.626
10.25% 35_54究; 19.98% 34.33% 100/Oa
範 心 地 域 13.642 59.639 551898 75.475 204.654
周 辺 地 域 35,673 146,013 59.143 123.143 373.772
卸売韓 大 阪 市 計 43.913 173.374 105,375 115.178 437.840
10.02% 39.60% 24.07% 26一31% 100%
都 心 地 域 26.3LI8 121.361 88.515 109.419 345.643
周 辺 地 域 17,565 52.013 16.860 5.759 92.197
小売莱 大 阪 市 計 173,944 lGLI,617 4.2.909 57,496 438.966
89.63Po' 37.50% 9.78% 13.09,06 100%
都 心 地 域 69,578 95,478 30.465 43.697 208.752
周 辺 地 域 104,366 69.139 ll,444 13.799 230.214
サ 大 阪 市 計 67.055 119.083 8l.847 102.083 370.068
tどス紫 18.11% 32.18/Oa 22.11% 27.58% 100%
都 心 地 域 28.163 65,496 39.2円6 72,479 205,424
周 辺 地 域 38.892 5.5B7 4.56 29ニ604. 164.644
三 そ 大 阪 市 計 39.782 67.332 86.493 214,893 408.500
次 の霊地 9.74% 16.48% 21.17% 52.6一% loo拓
都 心 地 域 15,913 30.972 43.247 133.233 270,250
EE) %比視棋計lこ対する偶成比を示すo
単位は人
寿 ムー 占 発業種 ･事業所溝捷別原単位
英 和 1- 4人 5- 29人 30 - 99人 100人以上 現.校 訂
☆祉 殻 襲 1.003 1.010 0.927 0.772 0.918
製 造 業 0.480 0.427 0.410 0ー342 0.400
☆卸 売 業 1.127 L103 1.016 0.717 0.984
☆小 売 柴 0.712 0.807 1.402 0.507 0.756
☆サービス築 0.491 0.615 0.536 0.428 0.501
-舟三 品 貨 0.547 - 0.689 0.699 0_506 0.626
☆ 危険水準 1%で有意を差異がある築秤
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寮6-7 先業 穣 ･他 姓別原単位
薬 唖 転 心 地 域 l 周 辺 地 域 全 地 域都 心 3区 鞄 都 心 区 都 心 全地域
☆建 設 策 0.814 0.890 0.卑49 0.994 a.918
☆製 造 業 0.620 0.588 0.556 0.322 0.400
☆卸 売 井 0.90鼠 1_023 0.943 l.132 a.984
☆小 売 准 0.561 0.785 0.646 0.852 0.756













α･expト β ･dkj) 〔6-10)
JI
ここに､eDi･:ペイス ゾー ンk訪問先ゾーンj発紫郎 の分柵 合臥 2Gk･発葉削 ベイスゾーンk
の発結合臥 dkj:ゾー ンkj間空間拒臥 αβン ラヾ メータであるO式 6-10の左辺順 宜的忙播合率
と呼ぶe.ととするB)と右辺の空間距錐の関連関係を､昭和45年､55年という二つの時間断面に如 ､
て分析したOその短紫を綴6-16に示すO以上の分析観果よb､















CW 建設業 (45年 )
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i I ～ i i ‡ ‡
.9 12 15 18 21 24
図6-17-1 先地目的別持合長の分布状況
日 ∴ ,: :孟 :･: 2t41 2f4 (Km).
回占-17-2 着業種別結合長の分布状況(製造業尭 )
蓑8-8 発 結 合 数 原 単 位
凍 単 位極 市地域) 爾 単 位〔周辺地竣 ) 鮎!S誤藍 杓 的 係 数 隈騨虹を算定する瞭除蓋しにゾー ン饗 鞄 名 観 椀
建 設 常 0.882 0.982 I.013.日8 0一97859 -
製 造 賓 O_569 0.321 1.757.547 0_95387 -
卸 売 寮 中り磯除目十29j) 1.063 i.083 1.414.411 0.98950 -
太現接締り人凱上) 0.851 I.083 2.B72.609 0.98461 畠1.35.37.
小 売 業 a.470 0.714 3.066.108 0.指9878 35
申′j憾 (ト29jJ 0.571 0.503 1,L121.902 0.92709 23.39
サ-ヒ増 大悦郎 0人批 ) 0.483 0.289 lt2日,501 0.97090 39.41
荘 原単比の単位は (転合致/A )
l/-ン苗号は図 6- 12喪服
表6-9 発 生 結 合 数 の 推 計 結 果 (小売業 )
ゾーン 突 穎 値 再 現 値 残 整 誤 差 率
21 4,690 6.757 -2.3】7 -0.492
22 24,lO8 18.926 5,l28 0.215
23 3,561 3,874 -313 -0,088
24 6,398 7,739 -1ー341 -0▲210
25 4,034 3,899 135 0.033
26 9.530 8.926 604 0.063
i27 7,826 7.758 68 0.009
28 17,974 ll,043 6,9Bi 0_3月6
29 8,218 9.530 -i,812 -0.160
30 ll,195 8.310 2,&85 0,258
31 8,460 10.460 -2.000 -0.236
32 17,617 16ー603 I.014 0.058
33 7,912 9.725 -i,813 -0.229
84 6.773 5,599 1.174 0.173
35 1,7B1 4.530 -2.799 -I.617
86 L1.708 7,025 -2.377 -0←492
37 6,766 6,478 293 0十043
38 5,327 4.701 626 0.117
39 5,312 91208 -3.896 -0.733
40 27,710 32.492 -4.7鼻2 -0.173
41 7.419 5.750 1.669 0^255
42 10.729 ll,朗7 -i.日9 -0.104
4農 13,881 6.4品6 7.395 0.533
44 23,253 28,9ー7 -5,665 -8.2Ll4
45 . 7.6舶 6.785 郎汚 0◆llT















類のモデ,レの中で適合度 〔相関係数とRMS誤掛こよD中尾 Lf:)の最 もよい回帰式を推計式として選
択することとLT:.いずれの尭薬種でも､タイ71Ⅱが推計式として選択されf=が､その紐架 も一括して
衷6-12に示す｡
奉る-1ロ 説 明頼 裸 説 明 書旨標
1 夜 間 人 口
2 就 韓 人 口
3 昼 間 人 口
4 在 韓 ^ .n
5 簡二次座薬従業人口
6 第三次薙粟従業人口
責 ムー 11 分布 結合 数推計 モ デ ル
モF 'VタJ17 推 計 モ デ ′レ
I cD巨 eGk-CA孟/ ICAi∫
CA巨 αEP/ dEj
Ⅱ cD i- α.DGkpEi.d諾
cDi:ベイスゾー ンk調現先/-ンj尭築確gの分布結合数
cck :発寒確9ペイスt/-ンk先生結合数､E.:ゾー ンj､】
社会 鳩 済指標､dkJ:/-ンkj同空間匹敵 αβT:′巧 メー タ
8ー20-
轟6-12 分布 結合 数 推計 モ デ ル
築 確 名 説明播磨_Ej 推 計 モ ア ′レ 相胸係数
建 . 投 薬 昼間^Ej 斬 5.50×詔 .Gk.EJ.exp… .07ト dki) 0.659
魁 造 築 昼間人口 D巨 5.91xlOIY.q膏 .eXPtT8.122.dk,.) O.8や5
中 小 現 株 卸売 菜 従饗^ロ D去- 5一65Xlポ Gーk.E了exp- 095.dki) 0.j娼4
大 観 淡 飾 売 薬 従築^口 D這-4.75x詔 6k.隼 expHH帽5.dkJ) 0.908
小 売 賛 従築AZj D巨 8.32Xlが .Gk.Ei,eXpト胤18トdkj) 0.734
中小現樵サービス健 従薬人口 D孟 - 9D5X10] -Gk.Ei.eXp州 40.dki) 0.728
大 親疎サービス案 従寮人口 D巨 8.73Xlが .Gk.E了exP… 097tdkj). 0,息09
D孟:ゾーンkj間分鴨 台数 Ei:童 問先ゾーン jの故朗 済指鼠
Gk :ゾーン発発生宿舎数, dki:ゾーンk潤 空間経払
4.5 交通軸非分埴モデルの作成 (ステージ町-4-114)
経佼 通横開分担モデタレの作成方針の決定
瓦項では､昭和55年常務パーソン= ッ7調査データから､幕板 = -Irの手段利用特性を分析 L･･
交i盛観的分担をデ,I/の作成乃針を明らかlこするo
a)兼鞠交通における一娘的な手段利用特性
饗萄交通は､表 6-13に示すよ5に他の目的 と比較 して自動峯利用率は67･4%と施めて載いぅま
た,地の目的と比べて､l稚額の交通検閲のみを利用する割合が96･6%と非常に布くL端末交通手
段 と幹線薫通手段を合わせて一つの トリップを行 う混合 = ･yデの占める都合は少か IoH =､衆
6-14に示すよ別こ.常勤 トリップの日的連鎖吐け強 く､滋だ薮6-151こ示すように手段連鎖陸も





藻確仇 大規模サービス軌 その他の三次垂井であるom =､解某所の所在地別の宇摩利用特性を





蓑6-15 業務 トLJッ7tにおける利用権関数耕成比 (Eil域計 )
(単位 :千人トリッ7ソロ)
薬 動 通 勤 目 的 計
柵 成 比 錬 成 比 構 成 比
l横閑のみ利用 4,641 96.6 3,040 80.9 17,967 88.2
ストラ利用 685 14.3 1.624 ′43.2 7.452 36_6
鉄 道 398 8.3 1,204 32.0 4.724 23.2
′ヾ ス 148 3.1 394 10.5 2,216 10.9
タクシー 139 2.9 26 0.7 512 2_5
日脚 申利用 3.234 67.4 881 23.5 6.985 34.3
自家用申 1.324 27.6 656 17,5 3,898 19_1
食 物 中 1,910 39.8 225 6.0 3.087 15_2
そ の 他 722 15_0 ･534 14_2 3.528 17_3
2横 閑 利 用 154 3.2. 686 18_3 2.289 ll.2
鉄 道 .Jヾ ス 86 1.8 525 14★0 1.678 8_2
鉄適 .自動車 18 0.5 59 0.5 168 1.8
鉄道 .その他 16 0.9 86 2.3 235 i.4
3嶺開以上利用 9 0.2 31 0.8 111 0.5
計 4.804 loo.0 3.757 loo.0 20.367 100.0
注 l)徒歩完転 卜lJッ7かよtF4機関以上利用 トリッTを除 (.,
注2)その他3機関利用では.代表手段が鉄道､パス以外のものを除 く.









距臥 マス トラ/申所畢時間比 〔時間藍)をとbあげ､手段利用率 との関係をクロス表分析にエ17
分析 しT=o区【6-19には.ゾーン間空間恒也とマス トラ利用率の関係､図6-20に比マス トラ/申
所要時間比 とマス トラ利用率の関係を示しているo一般FL 尭英矧 こ1ってマス トラ利用率は多様
Ft異走っているものの､マストラ/申所要時間比が低 くなれば.マス トラ利用率が増加する傾向に
ある'特に･サーt='ス軌 そ.の他三次轟費に関 しては､マストラ利用率 も高 く､しかもITストラ/
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婁占-14 日 的 連 関 表
上殿 :トJ.'･_-7救 (千人 トリッ/ー/E))
下段 :桝 成 比
議員的 (故 )交通日的(前 ) 出 勤 雪 校 帰 宅 自 由 寮 凍 計
出 軸 6 1172 202 294 l事674(-) (0_4) ('70.0) 日2.り (17.6).(loo.0/形)
竪 校 i 595 30 1 627tO.I) (- ) (95_O) く■_8) (0.1) (100.0%)
帰 宅 29 6 452 97 5朗〔4.9) ll.I) (-) (叩.4) 〔16.6) 日弧 0%)
自 由 19 6 1.927 254 198 . 2,404(0.8) (0.2) t80.2.) 〔川.6) し8.3) (loo.0/%')
# & 31 2 791 152 992 1,9R8tl.6) く0.I) (40.2) (7.7) (50.4) (100.Ll
計 79 20 4.486 1,090 1.5Bl 7.257
蓑6-15 手 段 連 邦 表
上段 :トリップ数 (千^ トリップ/日)
下段 :柄 成 比
段〔後)手段〔前) 鉄道 .バス 日 勤 串 その他 (三輪 ) 計
鉄 道 .′ヾ ス 69.5 6.2 ll,8 87
自 動 申 6.8 258.4 9.6 274.812.5) t94.0) (315) (100.0好)
そ の 他 ( 三 輪 ) 6.7 57.7 125.3. 187.7
ト4-.5) 〔4.2) (91.0) 〔IDO.0%)
計 88.0 270.3 146.8 500.Iこ16_6) (54.8) (29.4) (100.0%)
注) 業娩 トlJッ7チェインの常 lトリップと第2トリッ
7の手段連関瞳を示す
車所要時間比が小さ(なればマス トタ利用率が顕著に増加 しておb､鉄道整備によっで-ス トヲ所
要時間が短範されたtj:､マス トラ利用 トリップ数が増加する可能性があると判断できる｡
薬草交通の特徴 として. トtjップの遜餅姓があげ られる｡そこで､訪問先闇の｢縮約 ｣の容易漆
を示す尺度として平均セービング時間を細注のように定乾 し､マス トテ〔申)セービング時臥 マ
ス ト矛/申セービング時間比 (時間整 )と手段利用率の関係を分析 しT=｡図6-211こ示すJ:うに.
注) いせ､野良する訪問先 ゾーンをj､ベイスゾーンをk､ゾーンの鵜的魔球 (ゾーン iへの胎















国 占-18 所 在 地 別 交 通 手 段 利 用 率










尭 饗 確 智 業 唖 日 的
建 改 発 有意差あb 〔6,433､ 190') 有意藍あb (5.516､ 1%)
製 造 業 有意差あb (3.023. 5%) 有意差あb (a.492､ 1先月
卸売 業 (中小規醍) 有意差なし 〔0.887､ - ) 有意差あi) (LI.420､ 1%)
卸売饗 (大 規髄) 有意藍たし し2.014､ - ) 有意差あb (ll.691､ 1,Oof)
小 .売 某 有意差あD 〔4.877､ 1%) 有意整あb 〔7.436､ 1%)
サービス饗〔中小規模) 有意藍なし 〔2.216､ - ) 有忠臣あD 〔8.198､ 1%)
サービス築(大規模) 有意監なし (0_075､ - ) 有意差あb (3.964､ 1%)
注) ()内の数字はF値､危険水準｡
-324-
棄8-16 発 案 横 ･j* 業 種 ･員 的 BJl自動 車 利 用 率
t7 J! tl ■JtIn
EE 鈎 kJrヰ巾 tJ28 要薮 葉 虹発毛 小党 辛 千-ビit 脚 公 叛
凍 St 兼 打 合 せ -公 是 0.944 0.5m9 0,459 i 甘,274 0,で娼 0,444 0.仙 OL506 8.498
軒先 .セ-～ス f.Oo中 0.850 0.226 a.88) A.597 0.539 0.242 0.250 D.BtB
作 _辛 梅 見 8,905 8▲752 廿. 申.糾9 8,582 8,787 〇十791 〇十紬 8.76e
* 何 党 荘 し I000 4D DN876 tLO .at9 .123 ▲274 ¢,4田 〇一884
物品等安 蘇 し I.脚 廿,982 0十9:講 0.507 a.触 . 0.6332 0十8JO 0.538 0.仰 .
そ の 飽 O.… ○▲GSJt C. a,0 8.l辞 争,弼 8.4BB a.468 D.SZl
日 的 at 0.908 0.779 0.588 0.722 0,442 0,448 0,411 0.462 0.軸9
態 丑 等 打 合 せ .愈葺 0十St6 8.537 8.78ー 0.646 0.856 0.334 0.$74 0.227 0.598
懸先 .也-4.ス I.Doe I)1糾ー 0.776 O.†SJ さー7:追 8.71B さL各軸 l 0.7一Ⅰ 0.149
什 載 特 旦 0.7ll 1.000 〇十66一 I.000 0.加 0.64E 0.79℃ 0.750 0▲671
番 所 焚 鼓 し ¢.6Jia 8 0607 5棚 育 仇622 a_88 才TD ,842 407
物品等受戒 L 軋868 8,907 0.940 8,職 等 O.マ6き 8.862 8▲867 .0.4S4 8,879
そ の 他 D¶752 D.7弧 0.各56 0.且90 0.怨6 a.466 D_臥)4 0.854 0.867
8 約 か 8/655 8.7lS 8.鵬 0.445 a.TT畠 i o.490 0.462 0.559 0.699
甲 小 牧 疎即 発 賓〔IT-29人) 打虫 せ .会 長 9｣) O.毒緒 0.697 8,5勿 -l O.657 ー C.抑 O十SLI8 *一恥 O,S89
蔽充 .セ-～ス D.2D5 0.573 0.740 0,6槻 (L763 0.594 0.661 0.921 0.712
1甘 辛 十特 理 8.87き O,和彦 a.6BB 8.与伯 Cl.糾1 0.780 0.幻Ⅰ8 仇852 0.664
卦 瓜 望 浸 し 0.853 877BS 8.Sis 8_勤 8.779 0+2R9 0.7 0+3Jg C.書67
均 品 党 鼓 し LODO 09jI1 963 a.R72 D929 0ZnS 0.904 0.931 0.920
そ の 他 8.785 0.0 8.655 8.8tS 8.46Zi M 77 i 8.才66 OLaBC D.509
Lj 巾 ht 8.52B 乱舞lJl 8,8柑 0.50i 8.715 ー 8.S41 0★ZTT C.～一6 0､786
火 収 税細 死 票L8C^中上) 打 合 せ 一分 最 0.483 0.aSI1 0.8JI6 0.489 0.842 0.220 0.887 0.178 0.弘之
取党 Lセ-かス 〇十4lT B_3妬 臥+61 ¢_449 8.65l 0.552 C.868 ･8.32○ 0.5T9
陀 案 .地 理 札756 O.269 也.427 0137g 8.朗8 OL54r 8,442 O.き2ー 軋425
t昏 印 資 鼓 し 0,406 0.888 0.546 0.320 0.606 8_別烏 0.136 0.857 0,識08
葡 品 質 轟 L ト00O E H B 69 究66 8鮎好 87的 ! 8的 O珊 aSS
そ の 他 8.76A 0.7加 0.191 O.SSO 0十196 8.B87 0+4RT 0十蜘 gLJtl2
[E3 的 肘 a.527 0.78L D.751 0,516 Ov608 0.6陀 0.838 0.419 0.5lD
tか 発 育 打 合 せ -合 票 1 0十SJC 8.828 8.舵8 a.名相 8.468 8.235 0.4点7 8.307 8.458
暁光 -t-Jyス 0.597 せ.TO4~ a.伽 0十709 0.m 0★666 J8.肋 8,島el ○▲～12
作 態 .略 埋 0.&19 1.0tID 0,775 0_706 OL4ほ 0.7皇望 匂.GD5 0.79l D.糾7
甘 腰 受 重 しt o.40才 珍77‡ 879 8,S31 847 ¢557 I9 ‡ 0m Oわ4
物 品 費 鼓 し 8.37T a.8的 Ol78l 0.5的 8.458 0十SA9 8.580 8.S28 0.525
そ の 他 0.5CB 0.208 0一586 仇884 - 0.鮎8 0.SL為 0.293 0.1% 0.831
B 的 針 a.463 B.朗5 芋 O.舶2 8.625 8.恥 ○.482 8.洛 8.捕 8.497 -
中 小 汲 現す-ビス煮日 -.29人) 打 合せ J魚名 D.丑lD 0-421 ー 0.645 0,g2a 0.Bal i 8.226 0.54ー 0162 軋84一
耶兜 .セ-'t.ス 8.480 0.6別 0.Jl24 a.482 0.56I L O.Ice 0.476 0,2L7 0.849
作 手 ,纏 麿 8.番75 8.恕汀 01軒 8.715 0十632 事 B_892 を ○.935 8.7ZIB 中.7tB
屯 瓜 鷺 鼓 し 0.075 0,677 0.dos 山一646 0+P75 0.aSl 8.139 Dt21旺 0.255
宅栂 品 隻 推 し 07DO a.932 D906 .759 562 07識 67一l a.29B 0.7;巴
そ Q> 飴 0.且ごl a.3D5 8.88O 8,吉和 8.482 0,29台 8.88i 0.8l一 令.847
El 的 針 0.472 0,592 0一598 0.L柑2 8.526 0★961 8.858 0.898 〇一445
九 現 株チ-ビス寒川 o^ 以上) 打せ せ 一会 at 0.209 0.558 0.日9 0.0 0.184 0.255 0.29D 0.206 0,捌
戦究 -そ - 〟ス B.429 8.538 0.ご78 8.m B.l81 8.485 ¢,252 令.628 0.864
作 手 .軽 吐 0.506 む,214 0.加4 0.57冶 0.471 mJl42 0.847 0,丑58 8.484
8 即 常 雄 L 0.0 0.885 ON150 A.]9a 仇0 B.240 0.忠ll 0.276 0,215
物 品 驚 鼓 し I.000 8.8 i.888 8.578 8.292 8.526 〇､8TB 8.6S7 8.納
そ. 中 絶 434 17 i o,506 t O敬 03 D864_ 別O 8さ2 8.agT
日 的 at 0.5Ds 0.欄 7 0.453 0.B41 0.896 a.185 0.BIG 0_12a 0.舶2
そ の 他三8:Et;+ tr合 せ 千金 義 8.油 8.Jはl 8.591 O.l7さ 0十 8.は7 8.834 8.BBC 串.84】
触発 .七-～ス 0.4≡lT 0.870 8.拙 〇十ど17 0､3JIl O.820 8▲425 0ー422 ¢▲脆
作 東 .侍 理 O.与57 a.607 dA80 0.490 0.424 0.498 0十一tR 0.2即 0.457
■ せ せ 沖 ｣ a.2Sl O.邑32 8.8ZS 0,170 8.148 ¢.ー7S 8十書 8.軒 0.272
均 品 焚 凍 し '0.月98 0.9且0 0.9BS 0,9Jm 0一朝 0.Bl丑 8.838 0.198 0.989
そ の 他 0.191 0,816 〇十6tg 0,693 0.86B 0,264 0.m 0.出岨 ○:898

































































10分 L0- 20- 30- 40分















ア イ テ ム カ テ ゴ リ
1) 1) 2) 〔目的分類に開 Lては
白 的 目的 日 荷なし) 日的2(荷あb) 表6-20参照 )
2) 1) 2) 〔地域分煩に関 しては
苑 地 敵 L,地域 周辺地域 図6-12参照 )
3) 1) 2) 3)
替 紫 掩 非非業所 発畢確と同業種の三好饗所 尭薬種と異薬確の'iJf築所
4) 1) 2) 3)
替 地 都心3区〔北.戻.両区 ) 他の払 L地域 周辺地域
5) I) 2) 3)
空 間 距 離 lOKm未満 10Km-20KTn 20Km以上
6) 1〕 2) 3)
マストラ所要時間 20分未満 20分-30分 30分以上
7〕 l〕 2) 3)
モーi所 要 時 間 20分未満 20分-30分 30分以上
8)壷 ス遥 ラ面 群居 1) 2) 3) 4)0,8未満 0.8-i,0 1.0-1一2 1.2以上
9)壷 ス轟 テ南中 雷 l) 2) 3) 4)-5分L)上 -5分-0分 0分-5分 5分以上
lO) l) 2) 3) 4)
マストヲセ-ビン二相澗 10分未満 10分-20分 20分-30分 30分以上
ll) 1) 2) 3) 4)
軒セ-ビング時間 lO分乗瓶 10分～20分 20分-30分 30分以上
12)三言 土を壷苗昆 1) 2) 3) 4)0.A5兼備 O.85-1.0 1.0-1.15 Ll5以上
3ー)= 否,hi,面歯茎 1) 2) 3) 4)-5分以上 -5分-0分 0分-5分 5分以上
l4.) 1) 2) 3) 4)
発 地 脈 密 柾 1.0榔 欄 lL)-i.0ヶ所/Kri3_0-叫.0ヶ所/Kra 4.OT所/Xni以上
15) 1) 2) 3) 4)
-380-






新 しい説 明変数 を追加 して
穐 閑 分担 モIF,L,を作成 するO
モデ′L,に当該変
敏を加えることが妥当か
説 明変数 をすべ て
調 べ たか












蓑占-19 捜 粥 分 担 モ デ ル (鞍量化理論Ⅱ削 こよる )
JW'J. IJlF4.2tj'ー3lJtFAr4 キ7.,bltyl-丘 {7-:一 丁 1.テ叫 t叫 ltデ叫 ti'～11I-F-L2lt,7-}'3I.1'AW ltデー 柑 モ如 lBl..f～17
rJ} t XZ 五 t 中小現nPTEt _火qtIhElJa1 小 史 JtT EPI朋 7-ビ1
HF) 02968 D40:巴 DT:丘5 DFrZG 0.91 I.1281 _2110 ○_`‖19 - 0_15-Jl 0.1867 ○.▲1月lE] q' , ･.■~肌 ･.〟.2S99一〇J906-〟.紳 -o_m 3l-A6m 十一一7 - ･.■+脚 - -l.別7L-1692- 9王朋
亀也 ) -ヰ L.也 ll - 1 - _05Tl - - -周 Zl K ■ 3nJT -
tlf+ * ■ t Mi - 1 - - - - - - - -
司 t tI - I - - - - - -
塩 1 4℡& 心 8 t= - 1.393] 0.溢10一 一 0.3553 0.5B広三 0,4Jgt ○.珊 D.4055-1.D970 乙1039 0,○781 1. D,脚 L3L91
旭 の把.C.也JL 6251 D_0331 ト t.Er9g ･.〟_2B56 7ヨ)A.7刑8･J.BIJI7 0.1弘7 L;瓢 - Fo.伯92-l∵｢814 - -8⊥鵬8･.心,班.l5
也 倒 Z7 畦 ■ _TM -019Ll 0.ーl:姐 -一々rH36 ,6373 0.2319一).2}1｣l 0,2洗 -Jー 4631 - 芦.4.3870-1lTIB - LJ.4.0551一寸.6509
守r孤那■ A -.上0 ｣ー 0_ヱl～7 fo.3032 0.BqOS .:522 - A _lまは 0.1:らl 0.仰12一.1醜21･.〟.1026 0.a647
10 -.-eO K- ｣).2tla 8.淋 Ol - ･.■_4q74 lq.37FE) 392一 - I - F - o_1二23-A.孤 -3.罰27 D十2919 a.CSSSl-4425J
20品-lュi: 一15血帥 一)lrTSl - I44m 一や_19-I6一〕300 - -0.1OCT一寸_t糾 66:≡ 0 舶 0 49ql.l JH9.I
IrrTV ?叫 トⅦ ク 5.0-9),0缶1一〇r17571 - -0.1一別14 9666 0.0397･.心 4ヨl - 勺.AIT9 0.L2SB一〇的3910-07一6 O,]R叫 -
20.0-30.0分 a_皿t6 - 0.1古ふ1 o_古瓦応 一〇.48Al 771 -A.0046l - ･.4.02】毛O.仰7一〇.e518 - A.0.1叫 -
BO_.10 jl--0.9叫 4○巴枯 L1851 D76Jq 20ユ I-1m 一〇朋 1.551 .2T90 - -45耶81
叶吉 一両 ら_a-2D.○剖 - L叫一0111 - ･.一.2399 事0.8090l - C,叫訂l - - - 0.3557L.4.07E3 - 1JL2190
20_D-封.Off ｣さ.T4Gi - ll,LO3El - ･4.1869 - -4.I耶 f - - A_OITTf0.5胡 - Lo.8124
300 細 0分 266 - C_拙 -JO254ZI D.aO59 一〇R22万一〇_HD-I 8.CJ31
Bl-Iト可 ク良 B.三一〇一且 【や.丘ユOE･.42369 ,pO.a -.一,49lAlA53は ロ,29SIIJ.alBD - -l_24田 ○.mBl ○.1777
D,A-LD - lO- -4.2278? - 一4.1174 ○+氾 lSa - i - - ml田9 0_44A-I - 0.01恥 ○.1786 ○_35i
l.〇一t_2 2割 O-出叫 - ｣LlBOt q_2176J-0t6Lu - 1 - ･一々.詐62 0.1578 D.5265 A.(H五三･.〟_▲iSg
也 1.2J-2.○ 184 1ふ叫 - 廿.4印l 0.1342 O一班d6 - l - 1 - ･.4.2222一勺ト-TTiO - lD.168]-0.m E ○_押
恥 一aM 与艇 q] -.そ0- -5分 EL泣也 -1.2226 - 2.9OT7一,5丁叫,49044トO.別B9 - ･勺,t)SlG - ] -
-5-0一 汁 一一.m 3 0.2一43 - - -0.m J.心.DT D.D425-8.03i - E - -4 11叫 - -
0 . I.a.分 ■0.名lGi - 1 - p.2263 - 0.一078･.qJCGl 0.51Bl ○.W - - ｣).8696 - -
8. 2.汁 J-0.1紺 JmDTT3 き - 0_23,tG a.a94 0.3261-A3645 - 】 I.0219 -
ビ † 10分兼■ Opl41S ･.〟.22AZ - Elt65 L-4.2ほ4-.〟.02C9A.BI叫 .〟.2020 - ト心_FtBS.I ロ.与l97 - -
ン 1最町 l LO -2E) 令 A.払也 A.2乃1 - - ･.〟.5日7 - O.仙 2l-d_1708･.4J丁で5 ･.〟.49且6 一々 _498= - ･.■.甘7胡 -
2g -劫 57-EI.m - ･.〟.0也 - D_la23 - 一々.l別Dl-8,PTlA4.417日 OJTS6 - O.把き9 ･.4.6905 -
30 _ D43ll 0,6名TL ED_空血 ○59361LS625l l.8出 OALel - I).8492 13420 -
ンqlダJt巾n7日{ LO分乗■ 一や.l419 - ○.4176･.〟,弼 -A_TBd - i - l - ○.3817 lO.bAl4 - -I.727_I-0.6139柑 -20 分 - 占799 - -A.81一〇 0.7m - ぴH - - 】 - -4 1069 t,〟.2l - ･4.0542lo.195420 -加 fl が71 - ･｣1′1726-0.割 l - 8548 - m Bilr - IA 2377 0,才746-4.26al3Dfr.qJ l: - b39ー OL○施 IA292d .CLtS - 4_ 6ト ー I4～:岨
l Iビ 1妄 与酎 D.a-P,丘5 -47152 TL14] - - J.4.1819 HJI -0.1甜1L - - I_仁王旭 0.0355 〇十lR29
○_野.-L.○ 中.C2Bl 7535一 一 0.2266 09JSf - - - -p426叫 - 0.069且 0.ヱ1朗 礼2一CL
1.〇一.LlZ) ･.一 l986 訓.l - t - ･.4pl▲9～･.4 410 - - - D.5B26 -I.l297A.2760｢D,LO96
1は､.2_D .99 7l l - 0¢5ふl 150 - i - OLlBSS ･.■026T-41R90トC_8817
l.■E'ユ鮎 ～-S H - - 1.A.SZ44l - t).-QllA - トl.1557Ll.C569tD.73伯 0_m I a.7㍍巴 1.4761t - i - -
5,0--0_0分 - - to_eat - O.T796 0｣L67･.〟.l813 ○.2丁防 0,3JIBJL - -0.212】 ○.l -
0.0-5.0分 一口.1795 0.2254 - 0.7日7-4_ -刀.4051_8.也 -8.3-1糾 0.24 - l -
LO分 U 上 o▲Q229J JLD]67 1 一寸6676･.〟ラ ･.〟8677･一〇.0903 - 一心1792-LT873l I
允也釈 .苫rt -LLJU ll如 ･.〟.DR29 - I-AM T O.応71 - i - 1.4_25.16-dJB854 - ｣).2103 - 1-α.1訊8 T廿.2941
).0-.8.0 IIJ.74†屯一一,l沖7 - ･.勺.0986 6539｣,14551-日 BIB[｣H m 0.4m 0.2帥 -瓜aOOa - roJ24JLBl4.も937-4.67L7
a.0-4.〇 一 三和1 ○.567石 D_B939 0.8895 .j迫14 0.BJl15 1.22%lO.5675 A_aA由 ･.〟.5095 D.TqEl l,Ds43 0.7日盟 0.0986
1.○.- - - 中,21他 1054 0.8alS 0.2194 - - 0.2Gal I - 0.4m
I也lRdfA: -LCJW 0.8576 0,釈叫 - ○.的TB一一や_6926 ○_ECCJ -l.D241 0,3795･.〟.17y7 D.6927｣,m41 0.1抑 1.72招 ･8.脚 A.JI140l -
I_0-壬.○ 0.はー 4 63Jnl - 廿.脚 9｣Ll朋4-P,22Ds OLGiIB 0.1髄1 0.96.ta-04058 ･一寸.O518-Or6737 I.8049 0.757ち-4.538Gl -
8.〇 一1.○ 0,249) 494Bl - -.○.▲○91 0.1162一〇.脚 - ･一々.7929 -0.4一43-4 216grJ.現BD ○.827l D.6A9L-1).3702-l加古9 0,m 2l -
一,D Jh ･.〟.0910 A3D7l - 0.1E;16 ロ.榔 7 0.17小 ○.J5RT-0ーD1474 623aI-4-6467 ○,2662 0.OBIさ一〇.B956-1.(8丘2 0.oBSEI '-
N II L
rJ rl I 0.674018.7m 0,応姐JmT525
良) 帥 d)tt宇r=各Jt戸～itデ～一 七デ+lTJQm ナ1 ･J-相加 帥 T.各1伺帥 ･trか d)nrqtL畔 叩 N:閃LTr=JlTERq)2filこ示して､l古｡
L 亡'frl･屯nfI粥旭 軌 【■q分ZTI-tf叫 rF蝿してLl乙づ･-小母耶 q Lてrlna叩 FRb･十台てlエ加 ･ウ†このて.触 別F]的Ht6-2dti的 )gIこ
■何分dl-t･ヂA･M 坑していろ(げ r^8･9･lOll).RlP｢-｣の巳恥 ヨ技T ITLL±棚 掛･tヂArのZR¶3:ZZとして事即 lt如 .っT:上土示す｡
1882-
轟 6-20 日 的 分 割
目 的 . l` 呂 的 2
薬 稚 名 娩 鞍
建 設 業 打合せ .会議 (0.4983)､販売.作草 .沸査tO.7606)
七一 一レス〔0.3179).砂塵受渡し〔0.8840)その他 〔0.5210) 物品受渡しl8.7860)
鮎 造 築 打合せ 一会叢 iO.59含4) 聴講 一七一Jレス(0.TL191)昏顛受渡し(0.4070) 作栄 鍋交 (to.676)
その他 〔0,5665) 物品受渡し(0,8794)
卸 発 賓 中小規較tl^-29人) 打合せ .会議 (0.5887) 版売 .セ- JL,ス〔0.7124)
畜類受渡し〔0,3674) 作薬 ,調査 (a.6643)
その他 (0.5086) 初晶受渡し〔0.9208)
大 規 蚊 打合せ .会議 (O,3517).販売.セ∵JレスLO.5187)､容顔受渡し 物品貸渡しtO.8657)
(30^ L;y上) (0.308日 .作業調査川.4252)～その他 (04119)
小 ツlL 打合せ .舎叢 (0.4579) 版受 .ヤー)レス(0.5uS)容顔受渡しこO,3936) 作業 沸立(0.6472)
その他 (0,3312) 物品受渡しこ0.5246)
サエビス業 中小規携Ll^.-29人)打合せ .会議 (0.3442).販売. 作井 ,調査し仇7099)
セ-,レス川.別89)､串原登渡し(02521)､その他 (a.3474) 物品受渡し(OJa21)








表 d-21 月 的 醜 成 比
都 心 部 周 辺 EtS ~
礁 和 名 目 的 平 均 値 標 準偏 差 平 均 値 標準 偏 差
建 設 兼 ■目的 l 0,551 0.0397 0.428 0.0148
目的 2 0,449 0.0397 0.572 0.0148
製 造 薬 目的 1 0.369 0.0148 0.392 0.0121
日的 2 0.631 0.0148 0.608 0.0121
卸先莱 中 小 現 段目人-29^ ) 目的 1 0.237 0.0042 0.183 0.0068
白的 2 0.763 0.0042 0.817 0,0068
大 現 髄(30人以 上) 胃的 l 0.785 0_0295 0.462 0.1675目 2 21 . _538
小Jdワ~じ莱 管 楽 樺 が非 妙 薬 所 日的 1 0.223 0.0419 0.Ill 0.0079
巨的 2 0.777 0.0419 0.889 0.0079
替 築 確 が小 売 韓 日的 1 0.304 0.0017 0.268 0.00422 696 732
督 英 穂 がその他の茸確 目的 l 0.264 0.0279 0.149 0.0056日 2 736 851
サーどス帯 中 小 規 模日人-29人) I目的 1 0.679 0.0138 0.662 0.0296
目的 2 0.321 0.0138 0一338 0.0296
大 現 役(30人以上) 日的 l 0.763 0.0075 0.855 0.0286目 2 237 14




モ デ ル 式 相 馳係数
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重節 -弓三耳= i∃謝 セ
e)郵 ･小売業 (マストラ利用の場合 )
菅i
R'桝-.T.
I.l IllJ ‡言r'1 どi)
ll一ll一I
I I Ⅰ l- +





JLJll二d- lドJ,1-iド_1.-■こi-.u[-ーJLiJト-{,i 壬叩 I暮Tー_一つ穿開 lAaド ･-l.
一▲■▲一一Bl｣~-Ir,iヨ JL
_鼓.
- 七時コ一02 ■ 121▲161■‡E)コ1 76
g) サービス業 (マストラ利用の場合)
















I 1 111qlコll lIOllユlZt(令)
f)卸 .小売業(自動車利用の場合)
菅iき輔的串･.･7-Dl)
Jr!l )I I ど也)
I 1 III 】I一I i事王事 i 主ー､i i.,7tIL_J+ltuこ｣ 卜i I+-_r■.I･一十+t■≠I し十二一+1ーⅣ_JIi3十一.:賢.トト
l
~▼1llIl～JAl,ヽ■1千 iン1.f一)ち†≠-.I｣iI.十七芋∵- llJp 一1生■千 .ii-=~零
;-iI○ぷ′i!Ij二王牙】一汗ト :1■王I- ll lT:1ぎー ≡壬i ■ー｢ I.
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凄らに､編的 卜7)ッデの対称睦を暁射するため､管目する二つのゾーン間の縮約 トリップ数と締約 ト
リップの対称準 (i/-ンからjゾーンへ向くトリッ7数とj′-ンからi/-ン-向うトリップ敦の

















































































































るベースを出発 した辞 1トリッ71が英数目的の場合.ひきつづいて｢業軌｣もし(任L｢帰社 ･帰宅 ｣
トリ･77を行 う確率は掛 ,oしかしながら､業換 トリップ'の鮭に他の目的が介入する割合は10,0'弱程
促である机 無視できない程度rj:存在しているOそこで.節 1トリップが.#'劫 トリップであるよう75:
サイタJL,を｢業務サイクル｣と定鼓し､業務サイク,I/に含まれる｢築観 ｣以外の目的地 とその前後の訪問先
(訪問先がか 場 合には劫猟先 もしくは自宅 )との地理的在位監関係を分析することとLT:｡その結果.
図6-32に示すエうに.莱静以外の目的地は.その前後の訪問先と同じJ-ンに含まれる削合が高 く､
訪問先と目的地が異なるゾーンに含まれる'割合rIJ.極めて小 さいことが判明LT=oしたがって､英数以外




タイプl タイ フー2 タイプ3 タイ74
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訪問 先 と 目的地 が
同- /- ンでな い
場合








しては､従丸 巡回セールスマン問題の近似解法 として知られるセービング法 18)19)でエ(用いられ
ているα尺取 ^尺取 TT尺艦という柑 現を用いることとするOこれらの尺鑑の定式化に関しては穀
6-23に示すとおDであるO六つのモデ ′レタイ7･のうら､推計栢碇L相関係数とRMS誤藍によb判定)
の もっともよいモデルタイプを選択 し･盤6124に示すようを鮒 トリッ7･推計モヂJVを作成 しT:0
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姦占-25 縮約 トリップ数推計式のタイプ
モデ′レタイプ 推 計 式 推計式に用いるセ-ビング時間尺碇
ク ィ ア十1 含まj-α宵 ni.exp鴎 J) 璽 j-dki+ dk了 d-1J
ク ィ ア 2 穂 -α.nLL甘 (穂 )p
タ イ プ3 秤 -α塞 .Da.exp(鵜 j) 雛 酢 f dke,2+dk.i-dkj-dij)
タ イ 7-4 分左J-α骨 軒哩 )p
ク ィ ア5 食ik5--.D摘 .expu鎗 孟j) 穂 -dki.dkj-2d.-tJ
k:ベー ス ゾー ン
d'i :ij間 時間BE鮭
裏8-24 縮約 トiIツプ数推計モデル
モ7Ll 寮 軽 推 計 モ ア ′レ . 相軸係数 締 レタイ7°
マ二ストラ刺用 建 設 費 報 j- 9.859Xlo~6宵 砕 xpは 2335.現 3) 0.8085 i
製 造 墳 璽 j-1臥925X10yJ.か ま.etxp川.1859,合より 0.8682 1
卸 売 築 登 j-0.955×10サ か 撒 jl湖 63 0.8981 2
小 売 築 塞 j- 831xは-6戒 .Dk',eXp(0-2347骨 ) 0.9310 3
サ ー ビ ス 饗 曾 106x0- -か 摘 jl.&926 977
そ の 他 の三 次 産 業 電j-= 9lXl√6.痩 .Di.exp〔0.2150磯 j) 0.8600 1
良動車刺局 唾 改 案 報 j-22.028X詔 .涙 .Di.exp(0.7488奄 j) 0.7462 I
輿 . 造 築 電 jd 5.945XlrG.浸 .D主事eXP(Oxl288磯 j) 0,9513 1
卸 売 業 宅 j-8.247X10p6.D摘 JeXp(0暮15474塞 j〕 8.9561 1
小 売 築 登 j-5726tx詔 .Dik.Dと .軒 .4179 0.9267 2
チ - ビ ス 箪 駕 j-27.7甲XlGT阜D左.軒 exp緑 1299塞 j 0.9167 i




回LT=のら朝敵先に帰社するサイク･レ.③勤掛先に一虻も立 ち審 らか 'て訪問先を巡回するサイクJレで










表 6-25 不 完 全 ト リ ッ プ 生 成 率
築 柾 都 心 部 周 辺 部
∂k Ek ∂k Ek
一丁ストラ刺用 建 設 襲 10.939 24.935 10.967 23_081
製 造 喋 5.876 20.547 5.135 20.959
卸 売 常 5.767 18.440 6.029 22.800
小 売 菓 25_535 35.238 13_155 28.171
･サ ー ビ ス 業 14_574 39.143 36.266 76.218
そ の 他 の三 次 産 葉 6.770 22.022 14.223 32.405
車刺捕 建 設 業 3.913 13_180 8.164 19.841
製 造 寮 4-216 22.616 4.850 23.826
卸 売 業 4.832 19.000 4ー528 21.013
小 売 築 ll.182 17.325 6.994 6ー.926
サ ー ビ ス 礁 487 8,291 663 20013














寅 d- 2占 業務交通量推計モデルの推計輔膚 (自動車利用 トリウ71の蝿合 )
都心 地域 周 辺地域
建 設 業 0.746 0.732
製 造 業 0.802 0.800
卸 売 業 0.畠89 0.866
小 売 業 0.821 0.820









































蓑占-27 鉄 道 網 計 画 案
整備対象路線 整 備 水 埠 現状鮭持型 汁宿･線整備型 城窮繰並偏型 整片揺備品原型線総 延 長 巡 行 速 度 平均粟かつかえ時 間
(Km) (Km/hl (分) ケー スa ケー スbケ スーC
























〔衣 6-28) 荏)昼間人口の算定方法に関してP:1図 3-15
脚注に示しf=方法と同様の力法で昇定LfこE,
囲ムー 55 土 地 利 用 計 画 案 作 成 手 順
蓑占-28-1 土 地 利 用 計 画 轟 (基 本 型 )
ノー .ン 琵rm人口 itFm^口 征t人口 Q 投 書(-研 き) 繋 丑 顎 中小現t*卿 焚 書 I:呪 etLDJQ t 小 先 ♯ 中小現 tt1-ビュ 大 風 t*サ-ビュ IR 払その他の三次肺t
I .u 9.57l 876.ale R1.714 8.256 20.571 2.270 - 2L.777 Ⅰ8.276 - 1.682 乱 98J
2 809.019 2名0.129 79.241 7.706 19.7王l 7.B50 - 1ー5.006 15.馳1 - 1.m ll.191
8 3謁.871 且0Ⅰ.72I ]01.692 10.才60 18.26l 12.175 - 22.076 U.988 - l.790 12,148
1 409.908 糾L.60l 118,159 ll.214 22,等76 6一447 - 23.702 盟.8B6 - 3.t27 tB.加7
5 525.Dot 498.549 190.2GB I7,127 59.OD8 9,874 - 42.8相 仙.250 - 8.098 相,7L6
占 52JL1608 470.457 1日.402 10.494 15.618 6.2-は - 27.98L 32,8三岳 - 3.411 14.848
7 575.2朋 539.402 月9.Bat 7.588 加..17JE 2.246 - 20.7t2 18.842 - 空,278 8.202
8 Fl2.618 89.4.13 12.462 l.236 4.116 382 - 2.髄1 2.845 - 275 紐7
9 ]06.JH7 lDLー364 86.637 JI.938 10.740 a.829 - 5.48t JI.帥0 - ･‖8 6.伯5
10 26乱4B2 227.572 T3.l57 8.062 16.151 a.770 - 19.612 15,COL - 9ZH 9.027
ll 17孔524 162,753 78.428 S.842 21.916 4.511 - ll.a43 18.5fE9 - 759 9.967
12 145.D77 189,2田 71.196 6.057 30.270 ZL2加 - 18.169 9.991 - I.294 7.167
16 53.082 4乱751 ll.m6 I.523 a.066 296 - 8.181 2.716 - ]68 922
14 122.B2B 1】胤 792 49ー769 5.422 21.480 2.424 - a.528 6.708 - 435 4.776
15 512.207 557.DTa 237.573 L4.487 86.575 23.584 - 48.Jl‡9 3.1.62) - 8.352 26.625
16. 2!H.599 565.888 lCOー 606 7.273 48.LOl 4.764 - ほ.907 14.781 - 2,006 9.円8
17. I.19.325 16ELa66 83.618 孔358 10,772 LfC9 - 7.97一t 6.048 - 560 8.OBS
18 70.039 75.56B l7.78l I.552 4,452 518 - 5.418 a.205 - 862 乙288
19 113,403 Ll7,9H 2L,F161 2.FL63 5.7払 ).m4 ー 4.402 5.156 - 4印 2.15E
20 l79.019 tFr訂.890 a9tLBA5 87.924 tB7.961 L8,580 - 80.792 M.83JL - 7.886 48.45FL
21 150.09A lらt.SJl3 61.225 7.80〔l ll.750 4,5Tt; 1,055 t4.955 6.810 4.561 BJlT 9.LIT
22 lag.952 lTD.187 柑8.-19g 16.453 26_796 1+I.886 6.朗T al.241 18.655 9.D69 L.lsd l8.胴1
23 82.27g 102.0印 59.587 7.02Ll 23.8馳 a.F拡9 l.175 9.700 4,898 8.020 与08 6,OL9
24 gl.2月2 閏.6JL7 39.419 3.gAB 5.805 2.434 89I 12.710 5.781 a.6lB 625 Jl.516
25 70.Fial 68,973 30.541 ZLLl67 7.06D 2.527 561 7.427 3.)21 1.957 183 3.9朋
26 125.588 125.923 64.706 ･1.916 12.22t 6.194 1.875 15.280 7.4IEI 5.971 I.919 9.415
27 71.如2 78.020 52.697 3.和7 12.920 8.llG 1.364 ll.506 5,T25 3.0粕 6如 5.All
2B )38.995 t38.560 6EL771 8.699 16.229 7.1は 670 20.903 7.64皇 乱42Zl I.008 5.057
29 205.8相 191.202 79.47fi 6.白7.I 29.SID L232 706 17.†別 7.425 L,874 748 7.282
_30 ]62.8R6 148.745 67.67t 6.997 相.649 8.559 1.672 L7.329 8,207 8.976 584 6.749
Sl L21.692 185,172 76.046 a.186 9,JI67 4.915 I.5日 22.082 tO,924 6.768 828 lL.877
32 156.182 148.89Ⅰ 77.610 5.714 L7.187 5.384 998 23.415 9.900 4.B35 976 9.200
38 172.All 16B.9缶 65.193 8.421 6,621 Ll.680 B85 17.446 9.970 6.702 740 9.826
84 lD7.806 109.356 57.971 5.258 14.896 4.9LlT I.LSC 18.2さ6 5.615 4.388 824 7.707
35 Tも,597 朋.4D6 46.m 4.94【ー TB.903 2.771 l杷 10.011 4.197 2.I99 429 5.646
36 90.250 94.178 59.与Ba 8.642 8.108 El.8B2 702 ll.889 5.且95 4.886 2.24t 12.2Jは
BT 68.7も9 76.706 50,290 7.751 17.102 2.250 269 8.Jl50 3.931 8.I97 545 6.74B
8も 28.295 86.65B 16.BDl 2.011 86.962 5.987 4.233 7.062 5.OLS 9.loも 485 6,t36
ZIP 66.60ヱ 73.747 53.288 7.842 5.7Jl8 4`.716 I.259 16.別岨 6.170 2.949 964 6.7即
40 2札01`; 875.092 37札874 '7.181 75.64ZL ;れ873 30.丑19 74.685 87,494 44.DOS 6.718 57.463
一日 88.482 111.防0 9I,454 1.2且2 37.LE97 16.859 4.867 ll.02t 7.866 5.5BO BOB 6.725
42 17.859 約 .487 868.232 5.肪6 FT.501 51.m 1EKI.817 27.272 22.765 ZR 841 13.72丑 TL686
48 84.260 lTL179 lB6.616 与.946 35,835 妃.472 25.BOO lJl.678 15.688 15.844 1.242 20.662
一日 23.5& 169.B48 166.278 I.724 1E?.224 24.082 15.22丑 58.842 15.9L6 18.48一 988 2L.793
45 35.89JI 141.317 97.776 1.618 27.JLTC lO.E)28 4.46l 14.IL陀 12.988 ほ.!略0 716 12.655
荏) ゾーン1から201ltの./-ンでは脚 .7-ビス事の従書人口を呪StBgl亡7t琶していか ,, /-ン古qr亡的LTrl田6-I年 配の亡と,
(中也 :人)
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表占-2812 土 地 利 用 計 画 案 (帝 大 阪 重 点 開 発 型 )
-/-> 夜 m^ロ 丑冊^ロ 徒事^ロ 牡 鹿 辛(-鵬 ) SZjS 事 中小吸摂JJ]七年 大 現 喋P)死 T 小 党 雫 中小現硬チ-ビス耳 大 悦 秩7-t='久井 公 表 その他の三Tk叩事
1 449.5qT 375.490 別.71.t 8.256 2D.571 2.270 - 21.777 18.216 - l:GB2 8.983
五 BB4.435 299.466 LOT,692 10.9帥 18,261 Ⅰ2_t7も - 22.076 27.9aa - LT9D IEI.443
Jl 405.)86 839,052 l13.459 日,214 22.37f; 6.447 - 28,702 28.8R6 - 8.127 13.201
5 521.130 497.157 1知.263 17.一帖 SB.】53 9.668 - 42.342 Jn.206 - 3.096 18.695
6 528.l4ー 嫡9.426 11~1.402 LD,574 tJL描5 6.29L - 28.lJI5 3B,HD - 3.437 H.960
7 574.155 SB8,691 89.BBT 7.563 ∝一.474 2.2JlG - 2DrTB2 18.L842 - 2.号78 8.202
8 8乙427 約.769 12.Ll62 I.236 4.lLG a82 - 2.86L 2.805 - 275 837
9 lO4.541 lt巾.丹19 B毛.687 4.933 lD.T4D 8.829 - 5.4丹1 4.BOO - Jll8 6.4き5
lO :方6.日2 226.350 73.157 8.066 t6∴l25 a.772 - l9.622 15.609 - gal 9.082
al tll.992_ 18Ⅰ.879 73.428 8.3JA 2L877 -1.5L5 - 1IL.料 18,640 - 7帥 9.974
】2 143.196 183,515 TL.l96 6,鵬5 弧 215l 3.254 - 13,181 lD.dos - I.296 7.177
I3 52.564 43.5)6 ll.876 I.523 8.066 296 - 乱184 2.110 - 16品 922
I一 121,別B ll8.15.I J9.769 5.422 21,.180 2.424 - 8.丘23 6.70B - Jl35 4.776
[5 535.207 555.102 287.573 lJ.046 JIG.423 盟.598 - 48..169 34.642 - 3.354 巳66.1
16 292.691 363.7租 l(札606 7.174 1ー3,巴5 A.704 - 18,669 tJL595 - 1.981 9.6与且
l7 149.JL98 162.24B 33,6I8 3.850 10.772 lJE29 - 7.974 6.04A - 560 a.085
L8 70.ll5 75.ロ.16 17.7朗 I.552 4.452 513 - 5.418 丑.2岱 - 86ヱ 2.283
19 113.h27 日了.ltI7 21.月別 2.一妬3 5.72ZI I.074, - J1..102 5.lSG - lAO 2.15B
20 I,174.020 1.BL8,975 ･101.aDg 89.Sat lJfD.420 t9.8&1 - 81.▲1BO 67.231 - 7.719 ･15..11一
2l I49.602 t60.239 68.820 7.799 ll.151 4.575 1.055 14.95B 6.印9 L560 .547 9.17t
22 189.Jl90 160,B且9 柑6.331 6ー.415 25,429 14T352 石.881 81.168 13,623 9,048 1.127 )8.888
_48 丹2,lo† lot.925 5&馳t 7.060 22.661 8,90 1.1糾 9.777 Ill.183 8.Old 丘Dフ 6.068
25 70.508 67.822 30.246 3.Ll74 6.715 2.5丘2 562 7.412 8.128 I.961 JIa4 3.99B
26 12JI,9L9 Lal.90B 6J1.0且1 4.913 ll.624 6.lらl 1.81_4 15.272 7.411 5.兆8 t.919 9.L109
27 70.tは巳 77,391 5乞188 a.899 12.皇88 8.1JI1 ).86B 1ー.54巳 5,743 3.098 682 5.Ll27
28 la島.255 )37.Ll48 65.柑6 8.718 t5.485 7.14LI 672 20.979 7.670 8.436 t.Ol2 5.07も
29 207.598 192.786 78.721 6.968 28.175 4.290 716 I7.972 7.526 4,940 758 7.381
帥 163.762 )49.939 67.0日 6.997 12.9BS 8.559 I.672 L7.829 &.207 a.976 5別 6.7Jl9
81 122.623 186.257 Tb.3D5 8.151 9.008 Jl,874 I.505 2l.998 10.878 6.781 ZH7 ll.3甜
且2 157.455 149.279 76.854 5.721 ]6.8引 5.391 999 2孔.115 9.9La 4.8JIl 977 9.218
88 ln.872 165.2JlO 64.丘58 8.876 6r801 Ll.605 83L 17.a5B 9.917 6.66号 786 9.778
B4 l【汀.145 ⅠOa.855 57_8ー妬 5.2El 14.124 L96& 1.l55 13.293 5,639 4.357 82B 7.74)
･瓦5 78.115 B2.642 J5.812 J.998 15.07も 2.804 l84 10.l29 4.247 1225 d別 8.7Ia
a6 39.697 93.且lL 58.953 8.62J) 8.252 4,870 700 ll.859 5.8AO Jl.a缶 才.235 ほ.212
aT 68.888 76,001 19.7舶 7.&tO 16.215 2.276 272 8.547 LI.027 a.284 丘51 6,821
aA 甥.297 B5.752 76.00J I.974 弘.962 5.818 4.050 6.920 Jl,917 8.922 428 6.Old
3g 66,644 一花.97丑 51.的8 7.5g7 5.748 JI,563 ).2相 lG,262 5.970 2.脚 983 6.559
40 28.DlB 81Ⅰ.LB2 867.Olや 7.087 75.648 86.BE5 29.923 78.708 W.004 43.Jl80 6.625 56.1I4
4] 8B.486 日D,4B6 90.499 I.210 37.497 TG.mt 4.290 10.且FT 7.727 5.4段 Ta9 6一606
42 17.861 -369.595 864.105 5,7舶 軌 501 50.679 99.650 26.956 22.502 礼 967 l畠.506 70.8SG
48 別.263 LS9.9B9 lsd,8朗 5.968 85.335 32.048 ･24.966 H.484 15.432 15.l九t 1.226 20.889
qJ 28.Su 167,TBO lGJ.550 I.TO LB.224 23.7Llも lE),OLD 57.525 15.693 18.245 92D 21.988
45 B5.B96 l89.朗4 96.759 I.592 節.476 tD.316 JI.396 14,22a. 12.746 l2.m 706 t2.472
a) I-ンIblち20までの'J-ン刊 土中九九 サ-ビス井の牡井^t)と耕tIBILこ■定していfLL､.ゾーン春qL二相し{比国 6-L2中風Q)こと｡
(叫位:人)
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蓑 占-28-5 土 地 利 用 計 画 案 (東大阪一胃大阪連合開発型)
ノーン 扱Tm^ Ej 溢 m^ 口 従蕉^ 口 埋 丑 某t傭 〕 EL迩 我 LPlfヽ収税卸 先 耳 大 税 秩n]先 手 小 先 夫 中小現 &7 -ビュt 大 JL†-ビスt 公 烏 その他の三次常夫
I 529.772 Ju3.130 103.638 tl.402 19.191 3r185 - J30.077 25,21) - 2.254 t2.838.
2 36.1.t46 822.427 I【巾.50I ]0,2B2 2t.柑1 LO.474 - 20.022 21.122 - 乞539 14.93L
8 a礼 699 300,86JI lD2,丑41 ll.04[ 13.261 12.265 - 22.239 3.194 - L803 ul.542
L 405.455 34D.067 HJ.lBT II.226 23,376 6~.199 - 28.93Ⅰ 28.618T - 3.152 相,aLB
5 52).75A 496.722 1弛.263 lT.127 59.008 9.674 - 47.889 佃.250 - 3.099 相,7Ⅰ6
6 506.344 468.印 ほ7.562 12.262 15.61且 7_295 - 32.6BB 細.395 - 3,9B6 L7.348
7 575,27も 548.2且3112.566 LO.450 30.474 乱10台 - 28.7I5 25.BAt3 - 3.l48 ll.BBB
名 lo.DOG 90.OB1 lB,606 I.702 Lt.日6 457 - a.939 3.862 - 879 I.)52
9 92..1槌 89.143 E).825 ･1.Silo 10.7JEO 8.8丘9 - JL823 L.223 - 868 8.662
ID 238.277 200.1朗 73.525 7.945 17.852 3,7L与 - 19.且2石 I5.874 - gL7 8.896
ll 150.710 t4与,180 GT.190 7.069 23.5,L2 ZL822 - 1~い 5J ll.515 - 648 84.392
12 )26.051 122.472 65.)JIB Ll.8匹 32.52Ll 2,591 - 1D.Jl93 7.967 - I.032 5.718
18 46.07汚 88.LT2 10,RGT 1.3Jl9 3.066 262 - 2.820 2.405 - l49 JHC
H 106.2払 LD1..162 45.510 4.6】2 21.480 2.062 - 1.249 5.705 - 870 4.062
15 SJld.089 567.357 247.OD1 15.222 87.736 24.A66 - ~51.65B 86.SOB - 3.534 28.072
16 245..14且 371889 )0-1.印D †.778 43.101 5.095 - 2D.221 13.脚 - 2.145 lO,452
17 lL19.8B2 168.之25 83.Gt8 8.350 10.772 1,829 - 7.耶4 6.046 - 560 3.0%
HI 69,901 75..197 7ー,781 I.552 4.452 Sla - 5,4lS 8.205 - 362 2.2A%
Ⅰ9 11孔E80 日7ー811 21.SCl 2.868 5.72月 I.074 - Jl,462 5.156 - J舶 2.)姐
20 1.170.772 I.040.t56 B96.391 35.835 T37.578 I8.999 - B2.888 55.964 - 7,57B 44.559
21 149.518 159.拍5 60.857 7.796 10.908 4.574 t.05JI lJl.947 i.806 4.659 5JtT 9.柑6
22 [39.4a9 168.451 1B6.535 ll.527 24.876 14.450 6一E78 31.3B1 1B.716 9,日0 1.lAS 18.468
23 且2.07 101.64a 58.742 7.194 22.】6恭 3.963 1.203 9.935 Jl.帥5 3.09 5]5 6.LG5
24 105.lJL4 1D2.00L 47.058 4.9Ⅰ7 4.942 3.005 483 15,7随 7.I:汁 JL463 772 5.575
25 8l.6.15 78.67B 36.45g L412 6.577 3,216 714 9.951 a.972 2..19D 551 5,076
26 114.659 t44.払 a TT,245 6,169 ll.a別 7.773 1.725 19.Ⅰ7一l 9.8Ds 7.498 2.408 ll.8L4
-TT iC.l30 加.773 62.909 4.971 12.855 ID.BAO I.745 H.716 7.822 3.949 R70 6.92I
28 160.川2 159.43B 78.517 4.786 15.118 9.113 Et53 26.76t 9.7別 4.ARE I.モ91 6.17JI
29 206.468 190.437 78.875 6.F70 2乱539 ･1,229 706 17.720 7.120 IL.t汀l 748 7.m
抑 163.191 148.[54 66.7別 6.939 18.155 8.489 I.658 17.187 8140 8.913 i:姐 6.69JI
81 122.t9LE 143.631 74.998 -B.D99 9.125 4.863 I.495 2L.舟18 lq.BOB 6.69L 811 tL.256
32 l56.9砿 I47.JI9且 76.535 5.67) l6.565 5,3Jl4 991 23.2JLO 9.826 4.799 969 9.l8l
糾 106.702 l廿7.B77 57.119 5.25B 14.D84 4.942 I.H9 l8.224 5.610 1.884 823 7.700
85 77.792 且2.218 45.59B 4.970 15.036 2.7叫 1月3 tO.DT8 l.223 ヱ.21B JIZEZ 5.GB1
86 89.詑6 ･92.899 SB.658 8.574 8.229 4,844 696. lL,795 5.849 4.862 2.22台 t2.t46
37 6乱055 75,668 49.550 7.796 16.169 2.263 271 a.499 Jl.OD4 8.216 548 6.784
88 84.094 77.JH9 ■相.054 1.885 85.762 5.557 a.869 6.SID JI.647 8.528 407 5.71日
89 rBD.253 65.且86 50.639 7.418 5.†48 4.458 l,190 15,889 与.883 2.7舶 911 6,409
JIB 2D.917 833.675 850.269 5.588 37.50) 4B.487 95.SAT 25.†91 El.528 町.叫 L7.706 G7.742
4a Jl.282 5ー8.46且 t52.488 古.BOG 85.3BS 28.977 22.577 18,098 lB.955 18.693 I.108 18.488
Jl4 28.JH5 Ⅰ51,47も ILO.167 LBB6 t5.224 21.458 lB.564 SL9朗 11.182 日.969 831 l9.118
45 4B.648 Ⅰ26.2軸 93.006 L605 21_478 9.Jilt 4.158 13.453 12.055 L2.OBl 667 ll.798
庄〕 ゾーン1から20までの -/-ンでは脚光兼､サ-ビス票の托.t人口を規模BqJこJl定 してい/1いoI/- ン正号lこq しては回6-12中限のこと｡
(J8也:人 )
1853-
蓑 6-29 検 打 ケ ー ス と ケ ー ス 等 号 一 葉
幹 線 道 路 網 計 画 塞
･土地刺 .計 鉄画 逝 甲状 中央環状 線整 備型 ケ-スA 湾 岸 線 粧 臓 型 ケースB 中央卿 犬 .弼岸視た備型 ケ-スC呪 射 撃 鮎線平 盤 内 呪日大 射 如拙 市 鮎株平政面 轄 内 覗 射撃 僻線平 粧 内
用 案 網 堆拷 状推 軸 市整 拓 放面射主 脚 琵 拒 1位 萌 射主 備 漂 状雑≡ 軸川 ]軽 fLj.; 放面射壬 臓器冒+ 拷 肺 速 軸撃 持 鵬 速 軸型 持 僻 遠 軸墾
コ画 壁 壁 型 放 型整幹 型 線 型 型 放 型盤幹 型 線 型 型 放 型躯幹 型 紙
莱 ケー ス0 ケー ス0 ケー ス1 ケ スー2 ケー ス3 ケー ス0 ケー ス1 ケー ス2 ケー ス3 ケ スー0 ケー スl ケー ス2 I/-ス3
基衣哩ケー スⅠ 現 状 継 持 型(ケ-スa) I-1-0 Ⅰ一一つ｢中一0I-1--A-1Ⅰ-a一二血-21-a-A-3Ⅰ一旬-a-0Ⅰ-a-ら-1Ⅰ-a一一B-2I-a-一t!-3I-1-C-0 ⅠTa-C-11-a-C-2Ⅰ-a一一C-3
片福線軽齢型(ケ スーb) Ⅰ.-b-.0 Ⅰ-b一九一0 Ⅰ-b-｢む-IⅠ-b｢A-2I-b一｢A-3Ⅰ-1}-良--0Ⅰ-b+ 1T-b-1}-2I-trB-3I-b-CW I-b{-IⅠ-1}一七一-2I-b-C-3
城窮埠並備型(ケ｢スC) I-亡-0 Ⅰ-1-A-0I-rA‥lI-C｢A-2I-C-A-8Ⅰ-C-BJ Ⅰ-℃-a-1I-C-B-2I-FB-3I-C1ニー一刀I-C一一C-1Ⅰ-C-C-2I-C-C-3
片福 .城府線整備型(ケー スd) Id .功 Ⅰ一七-1ト07-d-A-iⅠ-d｢む-2Ⅰ一七｢A-3I-d-B--0Ⅰ-d-B-1Ⅰ一七一B-2Ⅰ一七⊥B-3I-A-tJ Ⅰ-dlC-IⅠ1--C-2I-d｣H
雨大阪盲ri占繭宛輿ケー スⅡ 現状 維持 型(ケースa) TrL-ll-4 Ⅱ-1｢む｣)帆 -A-i冗-a｢A-2Ⅱ-1-A-3I-a-B-0Ⅱ一句-A-IⅡ-a-B-2正一a-1}-3工トa-.{;-0Ⅱ-a-C-Ith 1=-2l-a-C-3
片描線整齢型(デ ,ースb) 丑-ら-0Il-blトーカ刀-… -Ll-bTA-2∬-blA-3It-ト｣}-一刀 正一lr-追-1正一trB-21Ⅰ-lr｣与-31[-b-C-0刀-b-t l 【ー-b-C-2Ⅷ-blC-3
片福 .城束線整備型(ケ スーd) 刀-也-0 lI-ll-AJ Ⅱ1+ lIrTd｢A-2Ⅱ-dlA-3刀-d-8--0ⅡTd-B-IⅡ⊥d-ら-2Hd ♯ 3… --C-07I一七-C-)llTd-C-2Ⅰトd-C-3
迎東合金開 l発雲型取ケース拡 現 状 絶 括 型(ケー スa) 1Ⅱ-a-0 町一計1ト0ItE-a-A-IJlh ｢ヰ-21m ｢血.-3lu+a-B-01[-a-8-1JT-a8 2皿｣a-Ⅰ}-3Jl-a-tJ 11トa-C-Iu1-a-C-2m｣-alC-3
片福線整備型(ケ一一スb) 【ロトトー 0皿-b｢む一0皿-b-A-1皿-b｢A-2皿-b｢舟-3皿トb一別 lトlrBー 1皿-b-B-2皿-b-B-3nT-b-tJ RI-4 -C-Im-trC｣2l旺-b-i-3

















































整備型 〔ケースC-1)があげられるO-力､恕走行距鮭に関しては､湾岸-中央部 犬緑整備 ･内環状
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■-･-L- 東大阪 ･雨大阪迎合開発型 (鉄道網整備しない)
0----1 南大阪藍色開発型 〔鉄道網整備しない)
T-----V 南大阪重点開発型 (城架線整備 〕


















































断 面 6 断 面 7 断 面 8 1断 面 9
荘) 主要断面の結果のみを示す
断面番号に関しては図6-12参照





団 掛 Jlと-中火環状吸盤†相主 群併収現状牲持型tニ比べて平均走rT時日Uが奴JyするIJ-ソ
固占-40 ゾーン別平均走行時間
満作 -中央棚 鯉 他生盟軒娘静市前乱放射地割 他型の平均走rT拒JL
団 棉(-)一 叩火碍状岨旦伯主群併収現状推持型に比べて平均iE行拒椎が妹'yするJ-ソ
国 占-41 ゾーン別平均走行距搬
































を整鵬しても､卸売額 .小党薬の-ストラ利用 トリッ7数は変化 していか 1.大阪市の従築^口の1/4




















②主要幹線道路摘計画案に関しては･第4革･第5番の険討絶雫 と同様にソ ースC-1L矧 章一中央
環状線整備 ･軒 打高速放射軸整相型 )が黄鞠交通の効率化にとって望ましいことが判明Lf=Oしかしな
がら､松茂行距臥 縞的革の観点からpj:､ケースC-a(湾岸一中央環状線整備 ･内環状線整臓型 )ち
魅力的な計画案であるという転雫が得られたOこのことは.襲勤ま滴の平均 トリップ長が他の交通と比
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④ しかしながら､道路 ･鉄道といった--ドウエアの整備では解決できか 1問題が依然として残るoそ
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蓑 7- 1 各 ス テ ー ジ に お け る 出 力 情 報
ス 丁 - .) . 名 出 力 付 和
与件8(疏 .各社定政 A -J) ま 政 酎 i f* fe
I地域珊洩分析と那南開喝の計故Jt:のブEl-t=ス ≡1-l他姓帖 分析と也JA確立に関する脚故実 1一次佃租の作成と地域の伝韓的坪井(2.8_日 促 旺 - -
2--時仰断面rEかけろ息地相漁舟折は a_2) 仮 脱 - -
a他牧LI艶の畏糊的な空也特性の分析(2.Bra) 圧 出 . - -
4地場M迅lt邦する仮脱の改定(2.a^ ) - - -
T-2地報の咽兜 .整輔の基士方針に関する佃報のとりまとめ 1他職 托,抵触こ服する佃租の耽集(2.EL.2) - - -
2讐 瓢 諾 =蛸 する側 0システ(2.4.8) - - 他姓開廷且性
且基年価何のと力士と粒 (24^ ) - - -
口地城閑晃a十適 と基本軒弧 持将帥画の作成ブE7･七ス ローl井芋幹額in措網針両案の作成 lOD交通申分EI L8月11 -交通tR托分類 - -
2道路E野方の改定 日.8.3) 過払良蒔 - -
血路的O碑 的社史絹方針の設定 と3些右枠鮭血路細邑H両案の作成(8.8.4) - 退路柵延伸方針､護本斡蔽正路加計武器 迫品柄蜘 方針
Ⅲ-2地域隅兎軒両案の作皮 1地域Eil尭断面案の作成方針の改定(8,4_2) - - -2器 警護 弼 桝 伽 た的 鯛(BA.9) 大./-ン分9]束､7レ-人指疎､某GL分割 - -
8地唄開先BT画策の定丑的なge述(8.4.4) 他姓耶兜針面羊作成モデルの入力データ 地脚 先方一面策 -
u-a地切開発音河i案 と端本幹辞in路網帽 案の評価 .放射 ･謀 望霊讐 悪童 棚 舶 棚 肘一礼52) - Bi.井ケース､鼓ih均計曲集 -
2党政裾野予刑 (3.5BI 交通市野予 刑モチJL,の入力T-一夕 - -
3精 霊冨警官管芸闘 .検肘と司憎く3_5_4) - - 桂台的 71評伝 一枚吋の鹿央
Ⅲ土地利用民情 と韮軍幹線道路柄井I面 a)作成ブF'七ス . tZ]-iEt:舟FLZl現¢分析方針の改定 1ステ-,}Ⅲf{かける与件巾功の設定(4.5J日 中/-ン分別某.某稚分臥 す甥 型f3兼敏 - -
2記冊 閉喝の入力空軌の改定(4.52日5.5.21 - 住宅地 .エ栗也Ⅶ兜方針.玉野帝串 .秩ih的計南東 -
m-2産薬店勧配分モデルに上る葡Tt拍送の劫3:化にrnする放射 ･琵 活加 地 .師 行郎 即 ち(4.4) - - -
2敵燕括軸配分モデJL,の作成 (45) 箆畢略服 舟モデJVの入力データ - -
3邦EE升折 と那雨情相中とbまとめ(Ll.6) - - 肝価 .披肘の拙果7イー rJ<73m:研一
E]-8通勤人口配j}モデJL.に上る通勤時nf)の風小化1-こ喝する牧村 lt旦郡の店任地選択行軌 て関する分析(5^ ) 収 税 - -
2通勤人口思弁モデJLの作成 tS丘) 適地^口配分モTJJt,の入力デ-タ -
a実証分析 と針面付和のとbtと均一5.61 - - 打直 .牧村の括架フィー tlJ=73tD71-軒
刀-4粟務交通の勅筋化t=rmする検討 t長町 通桝 附 デル帥 成(6^ 1 英顔交通丑推計モデルの入力デー タ - -
2苦露 語0品讐 1,t宣誓去る罪監 守 - - 評伝 一棟村の括典フ一一r/Jちタ 方針
Ⅲ-5 去学課 針暇 と主帥 穎id払肝 面抑 捷細 評(T.8) - - 符合的な評価 -検討の出先
.Ⅳ｢2 空通洞野千刑 (7.4.割2日 交i5耶繋予測モデルの入力デ-} - -
Ⅳ-8 分析捺染の考塀 と計面情和のと少tとJ>(7.4.3.(3日 - - 棒金的71評伝 .姓肘の括果
EE) ()内の政事は､艶.軒帝･母を示す｡
-877-
表7-2 各 ステ ージ< 用し､る評価尺 度
評価の視点 ステー ジtl ス テ -j m ステー ジ Ⅳ
ステ-ジⅢ-2 ステージtlI-3 ステージm-4
ネ ッ トワ ー ク全 体 の 効 率 性 o轄走行時間 ○鰭走行時間 ○結過勤時間 o陣走行時間 o桔走行時I.rl
O中位距離あたDの走行時間01台あたりの走行時lul o総走行距離 o総走行距離
冊 抱 的 な 地 域 o断面交通流 o断面交過値 o断面交通鹿 oWT面交通丑 -
桃道とネットワー クの 塵 合 性 (断面混雑政 一 (断面混雑庇 ) (断面混雑度 ) (断面交通盈 )
ネ ットワーク の地域的な鮭肺水準 o/-y別 1台あた - - oゾーン別 1台あた 0./-ン別単位笹巨桃
少の平均走行時間 りの平均走行時間 あたbの平均走行
oy--ン別中位里巨離あたりの平均走行時間 oゾーン別 1台あたDの平均走行距離 時間
リンク別整備水準 - - - oリンク胞鮫皮 oリンク混雑庶賃 気汚富一江1)
そ の 他 の 視 点 - - - oマストラ利用 トリップ敢ゾーン別マス ラ利用率縮約による削減ト.ツブ数(平均綿的率ー -
注〕 多目標交通愈配分モデルで用いる評価尺度であるo
表7-3 フ ィ ー ド バ ッ ク の 方 法
ステー.} フィー ドJ<-Jクの 方 針 フィー い く./グの方針を換附 したステー.)と変史琉E t変㌍内容を払定するための典故情報 変 ㌍ ql Bス テ ー Ljt ス テ ー .} ロ ス テ ー ジ Ⅲ ス テ ー ジ Ⅳ
スチ【･} 基本幹船 路的酎摘果の変史 .再凍FJl ステーLjn-a-a･荒諾 禁 昆詰ま孟票ー - ⑳共布砕鉱 凸縮約鮭傭方針の変史(ステー .JH-卜 3-4)0兆本幹胡;山格納酎両案の賓9日袈3-5､ステ--}ロー 1-8 ) - -
地域開発酎画策 ステ--jIl-a-3 ⑳地峡叩尭適性の判定抽果 (図2-22.2-28)の変史 哩)代休的な地域のBil発J=ターンの安野 (求3-6､12) - -
I の変史 .再撫紫 農 芸諾許 諾 芸孟宗, (ステ-ジ1-2-2) ス7 シ.ロー 2- -年)地域開発話十画策の作成}7-法の変史 (架3 3ー.テー,jn- )
ステ~l-i班 主撃砕耕道路網針両案の変史 .再拝栗 ステージⅢ-2-8-a ㊥北本砕碗道路網並価方 (D主唱併殺道路網削,
(丑 J1-23) 針の変哲(ステ--jn-1-3-47堰)基本軒細道路網削両案の修正 (窮8-5､スケ-クロー 1-3 )⑨重層酔顔)社格 鮭輔方蛮突ろ .rI I ) 面罵の変だ(襲4-15.ステージm-I-2-a)
ステー.jm-a-3-a(袈 5-2B)
スナ-ジⅧ-4-2-8髄 漂 鳥竺諸 芸孟卦
土地利用計画粟の変里 .再探索 ステーtjⅢ-2-3-8 ◎代償的夜地域の開発 J{ 0 主ー宅地 .I薬地阿
(戟l-2a) ターンの変㌍(架3-6.ステー.}I]-2-I-21(訂地域開発計画案の作成 党方針の変P王(釆5-T】0､襲4-l l.スナ-L}m-l-2-jm 3 a 8
(喪5-23) 方法の変史 (盤8-13.rRテ-ujT]-2-巧) 1,u]-I-2-2)
ステー-jLn-4-2-8儲 謂 忌琴謡 詣 票)
Aチlヅ〟 准市幹般道路網 ス≠-.}Ⅳ-3 - - ②主賓韓頼iB銘柄計 0都市幹頼追給網針
酎面案の変硬 .再撫紫 噴 琵欝蒜軍報 詣 票) 画集の変児薮H S､ステ ジーⅢ-1-2-日) 両案の変哲 (衆 7-4､ステ-少肝-1ー
出 ○内の数字畦フィ- ドバ･Jクを行 う既のブライオIJテ ィを示すo以上の方針で十分渦足のい く代替案が釆-tらたい場合は,上b上位の
ステージへフィー ド..'･Jgする必撃が生 じろが､それに朋してはとこでは妃述 していない○












































































表7-4-1 工 業 地 開 先 方 針
ケースⅠ ケースⅢ ケースLn
基 本 型 而 大 阪 重 点 開 発 型 東大阪一雨大阪堕点開発型
工典地開発を横転的に促進させる地坪 対 象 ゾ ー ン 特 に 設 定 し な い 中ゾーン 38.40.41 中ゾーン 30.82.35,38.40.41
上限値の設定方法 上 限 値 は 設 定 し な い
下限値の設定方法 - 現 況 値 を_ 用 い る
再配埋 .移転を促進させる地域 対 象 ゾ ー ン 中 ./-ン 27,39.44.45,47,Ll8,49 中ゾーン27.39,44,45.47,48,舶 中ゾーン 27.39.4LI.45.47,48.49
上限値の設定方法 現 況 値 を 用 い る 江3)
下限値の設定方法 移 転 を希望 しない Elー楽所 よ り発 生 す る物 資発生塩 を 用い る 江1)
その他 の地 域 対 象 ./ - ン 2,3良6,7.8,9.12一13.15,19中t/-ン 崇覚 絹 郡 牲 喜子52,54.565758 t‥tコ./-ン 誓曇錯 荘 蛋諾56.57.58 - ン 至鮒 喜搭 elg滞
上限値の設定方法 過去 か らの トレ ン ドによ り推 計 した物 資先生 Bt将 来値 を 用い る EE2.)







表7-4-2 住 宅 地 開 先 方 針
住 宅 地 開 発 方 針 基 本 型 南 大 坂 重 点 開 発 型 東大阪-南大阪迎合開発型
勤務也 -市街地再開発を菓施すatJ->(Ⅰ再開発型 )対象となるゾーン 特 に 設 け な い 13,21.23.24.27,82.33.34,35,36.37.38 13,21,28,27,32,33,34,35,36.37.38
宅地面鋭嚇 法 現 行 住 宅 地 系 両 税 (表 3- l5) を 用 い る-対象となるゾーン 特 に 設 け な い 15.16 15.16
宅地面鯉の想定方法 現 行 匝 宅 地 ,-* 両 税 (J=R 3-14) を 用 い る
陸宅開発が可能 な ./-ン 対廉となるゾーン 帝 に 設 け な い 28,29 2札 28,29
轡と面現の既定方法 現 行 性 宅 地 系 面 勧 現行圧宅地系面勧 (表3-14)に､表 5-9に示す宅地開発)]-針に(Ⅲ雷管 霊) 対する地元の意向に基づいて､tC)市街 化調整区域内わ開兄を予定
(表 3-14)を 用 い る している市町村に的して､衣3-14に示す 市街化調喪 区域面概(赴用地面故を除 く)を加許するO
管後也 旺宅地開発拠点となるゾ-ン 対象となるゾーン 僻 に 設 け な い 26,30.31 1.2.3.6.7.27,30.31
宅地面概の想定方法 現 行 陸 宅 地 素 面 枕 表 5-9に示す開発適性の判定結果が ｢開発促進すべき地域 ｣とな(噌 菅 笠) つている市町村で同じ(袈5-9に示す宅地開発方針が(bHC)の市町
(糞3-14)を 用 い る 詣 鮎 宗旨豊富g (豊能 諾欝 孟腎 満 詑 也の珊 村では
翫専 管苧誓(憎 闇 雲) 対象となるゾーン 特 に 設 け な い 8,9,ll.12.17,18,19.20,22,25 8.9.ll,12,17,18.1920.22,25宅地面轍の想定方法 現 行 住 宅 地 系 両 税 (衣 3-14 ) を 用 い る
瞳宅開発万能な ゾ ー ン 対象となるゾ-シ 僻 に 設 け な い 1.2,.JI.5,6,7,10.14 4.510.14
宅地面敢o二相淀方法 現 行 蛙 宅 地 罪 両 横 現行住宅地系面概 (衷3-14)に､表 5丁-9に示す宅地開発方針に(噌 菅 笠) 対する地元の意向に基づいてt叶市街化調整区域内の開先を予定して
(衷3-14)を 用 い る いる市町村に関して､安3-14に示す市街化調整区切両税 (施用地面概を除<)を加井するo
江)勤務地､従業地､計画./-ン番号に関しては､図5-23参照
蓑7-4-3 主 要 幹 線 道 路 網 計 画 案
整 過 Q - Ⅴ 条 件 主 宰 幹 線 道 路 網 計 画 案ケー ス ケー ス チ-.ス ケー ス ケー ス ケー ス ケー ス ケ スー ケ｢ス ケー ス ケー ス ケー ス ケー ス
価 紘柵 0 A-0 A-1A-2A-a 8-0 良-1a-2B-3 C-0 C-IC-2 C-3
硯堺 A t a I C⊥■対象 Vl(帆 )V2(krtL) Ql(%^j) Q2(台/日) 中 頃 整備型 整 備 型 ･岸-中上 一束整備型令革 (基本幹線) (基本幹線 ) (基本枠線 )
持主塾賓 Sa備市 射平軸面 内項 持主塑要 整細備市 監 内筒 持主塾要 整柵傭了li射平軸面内項~
路 路軽 設 可 読 可 維描 幹 塾軽 軽玉出 状 節 塑型 整壬 状 幹 型商 ¶蟹玉 班
線 別 計 舵 計 舵 線 逮 備琴 線 線 逮 備要 級 .- 逮 傭要 線
逮 逮皮 杏塞 容塵 也 王ー 放 敬 - 盤 型■ g 放 型幹 壁七m 追 楯 lti度 0維 Lj触 2放 3塾 0維 1軸 2放 B型 0維 1軸 2放 3型
塞本幹線 第 二 京 阪 国 道 二種.=敵 60 35 4′l.000 58,000 ○ ⊂) ○ Cl ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 ⊂)
大阪 中 央 環状線 二億二級 60 85 72.000 96.000 ⊂) ○ Cl 0 0 0 CI 0
近 敵 自 動 中 道 二種｢敵 80 45 72,000 96.000 Cl 0 ○ ⊂) ⊂) 0 0 ○
帝 樺 退 路 二健二級 60 35 LOB,000 144.000 ⊂) ○ ○ 〔) () Cl ○ ⊂)
主要幹線 阪商.大阪.東大阪線 二畦二級 60 40 72.000 96.000 (⊃ 0 C)
阪南 .大阪 .泉北繰 二唖二親 60 40 72.000 96.000 ○ 0 0
阪南 .大阪 .高視線 二 60 40 72.000 96,000 0 (⊃ 0
御 堂 廟 線 四嘩-敬 50 30 66.000 78.000 ⊂) ○ ○




蓑7-4-4 鉄 道 網 計 画 案
路線番句 整 備 対 象 路 線 し鉄な追いを墳整合備ケー ス0 鉄片追福起 l備郊塾外ケー スa鮭阪片郊福傭外 l鉄南型近大I/-Ab鉄南片i丘大福整阪 l備郊攻塾外 .ケー スC路 線 名 区 間 備 考 想定輸送力(a/日)td嘉 迎
1 国 鉄 片 福 迎 路 線 京 橋′-尼 崎 昭和56年4月16El工耶施工許可済(昭和65年賦 戎予定) 35,300 (40Km/l) CI ⊂) (⊃
2 国 鉄 大阪外環 状線 新 大 阪～加 美 昭和56年 4月16日工耶施工許可済(昭和65年醇妄就予定) 35,300 (40Km/l) ○ ○ ⊂)
3 大阪市営地下鉄谷町線 守 口.-大 日 昭和63年 3月施工(昭和67年断 定) 33.600 (40Krn/h) ⊂) 0 ○ 0
4 t T大阪線 長 田-生 駒 暗印54年1月31Elエ軒施工許可所(昭和68年度完成予定 昭和54年4月着工 33,600 (40K'l/h) 0 0 0 0
5 大阪市営地下鉄堺筋線 動物園前-天下茶屋 昭和54年8Jl2日輔肝 (昭相57年4月許工予定)6 7月二ロ1鳩刀午司頂僻柵110月甜 虹 31,400 (40Km/h) ⊂) C) ○
6 大阪市営地下鉄脚 線 我 孫 子-中百舌鳥 昭和54年 5月16日工邸施工許可済(昭和60年4月完貯予定) 37,軸0 (40Km/h) ○ 0 ○
7 大阪高速鉄道大阪モノレール線 大阪国際空港-而 茨 木 帆 5糊 朋淵 抑 (監 霊芝重恩 語 33.600 (.45Km/h) ⊂) 0 ⊂)
8_国 鉄 福 知 山 線 塚 口.- 山 口 昭和5が卯月28日エ申施Ⅰ許可括昭和63年4月骨工恥 OLF4月lEl塚欄 I町眠 rE的]57l脚 35.BOO (40Knl/h) ○ ○ ○ CI
9 畑 簡 地下鉄四ツ橋線 西 梅 田-北 伊 丹 都市交通審議会第 13月答申による 33,600 (40Km/h) _⊂)
10 大阪市営地下鉄中央線 深 江 構γ折 田 辺 同 上 33,600 (40Km/也) ⊂) 0
ll :村坂市営地下鉄千El前線 両 翼-河内山木 同 上 15,700 (40Km/h) 0 (〕
12 大坂市営地下鉄谷町線 八 尾 南-藤 井 寺 同 上 26,900 (40Km/h) ○ ○ (⊃




















































図7-3 計画案の評価 t榛軒とフィー ドバックの一般的手順
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ここに､T日的別発生丑 (典中盤 )､P･:人口関連指臥 ao､ai:係数である0I
121分布交通丑の予測































介在榛金モデル仕､′- I iの発生 トリップがゾー / j-典中する好事は､ゾーンjエbもyL
yiに近い/-yがどれだけあるかVC上って決iると仮定するoVlま､ゾーンj上b/-ン i忙近















i=1 1 日 J
(7-8)
(7-9)
を考えるoここ忙､Pr.比ゾーンiからゾーyj-行 く碕奉でX- - XPiiであるo また､り ~ 一 '~㌔~､ り
U･- GノⅩ､Ⅴ･- A./Xであるoただし､Ⅹ-2A･-EGiO



































る研究 8) も行われているO非集計モデルでは､交通機関 iとjとの二者選択問題を考えるO個人
nが iを選ぶ確率比､｢i奇遇んだときの効用U･･がUJnよ少大きい挿翠｣であり､次式で示軌】n
る｡





= p ⊂ein~ Ein く君Pk (光ink-Xink)〕
(7-161
と変形できるo こ こで･E･ -einが正規分布すると仮定すると･Pin吐次式で示されるo】n
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表7-5 都 市 幹 線 道 路 網 計 画 案
塞 追 Q- Ⅴ 条 件 都市幹線道路網引面寅ケースケースケ-.メケース
価 路柿 A B -C D現 塞 塞 塞
象 tKTL/h) (KnVh) (台′日) (台/日) 秤 主 要
路 紘 設 可 設 可 . 維 .線 翠砕 I都市
稚 計 舵 - 計 舵 持 i 線 幹
線 別 逮 逮 香 容 価 塞傭 #港
庭 . 藍 '鹿 忠 也 塑 塾 価盟
A本秤確 a第 二 京 阪 国 道 二種二額 60 35 44.000 58.000 ○ (⊃ ○
b大 阪 中央 環 状線 二健二級 60 35 72.000 96,000 (⊃ 0 ○
C近 親 自 動 車 道 二種一概 80 45 72.000 96,000 ○ 0 ○
d湾 岸 道 路 二瓶二枚 60 35 ■108.000 144.000 ○ ○ ○
主質幹線 e阪南 一大阪東大阪碗 =種二摂 60 40 72.000 96.000 ○ ○
f阪南 .大阪泉北線 二種二級 60 40 72,000 96.000 ○ ○
g阪南 .大 阪高視聴 二種二級 60 40 72.000 96.000 ○ ○
b内 環 状 線 四碓一散 50 30 66,000 78.000 ○ ○
j十 三 一 高 槻 親 四種二級 45 25 72.000 81.000 ○
k第 二 阪 神 国 道 四粗二親 45 25 72.000 81.000 (⊃























通 勤 ･ij- 6.54×10-6.Gi.Aj.阜 2490 0_7091
通 学 Ⅹij- 5.26×10-6.Gi.Aj.i-il.1284 0.7058
自 由 1(日常的私用) ･ij- 3.58×10-6.Gi.Aj.tllj.4302 0.7131
自 由 2(非日常的私用) ･ij- 9.32×10-6.Gi一Aj.illi.OUST 0.6611
莱 殊 l ･ij- 8.95×10-6.Gi一Aj.tlli.0152 0.6477
業 務 2 ･ij--,3.69×10-6.Gi.Aj.tll;1369 0.7637




推 音十 モ デ ル 韮相関係数日 的 地域
発坐丑舵計モ7-′レ 通 勤 i Gi- -12663+0,BOglX1 0.9569
2 Giニ ー1857+0ー31aOXl 0.9792
通 草 1 Gi- -10167+0.2246X1 0.9939
2 Gi- -270十0-2054Xl 0.9960
自 由 1(星常卦 l Gi- -16200+0.36aOXl十0.2048Ⅹ2 0.96642 ニ ー986十 5347x2 921
自 由 2(諾調 ) l Gi- 19623+0.1515x2 0.91652 3760 471 800
兼 務 l I Giニ ー45278+0.6288Ⅹ3 0.9923
2 Gi- 799+0.4445Xa 0.9!方4
兼 務 2!1 Gi- -8925B+0.3408x2 0.946JI
2 Gi- 9457+0-1897x2 0.8285
帰 宅 1 Gi- -25688+ I.2144x2 0.9878
2 Gi- 3855+I.1951x2 0.9903
典中忠樵計モチ〟 通 勤 1 Ajニ ー72663+0.9174X3 0.9871
2 Aj- -4067+0.5786Xa 0.9486
通 学 1 Aj- 16助1+0.1839Xl 0.8721
2 Ajニ ー792+0.1861Xl 0.9938
自 由 1櫨 常卦 1 Aj二一109200+0.3256Ⅹ2 0.87022 ニ ー2442 5381 9891
自 由 2(詰詣 ) l Aj= -39144+0.2576Ⅹ2 0.87552 3229 1438x 9646
業 務 1 I Aj= -76433+0.7844X3 0.9885
2 Aj= 257+0.4278XS 0.9982
兼 務 2 1 Aj= -9415+0.3650Xa 0.9865
a Aj- 864314+0一4652Xa 0.8930
帰 宅 1 Ai= -35514+1.2530Xl 0.9843
田 Gi:発生 トlJ-/'ブ教 Aj:典中 トリ･/ブ政
















- 開 発 型














































図7-8 交 通 量 配 分 結 果
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荘) ■発生ノ-ド



























































- fB : ノー ドjがODCのソースのとき､
fe : ノー ドjがODCのシンクのとき､ (7-19)
D:その他 (A- 1､-､p)｡
旦Ⅹ･乍･ tij≦ Qij (ij)EJ (7-20)9 日
























定式として駄 目本音替学如 上か軽削 れた推定式 15)を用Lnるo
Nq + aOIog10(Vq(XqH + 10loglO(Xq/ (24･g))
-y N q+ZNq-GNOq

















JT/JT-yc/lc-yNl/ANl - I-- yNu/人Nu
-yAl/AAl- ･･･- yAy/Å九v (7-30)














































国道1号碑 国道24号額 海 面
図7-11 ネットワーク概略図
っぎに､昭和49年庇秋期の交通情勢調査18)をもとに､ 簡略化したネットワークに対応するOD表














轟7-7 0D交通量 (路線別 )
方向 - -路線
国道 .71- -%BLu,!イ男君 1911 1898

























リンク 残 存交通容唖(台) .走行費用(円)トー一方向) 走行哩用(円)(一方向) αij βij
1-2 3250 117.36 116.74 129.95 9.37
2-3 12200 43.24 43.01 15.96 2.21
5-6 1500 70.01 69.63 6.12 0.40
6-7 11000 49,42 49.15 18.23 3.91
7-2 21500 170.90 170.00 129.48 8.67
0a 24000 94,71 94.21 44.16 6.40
8-9bO 36000 76.87 75.62 66.23 14.40
0C 22000 76_87 75.62 35.88 10.40
0a 24000 375_37 366.30 177.60 6.40
9-3bO 36000 309.14 309_14 266.40 14.40
0C 22000 309.14 309.14 144.30 10.40
4-5 2000 159.15 160.74 58.24 0.97
4-1 4500 43.01 42.58 20.80 3.47
6-8 7750 36.86 87.06 43.68 7_45
7-9 1750 83.66 84一49 4.85 0.44
4-5 1000 161.36 162.43 90.48 I.51






























監査地点 段 ヨ十避 妊 大型ili混入畢 jli板中央 上り刑定点までの岳鮭(m)LKm/hI (i)
1. 2 21) J_ 6.6 13.875
8.4 30 23.7 21.375
表7-10 CO三■度予測のためのパラメーター








措 _走 行 時 間 (か 台ー 388a86 490654
捨 走 行 銀 用 (円.台ー 3360924 39811`la
葡 音 (監査地点 11tdB(A)) 5LI.0 55ー0
駄 骨 (監査地点2ltdBtAH 54ー0 55.0
鹿 骨 悔 罷地点3)(dB(AH 50.0 55.0
CO沸庇 (監究地点 日 (p印1) 10,0 12.82
CO鹿鹿 (監査地点2)(pFm) 2.0 lP.0
C.0鼓旺 (監査地点3)(pp ) 2.0 10.0
各ケースの音憤 結果QL 衰 7- 12､図7- 12- 15に示すとおりである. 以下では､特に第二外






























裏7-は 各 員 棟 の 達 成 水 準
チ-.X Ei;血行qq 畦沌帯牛用 JL fi J B 音 2 I 甘 8 大丸汚虫l 大気円熟2 .^丸狩生8
(.白r舟1 t缶,円) tdt}L^n tdblAH (dB(人目 hIPrn) tppEEIl- lppzzl)
)-A 484029 3958801 BJI.96 54_96 EIl.65 12.6 皇 ー I.粥 8.80
498263 386029JL 55.00 - 55_0{ 61.51 12_T L 5_2C 2.1も
1-ら 4840盟9aE68 8958叫弘0294 51.965○○ St98550g 16.6551 12,62■.7]' 4_t柑820 8.002TS
I-亡 484田 8湘 朗4 54.96 54_96 L 45LOD 12.62■)1lL 4.98 a.○098263 38句 29 5EX) SS.05■ 一.00 820 ま7t
2-p 8834BS 如,191B9且114且 54.89 51_4才 12.45' 4.62 a.16
2-b JI064B8 B826852 546占 6476 ♭■,22 1142. ' 486 巴92
888485 898tl一柑 54.89 81.42 55.Lすl 12:45[ 一.62 5.16
2-C 39544L 2895)78 B4,86 B4.59 19.72 12.12■ 4.76 8.03
383485 89SllJ柑 54.89 SJl.42 Bt.19 12.45. JJ62 8.16
8-a 385 336 898Ll43 糾.819 54r42 68.18■ R45■ 1,62 4.20
8-b
318386 3981148 五一_89 El4.42 58.78l lZ_45- 4.62 1.2○
8-C Eh5428 8B95178 54.86 54ー59 58.88 12.42` JLTB 8.B6

























能的な配分方法の一つである等時間配分原則を用 篭 背 戸
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第 7軒 措 首
本章では､これまでの各章におけるゾステム論的研究の成果の結合化と都市幹殻道路網計画の作成方
法忙関する研究を行ったものである｡すなわち､本章第2節では､これまでの各章の研究成果を踏まえ､





















5) 西田耕三 :企英行動科学の基礎､白脚 房､昭和44年.
6) 京阪神都市圏結合交通体系調査委見合 :京阪神都市圏結合交通体系調査報告番､昭和50年.




































































































































































































土木計画学研究墓の各位､とりわけ､森田悦三氏 〔現在建設省 )､堀口健｢氏(現在運輸省 )､
川合紀車氏 (現在北海道開発庁 )､土肥弘明氏 (現在国鉄 )､望月明彦氏 (現在建設省 )､北原
良彦氏(現在藤田工菜 )､森川一郎氏 (現在建設省 )､谷同和範氏(現在日本道路公団 )､坊典


























































① データ定弟機能 (Define hlodule)
② データ格納機能 (Build もlodule)
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① 格納デ･-J表示棟能 (hteml Module)
① データ検索樺能 (Select Module)































もAJhlぺ!い 聖賢主滝 壷 ○○朝司王望胃ifjA0 q dOl 0 0C1
th.ftJS=千芸重苦 雷白頭義軍岩d○ I粍毒虫 ⊥ ｢ ● ○ q ○○ ○〇二
.IT<中､F枯IL,ゝJトnfhlヽJ々ヽ1トH卓 Jhlト冠普 僻 ●cl ○ ○ ○○
㌔- なゝ再媒 ● 0 ●○ ○ C0Cl 0
鮎 芯 lt●壬q0 OP q0○匡)●0
麗 詣 蒜 q q ●○○○○ ()
t＼一一h玉章i勾串 孟≧芸虐讃曹 (コ
喜≧主査表書 ●○●●○
職 I｣ ● Cl○ 0
淵 詫志 1 ○○ ○
紫紺 ●○ ○ q ○
基芸塵純 潔 +:ci 一○ 〇.
碧尊王郎 葡 ● 0 lI胃壁要即 事 ● ○l 0 f E
lK～.与Kth也htSl 害毒巨指匡 q cl 0 I
控悪賢塁嘘ob kj i dq q ○0 qO P"l
jj押 韻 も0⊇o【○ ○d ○ qO iil
竜 喋 弱毒Oに)○ q○】 ○ qci
･叫 軒 堪左OP○ dc l ○ q○
舌戦晦 it:主○0○ ○0 0 q0 0
tE]田稽祐串蕃0●○ q○ ○ ○
耳 金 馬 瀬P ○ dq qa ○ ○
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Dド<iI5■ 中■吉富○■ 冒 4J r! ; 舌■IT;‡i ICl ■○
Lt ■ ■ ■｢ lrJU■ききヨil ■王喜I fETI■皇≡I






















i打抜町村コ ー ド 宵は人口 廠貰大介はA級玉名漁
ま2Oi 166台04 7245
1206 44795 4496 ■
細) 去形式に1毛賀デ-タの発現
チ- /ーJL七･/ト1JT領 テ-1IL･fl7線 7 1-ル Ffr7紺
｢ ｢. √ 7 1 ~~｣- E 中二_ 二 二 二 1 - - ⊂ ~華 亘 .1!三 三 "I
虻 = ∃ . L 巨 璽





紘) 禾 (プ '1-)弼為に上るデータ網滋の実現 (デー
タ ･テ ィグッ コナ [)/デ ィレクトリの構成)
































グ ① 棒グラフ 丑的分布状況の認鼓_
ラ ◎ 縛ブラフ 質的内容の認識
フ衣①ヒストグラム 質的内容や丑的分布状況の認識
示機舵 ⑤ 散布図 相関関係や変動状況の認蒜⑧ スパイダー ブラ7 l空i的内容の認識
① 三角図ブラ7 負的内容粥成甲認識
欝 ① バク⊥ン表示樵能 地域活動の丑的質的認識
也 ② 2.テ7の.重ね合せ召雛巨 地域活動の丑的認識
国塞/TT◎ 交通流動その他流動状況襲示桟能 地域の結合状態の認鼓① 道路網表示機能 地晩交通条件や整備状況の_概略認識
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付図 - 7 鯛 情- 理織等 (誓 言:≡; 昌誓 言と)
付図- 8 一次分析の結果 (詣 孟宗警 'L=Jal)
付図-9 交通量配分結果 (詔 蒜 賢 豊 )
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